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分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110001 ●ゲームの結果を格納した文字列から得点を計算する問題 解答・解説

●配列の０～９、＋、－の文字の内容を、数値、＋、－の記号に変

換し、ゲーム結果の得点を計算する問題である。

問110002 ●乗車駅から降車駅までの運賃を計算する問題 解答・解説

●構造体の配列、重みを利用して、乗車駅から降車駅までの運賃距

離を算出し、区間単価を乗じて運賃を計算する問題である。

問110003 ●画像データの色の種類の数を調べる問題 解答・解説

●与えられた範囲内の画像データの色の種類の数を、構造体、２次

元配列を使用して調査する問題である。

問110004 ●入力コードを規則に従って出力コードに変換する問題 解答・解説

●入力文字列の文字コードを識別し、変換規則に従って論理演算を

行い出力文字コードに変換する問題である。

問110005 ●自動販売機の釣り銭の金種枚数を計算する問題 解答・解説

●支払金額、投入金額、釣銭の条件、ストック量などを条件として

考慮し、釣銭の金種枚数を計算する問題である。

問110006 ●円に内接する多角形を利用して、円を描く問題 解答・解説

●円周を４等分する関数を用いて、辺数制御パラメータと再帰の考

え方を利用して、多角形または円弧を描く問題である。

問110007 ●二分木を利用して昇順に整列する問題 解答・解説

●構造体の配列、リスト構造、再帰の考え方を利用して、配列のデ

ータの順序は入れ替えずに昇順に整列する問題である。

問110008 ●単語が行末で切れないように出力する問題 解答・解説

●単語が行末で切断される場合、単語を次の行に移して表示する仕

組みを、２次元配列を用いて行う文字列処理の問題である。

問110009 ●ビットマップ画面上に指定した時刻の時計を描画する問題 解答・解説

●水平・垂直方向５１２画素からなるビットマップ画面上に、指定

した時刻の時計を描画する問題である。



- 2 -

分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110010 ●タグ付き文字列を解析して、要素に分解する問題 解答・解説

●ポインタの操作、再帰の考え方を利用して文字列を解析し、タグ

名、入れ子の深さ、タグの値を構造体の配列に格納する問題である。

問110011 ●２つのアドレス帳を同期させる問題 解答・解説

●複数ファイル処理の併合、更新のアルゴリズムを利用して、２つ

のアドレス帳を同期させる問題である。

問110012 ●ファイル情報を分析し、表示する問題 解答・解説

●配列、ポインタ操作を利用して、パスを分解し、ファイルテーブ

ルからファイル情報を検索して、表示する問題である。

問110013 ●２つの１０進数の乗算に関する問題 解答・解説

●配列を使用して、文字型を整数型に変換し、除算の商と余り、桁

上がりを考えて、筆算する計算法の問題である。

問110014 ●「モグラたたき」に関するゲームの問題 解答・解説

●１６×１６の升目に乱数を用いてモグラを一定時間発生させ、マ

ウスでヒットし、的中すれば加点するゲームの問題である。

問110015 ●始点と終点、２つの中間点を与えて自由曲線を描く問題 解答・解説

●２点と２中間点を結ぶ３線分を評価し、基準に合致すると作図し、

合致しないと、更に中点を設定し再帰処理する問題である。

問110016 ●２次元配列を利用した迷路に関する問題 解答・解説

●右に９０度回転、左に９０度回転、進行可否の評価を繰り返すこ

とによって、始点から終点に至る迷路の処理の問題である。

問110017 ●バイナリデータをテキストデータに変換する問題 解答・解説

●２４ビットのデータを６ビット４符号に変換し、転送後、ビット

シフト、論理演算を利用して元のビットに変換する問題である。

問110018 ●圧電素子センサの温度補正係数を求める問題 解答・解説

●補正温度と二分探索法を利用して、温度補正の基準点を求め、そ

の基準点を使用して線形補正する問題である。
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分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110019 ●階層構造をもつファイル管理表を操作する問題 解答・解説

●表内を検索する関数、ファイル名を変更する関数、リンク操作の

関数を使用して、ファイル管理表を操作する問題である。

問110020 ●画像データに埋め込んだデータを読み出す問題 解答・解説

●画像データの下位ビットに埋め込んだデータを、ビット操作、論

理演算を利用して、読み出す問題である。

問110021 ●ファイルの文字列を読み出し集計する問題 解答・解説

●文字列を読み込み、受験者数、最高・最低正答数、平均正答率、

問題別正答率などを、ポインタ操作を用いて求める問題である。

問110022 ●店舗別時間帯別ＰＯＳデータ集計に関する問題 解答・解説

●単価と数量から販売金額を計算し、商品コード別店舗別販売時刻

別に集計し、結果を表示する問題である。

問110023 ●時間に対する湯温の変化をシミュレーションする問題 解答・解説

●湯をポットから取り出す処理、湯温を上昇させる処理、湯を注入

する処理を利用して、湯沸かしポットを操作する問題である。

問110024 ●ＷＷＷサーバへのアクセス履歴を集計し印字する問題 解答・解説

●ポインタ操作を用いて、アクセス履歴からアクセス先別アクセス

回数、時間帯別アクセス比率を求め、出力する問題である。

問110025 ●隣接するピクセルを点灯するプログラムに関する問題 解答・解説

●３ピクセルを使用して３角形を形成し、３角形の分割を繰返しな

がら、隣接条件が成立すると、３ピクセルを点灯する。

問110026 ●マクロ名を展開コードに変換する問題 解答・解説

●プログラムコード中に含まれているマクロ定義を検出して、マク

ロ名を展開コードに置換する問題である。

問110027 ●素因数分解に関する問題 解答・解説

●自然数中の素数を判定し、素因数に分解して、その結果を印字す

る問題である。
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分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110028 ●凸四角形を描画する問題 解答・解説

●線分と点を利用して、四辺形の凸形状を評価しながら、凸四角形

を描画する問題である。

問110029 ●コンサート会場の座席予約に関する問題 解答・解説

●顧客の希望する座席をその時点での予約状況と座席の制約条件を

考慮して検討するプログラムの問題である。

問110030 ●表計算ソフトのデータ交換処理に関する問題 解答・解説

●ＣＳＶ形式のレコードを読み取り表に格納したり、表の内容を出

力するプログラムに関する問題である。

問110031 ●ソースプログラムの中から注釈を除去する問題 解答・解説

●ソースプログラムを標準入力して、注釈を除去して標準出力する

プログラムの問題である。

問110032 ●マーカを操作して線画を描く問題 解答・解説

●位置と進行方向の情報を持ったマーカを命令コードで制御し、進

行方向の変化、処理の繰返しを使用して線画を描画する。

問110033 ●４けたの数字を予測して当てるゲームの問題 解答・解説

●４けたの目標数を予測して、推測値と目標値の差異の情報を得な

がら当てるまでの処理回数を競うゲームの問題である。

問110034 ●文字列の照合に関する問題 解答・解説

●任意の英数字で構成される対象文字列を、パターン文字列の条件

と照合し、その一致度合いを判定する問題である。

問110035 ●単語の途中で改行されないプログラムの問題 解答・解説

●欧文ピッチ処理を行って印刷するとき、単語の途中で改行されな

いように英文を出力するプログラムの問題である。

問110036 ●鉄道路線上の全区間の運賃を求め、運賃表を作成する問題 解答・解説

●始発駅から終着駅までの隣接駅間距離から、鉄道路線上の全駅間

の運賃を求め、運賃表を作成するプログラムの問題である。
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分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110037 ●規則性のあるフラクタル図形を生成する問題 解答・解説

●二次元配列と排他的論理和を使用して、配列の各要素に＊記号を

設定しフラクタル図形を求めるプログラムである。

問110038 ●圧電センサの温度補正係数を求める問題 解答・解説

●与えられた温度に対して、二分探索法による補正テーブルの活用

と線形補間を使用して温度補正係数を求めるプログラムである。

問110039 ●平面上のすべての点を含む円を求める問題 解答・解説

●仮中心点を移動距離を使用して移動させながら、すべての点を含

む半径が最小の円の中心座標、半径を求めるプログラムである。

問110040 ●文字列変換のプログラムに関する問題 解答・解説

●情報交換用符号化文字列を変換規則に従って変換し、出力するプ

ログラムの問題である。

問110041 ●定期購読者マスタファイルの更新の問題 解答・解説

●定期購読者マスタファイルとトランザクションファイルを使用し

て更新する複数ファイル処理の問題である。

問110042 ●双六ゲームの問題 解答・解説

●複数のプレイヤーがサイコロと駒を使用して、規則に従って駒を

進め、ゴールに到着する速さを競うプログラムである。

問110043 ●リーグ戦の勝敗表を出力する問題である。 解答・解説

●リーグ戦の各チームの勝ち数、負け数の勝敗情報から各チームの

勝率を計算して出力するプログラムの問題である。

問110044 ●与えられたパスを絶対パスに変換する問題 解答・解説

●与えられたパスが相対表記パスならば、絶対パスに変換し、絶対

パス表記ならば、そのまま格納する処理の問題である。

問110045 ●生年月日から今日までの日数を計算する問題 解答・解説

●入力した生年月日とシステム内の今日の年月日を利用して、閏年

を考慮した、生年月日から今日までの日数を計算する問題である。
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分野名「11.ソフトウェア開発Ｃ言語」

問番 内容 解説

問110046 ●正の多倍長整数を配列に格納し、加算する問題 解答・解説

●下位から９桁ずつに区切り構造体の配列に格納し、配列の要素数

×９桁の多倍長整数を入力し、それを使用して加算する問題である。

問110047 ●単語が行末の改行で切れないように整形する問題 解答・解説

●バッファ領域を利用して、読み込んだ単語と行末位置を比較し、

単語が切れる場合には改行して出力する問題である。

問110048 ●路線上のバス停に到着するバスの到着待ち時間を表示する問題 解答・解説

●路線上のバス停間の所要時間を利用して、バスがバス停を発車し

たときに関係するバス停の待ち時間を計算・表示する問題である。

問110049 ●文字パターンを回転または反転して出力する問題 解答・解説

●二次元配列を利用して、左右回転、上下反転、左右反転の種別を

識別し、回転または反転後の文字パターンを表示する問題である。

問110050 ●配送物の配送種別および配送料金を求める問題 解答・解説

●直方体の配送物の重量、大きさ、配送先までの距離等を参考にし

て配送種別を定め、配送料金を計算する問題である。

問110051 ●文書中の参考資料名の一覧を作成するプログラムの問題 解答・解説

●文書中の参考資料名を参照番号に置換し、文書の末尾に参考資料

名一覧を追加して、出力するプログラムの問題である。

問110052 ●整数を３桁の区切り形式の文字列に変換する問題 解答・解説

●負の場合は先頭にマイナスを付加し、数値の最下位から３桁ごと

にコンマを挿入し、区切り形式の文字列に変換する問題である。

問110053 ●劇場の座席予約システムを利用して空席の有無を調べる問題 解答・解説

●希望する座席種別、連続する座席数を指定し、座席表から空席の

有無を調査し、座席確保時に先頭座席名を登録する問題である。

問110054 ●社員の会議時間の調整に関する問題 解答・解説

●出勤時間帯に出席社員や必須出席社員、任意出席社員別にそれぞ

れの条件を考慮して会議時間を調整する問題である。





- 1 -


問110001解説
◆解答


設問 ａ ク ｂ オ ｃ ア ｄ ウ ｅ キ


◆解説


ゲームの結果を格納した文字列から得点を計算するプログラムである。


複数のラウンドの結果を配列mark[]に入れて関数に引き渡す。


配列の内容は０～９、＋、－の文字である。配列mark[]の内容は、配列markCT[]を利用して


数値、または、＋、－の記号に変換される。


プログラムの特徴


① for文の繰返しと配列を利用した値の設定


② if文を利用した条件による点数処理の仕分け


③ 配列markCT[]の文字列を数値に変換する考え方、markCT[10] = '+'、markCT[11] = '-'


を意味する。markCT[11]はs0≦10以外で、s0は１１の値であるから'-'となる。


④ 配列に文字列を格納した場合、最後の要素に「\0」を格納する。従って、\0でない間、


処理を繰り返すことは、配列に含まれるすべての文字列を参照することになる。


⑤ mark[i + 1]、mark[i - 1]の意味は、現在着目している配列の要素がmark[i]であるか


ら、mark[i + 1]はその直後の要素であり、mark[i - 1]はその直前の要素となる。


⑥ score += 10 + s1 は score = score + (10 + s1)と同じ内容である。scoreに１０＋s1


を加算して、scoreに格納する。


数値または＋、－をscore に加算していくルール


① ０～９までの値は、そのまま数値０～９を加算する。


② ＋の記号が現れたラウンドは、その次のラウンドの数値と＋１０を加算する。


③ －の記号が現れたラウンドは、その前のラウンドの数値と＋１０を加算する。


本体処理部分で行われている内容


while(mark[i] != '\0') {


for (sO = 0; mark[i] != markCT[s0]; sO++);


if (sO <= 9) {


score += sO;


} else if (sO == 10) {


for (sl = 0; mark[i + 1] != markCT[sl]; s1++);


score += 10 + sl;


} else {


for (s2 = 0; mark[i - 1] != markCT[s2]; s2++);


score += 10 + s2;


}


i++;


}


１ラウンドの点数が


９以下の場合の加算


１ラウンドの点数


が＋の場合


１ラウンドの点数


が－の場合


次のラウンドの点数


に１０点を加算


前のラウンドの点数


に１０点を加算
次のラウンドに進む







- 2 -


プログラムの処理手順


① 配列mark[]、scoreを０で初期化する。


② 配列mark[]の要素の値がヌルになるまで、③～⑦の処理を繰返す。


③ 配列mark[]の要素の値を０～９の値または＋、－の記号に変換する。


④ 値が９以下ならば、scoreに加算する。


、 、 。⑤ 値が９以下でなく １０ならば scoreに１０と配列mark[]の次の要素の値を加算する


⑥ ④、⑤以外の場合は、１０と配列mark[]の一つ前の要素の値を加算する。


⑦ 配列mark[]の添字ｉをインクリメントして、②に戻る。


for文の繰返しを利用した文字型の数値を整数型の数値に変換する方法


配列markCT[]に０、１、２、…、９、＋、－の初期値を与えて、mark[i]で与えられた文字


型の数値を先頭から線形探索し、要素の内容が一致するまでにカウントした添字の値を整数型


の数値にする方法である。


for ( s0 = 0; mark[i] != markCT[s0]; s0++ );


添字s0は０～９の場合に使用し、添字s1は１０番目であるから「＋」となり、添字s2は１１


番目であるから「－」となる。


設問


、 。 、 、ａは ０～９の文字列を得点としての数値に置き換えることである 従って それぞれ


０、１、…、９で、 の求める答えはクとなる。ａ


、＋が現れたときの処置法であるから、直後のラウンドの文字列を数値化し、そのｂは


数値に１０を加えて得点を計算する。すなわち、 は「直後のラウンド」で、求める答えｂ


はオ、 は「１０を加えた」で、求める答えはアとなる。ｃ


、－が現れた場合であるから 「直前のラウンド」で、求める答えはウとなる。ｄは 、


、次のようにして計算する。未知のものをｘとするとｅは


１＋１２＋２＋１２＋３＋ｘ＋５＝４１


ｘ＝４１－３５＝６


の求める答えはキとなる。ｅ
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問110002解説
◆解答


設問 ａ オ ｂ オ ｃ オ ｄ ウ


◆解説


乗車駅から降車駅までの運賃を計算する問題である。


プログラムの構成


① 運賃距離を求める部分


② 運賃距離を使用して運賃を求める部分


運賃の計算手順


は、構造体STATION の乗車駅及び降車駅の添字ｉを求め、実距離運賃距離を求める部分


に駅間で設定された重みを乗じて を算出する。運賃距離


運賃距離＝駅間実距離×重み


乗車駅の添字ｉを決める時点で、次の駅までの運賃距離を求める。それ以降、降車駅の添字


ｉを求める際に、途中区間の運賃距離を求め、順次、加算して乗車駅から降車駅までの運賃距


離を算出する。


、運賃距離を使用し、構造体FAREの配列の要素の値を用いる。運賃を計算する場合


① dist_fare[i-1] < distxの範囲では、dist_fare[0].cost は、初乗り運賃として固定の


ベース料金を使用する。


② distx > dist_fare[i].dist の間は、運賃距離にその区間の１kmあたりの運賃単価を掛


けた値を求め、加算していく。


③ distx <= dist_fare[i].distになると、一つ前の駅からの実運賃距離に１kmあたりの運


0 10 20 30 40 50 60km


ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ


0 5 12.2 24.3 40.3 50.8


運賃距離＝隣駅までの実距離×重み
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賃単価を掛けて求めた値を加算する。


① STATION


駅名、隣の駅までの距離、ランク区分


駅名 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ


距離 ５ ６ １１ ８ ７ ０


ランク区分 ０ ２ １ ４ ３ ０


② ＦＡＲＥ dist_fare


距離 ０ ５ ２０ ４０ ７０ １００


単価 １００ ５０ ４０ ３０ ２０ １０


③ ｗｅｉｇｈｔ


ランク区分 ０ １ ２ ３ ４


重み １.０ １.１ １.２ １.５ ２.０


使用されている関数


strcmp(char *s1,char *s2)◇


NULLで終わる文字列s1と文字列s2を辞書順に比較する。s1＜s2ならば負数、s1＝s2なら


ば０、s1＞s2ならば正数を返す。すなわち、一致すれば０で、一致しなければ０でない値


を返す。


ceil()◇


引数ｘの小数点以下を切り上げる。


◇運賃距離の計算手順


① 乗車駅の添字を計算する。


プログラムの１４～１５行目


② 運賃距離(distf) を計算するために、実距離に重みを掛ける。


プログラムの１６行目


③ 降車駅までの次の計算を実行する。


降車駅の属する要素の添字ｉを求め、実距離に重みを掛け運賃距離(distf) に加算する


計算を実行する。


プログラムの１９行目


④ 求めた運賃距離を小数以下を切り上げて整数にする。


プログラムの２２行目


0 5 20 40


100


50 40 30 20
11km
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◇運賃の計算


① 最初の要素の運賃(farex) を計算する。


プログラムの２３行目


② 運賃距離の限界を超えるまで次の要領で運賃距離の計算を実行する。


distx > dist_fare[i].dist ならば、dif = dist_fare[i].dist として計算する。


プログラムの２８行目


distx <= dist_fare[i].distならば、dif = distx として計算する。


プログラムの２６行目


③ 運賃距離と区間運賃から運賃を計算する。


プログラムの２９行目


設問


設問では、乗車駅ａ、降車駅ｆについての運賃を計算する。


乗車駅の要素


番号を求める 隣接駅までの運


賃距離の計算


乗車駅から降車駅ま


での運賃距離の計算


小数以下切上げ


09 int CalculateFare(char *from, char *to, STATION line[])


10 {


11 int dif, distx, farex, i;


12 double distf;


13 i = 0;


14 while(strcmp(from, line[i].name) != 0)


15 i++;


16 distf = line[i].dist * weight[line[i].rank];


17 i++;


18 while(strcmp(to, line[i].name) != 0){


19 distf += line[i].dist * weight[line[i].rank];


20 i++;


21 }


22 distx = ceil(distf);


降車駅の要素


番号になるま


で繰り返す


乗車駅名と配列の駅名


が不一致の間繰り返す


23 farex = dist_fare[0].cost;


24 for(i = 1; distx > dist_fare[i - 1].dist; i++) {


25 if(distx <= dist_fare[i].dist)


26 dif = distx;


27 else


28 dif = dist_fare[i].dist;


29 farex += (dif - dist_fare[i - 1].dist) * dist_fare[i].cost;


30 }


31 return farex;


32 }


初乗り運賃


区間運賃距離が計算運賃


距離を超えるまで繰返す


区間ｉまでの


運賃距離


計算距離＝全運賃距離


運賃計算


運賃＝前区間までの運賃＋(計算距離－前区間までの運賃距離)×単価


運賃距離が配列の添字ｉの区間運賃


距離を超えたかどうかを判定する
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、駅間距離にその間のウェイトを掛けて運賃距離の計算をする。乗ａに関する内容は


車駅ａからｂまでの計算は１６行目で行い、次の駅から降車駅までの運賃距離の計算を１９


行目で行う、従って、ｂからｃ、ｃからｄ、ｄからｅ、ｅからｆの４回計算すればよいこと


になり、求める答えはオとなる。


、各区間距離に重みを掛けたものを加算して求め、それを小数点以下切ｂの計算結果は


り上げて求めればよい。それぞれの区間距離と重み、計算結果は示すと、次の表のようにな


る。小数点以下を切り上げた値は５１となり、求める答えはオとなる。


区間距離 重み 運賃距離


５ １.０ ５


６ １.２ ７.２


１１ １.１ １２.１


８ ２.０ １６.０


７ １.５ １０.５


計 ５０.８


、ｉの変化に対して、dist_fare[i - 1].dist は、次のように変化ｃに関する内容は


し、distx ＝５１との比較の結果、for の繰り返し条件は以下のようになる。


ｉ＝１ dist_fare[0].dist＝０＜５１


ｉ＝２ dist_fare[1].dist＝５＜５１


ｉ＝３ dist_fare[2].dist＝２０＜５１


ｉ＝４ dist_fare[3].dist＝４０＜５１


ｉ＝５ dist_fare[4].dist＝７０＞５１


ｉ＝５では、for の繰り返し条件が成り立たないため、２５行目の実行はｉ＝４までの４


回で、求める答えはオとなる。


運賃の計算


ｉ＝０ farex＝１００


ｉ＝１ farex＝１００＋５×５０＝３５０


ｉ＝２ farex＝３５０＋１５×４０＝９５０


ｉ＝３ farex＝９５０＋２０×３０＝１５５０


ｉ＝４ farex＝１５５０＋１１×２０＝１７７０


運賃は１,７７０円で、ｄの求める答えはウとなる。
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問110003解説
◆解答


設問 ａ ウ ｂ イ ｃ エ


◆解説


与えられた範囲内の画像データの色の種類の数を調べるプログラムである。


関数CountColorを利用して調べる。


調査する範囲は関数の引数で与えられ、各画素の３原色のデータは構造体ＲＧＢに格納され


て、２次元配列Image[Height][Width]で与えられる。


色数の調査


２次元配列Counted[h][w] と２次元配列Image[Height][Width]を利用する。


① ２次元配列Counted[h][w] は、各画素単位に調査完了の情報の格納


② ２次元配列Image[Height][Width]は、各画素の色の種類の情報の格納


各画素の色


２次元配列Image[Height][Width]のデータのメンバであるRed、Green、Blueに２５６段階の


輝度で与えられている。３つのメンバのRed、Green、Blueの輝度を調べ、新しい色を見つける


とそれ以降の２次元配列のすべての要素の３原色の輝度を調べて同じ色があれば、２次元配列


Counted[h][w]の要素の内容をFALSE からTRUEに変更する。この操作によって同じ種類の色の


重複カウントを防止することができる。


２次元配列Counted[h][w]の初期化


最初に、２次元配列の要素の内容を調べてFALSEであれば、その要素の色は新しい種類の色


であることが分かるためcolorのインクリメントを行えば色の種類の数を調べることが可能に


なる。


同じ色の調査の始点


Ｙ軸の値が、調査点のＹ座標pyと同じならばＸの値はpx＋１が始点になり、Ｙ軸の値がＹ座


ｗ


ｈ


(ｓｘ，ｓｙ)


(ｄｘ，ｄｙ)


色の種類調査領域


２次元配列Counted[h][w]


２次元配列Image[h][w]
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標pyと異なるとＸ＝sxが始点になる。


色数を調査する手順


① 調査する範囲の２次元配列Counted の各要素をFALSE で初期化する。


② ２次元配列Counted の要素の内容を調べる。


③ Counted の要素の内容がFALSE ならばColor に１加算し、それ以降の要素の３原色の内


容を調査する。


④ ③の調査はCounted の内容がFALSE のものに対して対応する構造体RGB の配列の要素の


メンバーを調べ、同じ３原色があればCounted のFALSE をTRUEに変更する。


for( h = sy ; h <= dy ; h++ )


for( w = sx ; w <= dx ; w++ )


counted[h][w] = FALSE ;


Colors = 0 ;


for( py = sy ; py <= dy ; py++ )


for( px = sx ; px <= dx ; px++ ) {


if ( Counted[py][px] == FALSE ) {


ａ ;


Counted[py][px] = TRUE ;


for( h = py ; h <= dy ; h++ )


for( w = ( ｂ ) ; w <= dx ; w++ ) {


if ( Counted[h][w] == FALSE ) {


if (( Image[py][px].Red == Image[h][w].Red )


&&( Image[py][px].Green == Image[h][w].Green )


&&( Image[py][px].Blue == Image[h][w].Blue ))


ｃ ;


}


}


}


}


return Colors ;


各ピクセルに未調査


符号の設定


未調査ピクセルな


ら色種をカウント 調査済み設定


未調査範囲の同一


色種の調査


調査済みの設定


調査ピクセルの次


のピクセルの座標


Ｓ(sx,sy)


Ｄ(dx,dy)


Ｐ(px,py)


色の調査点がＰの場合、点Ｐ＋１


から点Ｄまでの画素に同じ色があ


るどうかを調べる必要がある


調査点がpy行の場合は、px+1か


らdxまでを調べ、それ以外の行は


sxからdxまでを調べる


Ｐ０(px+1,py)


ｘ軸


ｙ軸
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Ｃ言語の記憶クラス


Ｃ言語の記憶クラスには、auto変数、register変数、static変数、extern変数、typedef変


数の５種類がある。それぞれの内容を次の表に示す。


種類 記憶場所 意味


auto スタック 宣言された実行単位のみ有効でその実行単位を抜


けた後はその値は保存されない


register ＣＰＵのレジスタ auto変数と同じ、しかし使用頻度が高く、高速化


を図りたい場合に使用する


static 通常のメモリ 宣言された実行単位内でのみ有効で、実行単位を


抜けた後もその値は保存される


extern 別のコンパイル単位で宣言されたグローバルな同


名の変数の使用を宣言する。


typedef 新しいデータ型を作成する


構造体typedef struct


typedef 変数は、新しいデータ型を作成するときに使用する変数で、構造体を新しいデータ


型として定義したり、既存のデータ型を別の名前で定義したりする場合に使用する。


書式は次のようになる。


typedef [現存するデータ型] [新たに定義したデータ型]


例えば、typedef struct person PERSON;の場合、構造体person を新しいデータ型PERSONとし


て使用する。


構造体とは


構造体は、住所録のように氏名、住所、電話番号、性別のような各種のデータをひとまとめ


にしたもので、このデータの集まりを１つの単位として扱うことができる考え方である。


構造体の定義の書式


struct 構造体タグ{


メンバ１の宣言;


メンバ２の宣言;


…


メンバｎの宣言;


};


構造体の宣言


構造体タグは新しいデータ型の名前で、このデータ型はメンバーと呼ばれる１つ以上の要素


から構成されている。構造体の定義だけでは、メモリ上のデータ領域が確保されないため、構


造体を使用する前に宣言が必要になる。


構造体宣言の書式


struct 構造体タグ {変数名,変数名,…}
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定義と宣言を同時に行う場合


struct 構造体タグ{


メンバ１の宣言;


メンバ２の宣言;


メンバｎの宣言;


} 変数名;


構造体の参照


構造体のそれぞれのメンバは構造体変数名とメンバ名を使って次の書式で参照する。


構造体変数名.メンバ名


この場合に用いられる｢.｣ を構造体メンバ演算子という。


ポインタ変数で宣言した構造体のメンバを参照する書式


構造体のポインタ->メンバ名


この場合の構造体メンバ演算子は｢->｣となる。


関数に構造体を渡す方法


① 構造体の個々のメンバを渡す方法


② 構造体全体を渡す方法


③ 構造体へのポインタを渡す方法


３つのうち、①、②は値呼び出しで構造体メンバを関数に渡す。③は参照呼び出しで、その


構造体変数のアドレス、その構造体へのポインタを渡す。構造体の配列は自動的に参照呼び出


しで渡される。


三項演算子(条件演算子)の書式


式１？ 式２：式３


式１が真の場合、式２を実行し、偽の場合、式３を実行する。


設問


、新しい色の種類を見つけた場合であるから、Colorsに１を加算する処理でａの内容は


あり、Colors++ となる。求める答えはウである。


、調査対象の要素以降に同じ種類の色があるかどうかの調査の開始点を決める内容ｂは


である。スタートした時と同じh の値ならば、即ち、h == py ならばpx + 1がスタート点に


なるが、ｈの値がpyと異なると、sxからスタートすることになる。行の調べが行の右端まで


来ていると改行して次の行の先頭から始め、そうでなければpx + 1がスタート点になる。答


えはh == py ? px + 1 : sx となり、求める答えはイとなる。


、同じ３原色があればFALSE をTRUEに変更する処理であるから、Counted[h][w] = Tｃは


RUEとなる。求める答えはエである。
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問110004解説
◆解答


設問 ａ オ ｂ カ ｃ ク ｄ ア


◆解説


入力文字コードを変換規則に従って出力文字コードに変換するプログラムである。


プログラムのＣ言語的な特徴


① ポインタ変数の操作


② 桁別論理演算を利用した文字コードの変換


③ 入力文字タイプの変化を認識し、制御コードを付加する操作


入力文字コードのタイプの種類および文字コードの変換規則


① タイプ１


入力文字コードが１６進数の２０～７Ｅで、そのまま出力文字コードになる。


② タイプ２


入力文字コードが２バイトで、先頭の１バイトは制御文字のＫＳＳで、残りの１バイト


は１６進数のＡ１～ＦＥである。


出力時には、ＫＳＳは出力しない。


、 、 。残りの１バイトの文字は 先頭の１ビットを０にして ２１～７Ｅの文字コードにする


③ タイプ３


入力文字が２バイトで、各バイトは１６進数のＡ１～ＦＥの範囲の文字コードである。


出力の文字コードも２バイトで、各バイトの先頭のビットを１から０に変換して、各バ


イトとも１６進数の２１～７Ｅの文字コードで出力する。


④ 制御文字の付加


入力文字列から出力文字列を作成するとき、タイプ２とタイプ３については、１文字以


上の連続する文字列の場合、最初と最後に制御コード列を付加する。


タイプ２の場合の制御コード列は、開始は１６進数の０Ｅ、終了は１６進数の０Ｆを付


加する。


タイプ３の場合、３バイトを付加し、開始を１６進数の１Ｂ、２４、４２、終了を１６


進数の１Ｂ、２８、４２とする。


プログラムの構成


① 入力文字列のタイプを判定する部分


② タイプ２またはタイプ３の場合の制御用コードを付加する部分


③ 入力文字列を出力文字列に変換する部分
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入力文字コードのタイプの判定


① 先頭の１バイトがＫＳＳ(０ｘ８Ｅ)ならばタイプ２である。


② ＫＳＳでなく、先頭ビットが１であれば、すなわち、*instr & 0x80が真であればタイ


プ３である。


③ ＫＳＳでなく、先頭ビットが０であれば、すなわち、*instr & 0x80が偽であればタイ


プ１である。


プログラムで取り扱われている主な変数


① *instr ：入力文字、ポインタ変数


② *outstr ：出力文字、ポインタ変数


③ cctype ：入力文字のタイプ


④ pctype ：出力文字のタイプ


プログラムの本体処理部分の処理手順


① 入力文字がなくなるまで次の②～⑬処理を繰り返す。


［プログラム］


int cctype, i, pctype = 1 ;


while ( *instr != '\0') {


if ( *instr == KSS )


cctype = 2;


else if ( a )


cctype = 3;


else


cctype = 1;


if ( b ) {


if (pctype == 3)


for (i = 0; K2O[i] != '\0'; *outstr++ = K2O[i++]);


else if (pctype == 2)


*outstr++ = KAO;


if (cctype == 3)


for (i = 0; K2I[i] != '\0'; *outstr++ = K2I[i++]);


else if (cctype == 2)


*outstr++ = KAI;


ｃ ;


}


if (cctype == 1)


*outstr++ = *instr++;


else if (cctype == 3) {


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


} else {


ｄ ;


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


}


}


if (pctype == 3)


for (i = 0; K2O[i] != '\0'; *outstr++ = K2O[i++]);


else if (pctype == 2)


*outstr++ = KAO;


*outstr = '\0';


}


出力文字タイプ＝１


入力文字タイプ


の分類


出力タイプ３


の終了処理


出力タイプ２


の終了処理


出力タイプ３


の開始処理


出力タイプ２


の開始処理


出力タイプの


終了処理


出力タイプの


開始処理


出力タイプの


変わり目認識


入力タイプを出力


タイプに代入


文字コードの変換


出力タイプの


終了処理


最初の１バイトは


出力しない
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② 入力文字の最初の文字がＫＳＳならば、タイプ２と判定する。


③ 入力文字の最初の文字と１６進数の８０の桁別論理積を求め、その値が真ならば先頭の


ビットが１であるから、タイプ３と判定し、そうでなければタイプ１と判定する。


④ 出力文字列に制御コードを付加するかどうかを判定するために、一つ前に出力したタイ


プ(pctype)と新しく読み込んだタイプ(cctype)を比較して、一致しない場合に制御コード


を付加する操作を実行する。初期値はpctype=1であるから、最初はタイプ１の入力文字列


以外は必ずこの処理プロセスを通過することになる。


⑤ 出力タイプがタイプ３の場合、３バイトを付加し、１Ｂ、２８、４２となる。


⑥ 出力タイプがタイプ２の場合、ＫＡＯを付加する。


⑦ 入力タイプがタイプ３の場合、３バイトを付加し、１Ｂ、２４、４２となる。


⑧ 入力タイプがタイプ２の場合、ＫＡＩを付加する。


⑨ 入力タイプ(cctype)を出力タイプ(pctype)に代入する。初期値のpctype=1の値が次から


の入力文字列のタイプに対応して変化することになる。


⑩ 入力タイプがタイプ１の場合は、入力文字がそのまま出力文字に変換される。


⑪ 入力タイプがタイプ３の場合は、最初の文字に１６進数の７ｆのビット単位の論理積を


行うと先頭のビット１がビット０に反転する。次の文字にも同様の処理をして出力する。


⑫ 入力タイプがタイプ２の場合は、最初の文字は出力しないため入力文字のポインタ変数


をインクリメントする。


⑬ 次の１文字に１６進数の７ｆのビット単位の論理積を行い、先頭のビット１をビット０


に反転させて出力する。


設問


、入力文字コードのタイプを識別するための操作で、タイプ３または２を判定するａは


ために先頭ビットが１か０かを調べる。従って、*instr & 0x80となり、 の求める答えはａ


オとなる。


入力文字列が、１１０１１１１０の場合のビット単位の論理積は次のようになる。


１１０１１１１０


１０００００００


１０００００００ …… 真


入力文字列が、０１０１１１１０の場合のビット単位の論理積は次のようになる。


０１０１１１１０


１０００００００


００００００００ …… 偽


従って、0x80とのビット単位の論理積の結果の真または偽によって先頭のビットが１か０


かの判定が可能になる。


、タイプ２またはタイプ３を１文字列以上出力する場合は、その文字列の開始と終ｂは


了時に制御文字列を付加し、タイプ１の場合は付加しない処理である。


制御文字列を付加する条件は、入力文字コードと出力文字コードのタイプが不一致の場合


で、pctype != cctype の時である。従って、 の求める答えはカとなる。ｂ
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、その後の入力文字列のタイプ(cctype)とそれまでの出力文字列のタイプ(pctype)ｃは


を比較するために、入力文字列のタイプ(cctype)を出力文字列のタイプ(pctype)に置き換え


る処理で、pctype = cctype となる。従って、 の求める答えはクとなる。ｃ


入力文字コードの変換方法


① タイプ１ならば、入力文字コードがそのまま出力文字コードになる。


② タイプ３ならば、各バイトとも入力文字コードと0x7fのビット単位の論理積を求め、


出力文字コードとする。


③ タイプ２ならば、最初の１バイトは出力しないため、入力文字列のポインタ変数をイ


ンクリメントする操作を実行すればよい。すなわち、instr++となり、 の求める答えｄ


はアとなる。
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問110005解説
◆解答


設問 ａ ア ｂ ウ ｃ オ ｄ カ


◆解説


自動販売機の釣り銭の金種枚数の計算の問題である。


プログラムのＣ言語的な特徴


① 制御構文は、if文、for文で構成されている。


② 大きさ５のint型の配列money[],stock[],input[],output[]が用いられている。


③ 使用されている変数は、釣り銭change、支払額paid、配列の添字ｋである。


④ 関数の引数は、商品価格のprice、投入貨幣枚数の配列input[]、釣り銭の貨幣枚数の配


列output[]で、配列output[]は結果が格納される。


プログラムの処理の手順


① 支払金額の計算を行う。


② 釣り銭の計算を行う。


③ 釣り銭が必要な場合、支払う貨幣枚数を求める。貨幣枚数は枚数が最小になるように計


paid = 0;


for (k = 0; k < TBLSIZE; k++) {


paid += input[k] * money[k];


}


change = paid - price;


if (change != 0) {


for( ａ ) {


output[k] = b ;


if (output[k] > stock[k])


output[k] = stock[k];


change -= output[k] * money[k];


}


if ( c ){


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++)


output[k] = input[k];


retval = -1;


} else {


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++)


stock[k] = d ;


retval = 1;


}


} else {


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++) {


output[k] = 0;


stock[k] += input[k];


}


retval = 0;


}


釣銭の貨幣単位


の枚数計算


投入貨幣を釣銭の保


持貨幣枚数に加算


釣銭不足の


場合の処理


釣銭支払の


場合の処理


釣銭が必要


貨幣単位の繰返し


貨幣単位の枚数計算


特定貨幣の枚数不足


釣銭の残額計算


釣銭切れの条件


投入金額返却


のための処理


釣銭保持枚数


の更新


現在保持枚数－支払枚数


＋投入枚数


支払金額計算


釣銭計算
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算を行う。すなわち、貨幣が不足しない限り大きい貨幣で支払う。


④ 貨幣枚数が不足すると、小さい単位の貨幣で残りの枚数を支払う計算を行う。


⑤ すべての釣り銭を使用しても釣り銭の残額がある場合、すなわち、釣り銭が不足する場


合、投入した貨幣を返却するための処理を行う。


⑥ 必要な釣り銭が支払い可能なことが分かると、釣り銭のストック量を再計算する。釣り


銭のストック量の計算時には投入された貨幣も使用する。


⑦ 釣り銭が不要な場合は、投入金額を釣り銭のストック量に加算する。


問題を解く上での注意点


① 釣り銭の計算は貨幣単位の大きいものから引き当てることによって釣り銭枚数が最小に


なるという考え方の利用する。


② 釣り銭が不足する場合は、change > 0であって、change <= 0 でない。


③ 各貨幣のストック量の計算にstock[k] + input[k] - output[k] を使用する。


設問


、釣り銭の金種枚数を決める際に、配列outputの０～４までの繰り返しの条件を求ａは


める内容である。繰り返しのfor を用いて、初期条件、繰返しの条件、変数のインクリメン


トの内容となり、k = 0;k < TALSIZE;k++ で、ａの求める答えはアとなる。


、釣り銭の金種の枚数を求める問題で、changeと金種の配列money を用いて計算すｂは


る。枚数は、change／money[k]の計算で求める。change、money共にint型のため、計算結果


は小数以下が切り捨てられる。ｂの求める答えはウとなる。


、自動販売機が保持している貨幣をすべて利用しても、なお釣り銭が必要な場合、ｃは


即ち、釣り銭切れとなる場合で、投入された金額(支払金額)をすべて返却する処理が必要に


なる。従って、change > 0となる。ｃの求める答えはオとなる。


、自動販売機で保持している貨幣で賄い切れた場合であるから、保持している枚数ｄは


から釣り銭として支払われた枚数を差し引いて、投入された枚数を加算する計算になる。


stock[k] - output[k] + input[k]となり、ｄの求める答えはカとなる。
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問110006解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ ウ ｃ ア


設問２ ウ


◆解説


円に内接する多角形を利用して、円を描く問題である。


プログラムの２つの関数


① 関数DrawFigure


円周を４等分する関数DrawQuarter の４回の処理で多角形または円弧が作図される。関


数DrawQuarter には辺数制御パラメタが設定でき、辺数制御パラメータの値によって多角


形または円弧の作図内容が制御できる。


辺数制御パラメタが１の場合、中心角９０度の１辺が作図され、２の場合、中心角４５


度の１辺が作図され、中心角９０度の範囲に２辺が作図される。更に、辺数制御バラメタ


の値に対応して相当する多角形が作図される。辺数制御バラメタが０の場合、円弧を形成


する作図となる。


、 、関数DrawQuarterに再帰の考え方を用いることによって 対象の中心角を更に２分割し


それを繰り返すことによって辺数制御パラメタに対応する多角形が形成される。


、 、 、円弧の中点は 次の図に示すように ピタゴラスの定理と相似三角形の考え方を用いて


求めることができる。


(px,py)


(qx,qy)


(tx,ty)


(lx,ly)


(x,y)
lx


ly


(x,y)を原点とすると


f = r/sqrt(lx * lx + ly * ly)


tx = lx * f


ty = ly * f


void DrawFigure( int x,int y,int r,int n1,int n2,int n3,int n4 )


円の中心座標と半径


辺数制御パラメータ
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② 関数DrawLine


、 、 、円弧状の２点を設定し 辺数制御パラメタが１またはその２点のＸ軸 Ｙ軸方向の差dx


dyが同時に１以下になれば、２点間を直線で結ぶ関数である。


プログラムの処理内容


辺数制御パラメタが１より大きい場合


２点間の中点を求め、中心とその中点を結ぶ直線と円弧の交点で、元の円弧を２つの円弧


に分ける。円弧を２つに分ける操作をした場合、辺数制御パラメタが１より大きい場合には


１減ずる演算を行う。


この操作を再帰関数を利用して実行すると、円弧状の点の細分化が進み、辺数制御パラメ


タが１になると直線を描くことによって円に内接する多角形が描ける。


従って、円弧状の与えられた２点間の辺数制御パラメタ＝１の場合は１つの辺、辺数制御


パラメタ＝２の場合は、２つの辺、辺数制御パラメタ＝３の場合は４つの辺、辺数制御パラ


メータ＝４の場合は８つの辺の構成になる。


辺数制御パラメタが０の場合


円弧を２つに分ける操作を繰り返えし、Ｘ軸、Ｙ軸方向の差dx、dyが同時に１以下になっ


void DrawQuarter( int x,int y,int r,int px,int py,int qx,int qy,int num )


円の中心座標と半径


辺数制御パラメータ
始点Ｐの座標


終点Ｑの座標


dx = abs( px - qx ) ;


dy = abs( py - qy ) ;


if ( ( num == 1 ) || ( ( dx < 2 ) && ( dy < 2 ) ) ){


DrawLine( px, py, qx, qy ) ;


return ;


}


lx = ( px + qx ) / 2.0f ;


ly = ( py + qy ) / 2.0f ;


lx -= x ; ly -= y ;


f = (float)( r / sqrt( lx * lx + ly * ly ) ) ;


tx = x + (int)( lx * f ) ;


ty = y + (int)( ly * f ) ;


if ( num > 1 ) num-- ;


DrawQuarter( x, y, r, px, py, tx, ty, num ) ;


DrawQuarter( x, y, r, tx, ty, qx, qy, num ) ;


}


２点ＰＱ間に直線


を引く条件


２点ＰＱ間の中点


の座標の計算


円の中心とＰＱの中


点間の距離の計算


円の半径と円の中心


とＰＱの中点間の距


離との比率の計算
円弧上の点Ｔの


座標の計算


再帰呼出
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た時点に、２点間を直線で結ぶ。


辺数制御パラメタ＝０の場合は、関数DrawQuarterの再帰呼出がピクセル単位の直線にな


るまで実行される結果、円弧になる。


関数DrawQuarterの処理手順


① 始点Ｐと終点Ｑ間のＸ軸方向の距離、Ｙ軸方向の距離を求める。


② 辺数制御パラメータnum が１になるか、またはdx、dyが同時に２より小さくなると２点


間に直線を引き、再帰呼び出しから戻る。


③ ②の条件が成立しない場合、点ＰＱの中点ＬのＸ座標、Ｙ座標を求める。


④ 円の中心Ｏから、③で求めた中点ＬまでのＸ方向の距離、Ｙ方向の距離を求める。


⑤ 円の中心Ｏと点Ｌ間の実距離と円の半径の比を求める。


⑥ ⑤で求めた結果を利用して、ＯＬの延長線上で円弧と交わる点ＴのＸ座標、Ｙ座標を求


める。


⑦ 辺数制御パラメータnum が１より大きい場合、num = num - 1 を計算し、新しいnum を


求める。


⑧ 始点Ｐ、終点Ｔとし、新しいnum を使用して、関数DrawQuarterを再帰呼び出しする。


⑨ 始点Ｔ、終点Ｑとし、新しいnum を使用して、関数DrawQuarterを再帰呼び出しする。


再帰呼出


Ｃ言語の関数は、関数の中で自分自身を呼び出せる再帰呼び出しを行うことができる。


再帰呼出の実行


① 関数が再帰呼び出しを行うと、その中で使われている変数がスタック領域に積まれる。


② return文が実行されるたびにスタックから変数が復帰する。


フィボナッチの数列の再帰の考え方


１ １ ２ ３ ５ …… Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ (ｎ＞２)ｎ ｎ－１ ｎ－２


この場合、Ｆ１＝１、Ｆ２＝１、Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ (ｎ＞２)が定義されている。ｎ ｎ－１ ｎ－２


そこで、Ｆ の値を求める場合を考える。Ｆ 、Ｆ 、Ｆ 、Ｆ 、Ｆ 、Ｆ を順次スタック６ ６ ５ ４ ３ ２ １


にプッシュする。次に、Ｆ 、Ｆ 、Ｆ をポップして、Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ からＦ ＝２の値を求１ ２ ３ ３ ２ １ ３


４ ４ ３ ２ ５ ５ ４ ３める。次にＦ をポップして、Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ ＝３を求め、Ｆ をポップして、Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ


＝５を求め、Ｆ をポップして、Ｆ ＝Ｆ ＋Ｆ ＝８を求めることができる。６ ６ ５ ４


設問１


、辺数制御パラメタが１の場合は、２点間を直線で結び作図を終了できる。ａは


また、円弧の開始点と終了点が隣接した状態になると、この２点を直線で結び作図を終了す


る。ａは隣接した状態で、求める答えはイとなる。


、円弧を２分割する円弧状の点を求めるために使用する。半径と対象の２点間の中ｂは


点と円の中心間の距離の比を求める内容である。従って、円の中心と中点の距離を求め、こ
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の値と円の半径との比率を求める。ｂの求める答えはウとなる。


これによって円弧状の点(tx,ty) が求まり、円弧が細分化される。その結果、直線で２点


間が結べる状態にならなければ、再帰関数を利用して、より細分化を進める。


、(tx,ty) を求めるプロセスであり、円の中心と中点を結ぶ直線と円弧との交点のｃは


座標となり、ｃの求める答えはアとなる。


設問２


辺数制御パラメタが０の場合は円弧を描き、１の場合は近似直線を描き、２の場合は円弧


を２分割する多角形、ｎの場合、円弧をｎ等分するｎ多角形を描く。４個のDrawQuarter 関


数の起点は、順次、(x + r, y)、(x, y - r)、(x - r, y)、(x, y + r)の４点になり、起点


は反時計方向に回転することになる。


設問では、辺数制御バラメタは、０、１、０、２の順であるから、反時計方向に円弧、１


辺を形成する直線、円弧、２辺からなる直線の順になり、上に示す図のようになる。求める


答えはウとなる。
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問110007解説
◆解答


設問 ａ キ ｂ ク ｃ イ ｄ エ


◆解説


身長の小さいものから大きいものの順に並べ替える操作に関する問題である。


名前、年齢、身長、体重のデータは構造体の配列Stu に格納されている。配列Stu のデータ


の順序は入れ替えずに、リスト構造を利用して昇順の並べ替えを実行する。


データ並替えの考え方


① 順序づけのための２つの配列Upper、Lowerを定義する。


② データは初期状態では配列Upper を利用して順序づける。


③ 最後のデータには－１を格納して、終端記号とする。


④ ルート部のデータを基準にして、他のデータとの大小を比較する。


⑤ ルート部の値よりも小さい値の場合、その値を配列Lower と関係づける。


⑥ ルート部の値よりも大きい値の場合、その値を配列Upper と関係づける。


⑦ この処理を行うために関数BinTreeSortを用いる。


リスト構造への新しいデータの挿入要領


① 新しいデータの挿入はルート部の直後に行う。


② ルート部に格納している情報を新しいデータのポインタ部に格納する。


③ ルート部には新しく挿入するデータのアドレスを格納する。


二分木を利用した分類


二分木の右ポインタ、左ポインタを利用して、ルート部の値を基準に右ポインタの先にはル


ート部の値よりも大きい値をリストでつなぎ、左ポインタの先にはルート部の値よりも小さい


値をリストでつないで、ルート部の値よりも大きい値のグループと小さい値のグループに分類


する。この分類分けに関数BinTreeSortを利用する。


ルート部 ポインタ部データ部


リスト構造へのデータの挿入は、


ルート部の直後に行う


ルート部の情報を新デ


ータのポインタ部に複


写する


新データのアドレスを


ルート部に格納する


ポインタ部
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分類の処理手順


① 挿入する新しいデータをData、比較の基準となるデータをRoot、新しいデータの次のデ


ータをNextとする。


② 配列Upper[Root]で示されるデータのアドレスをDataのUpper[data]に格納する。この場


合のDataの値は、ルートの次の値のアドレスまたは－１である。リストのデータ挿入手順


の１番目の処理である。


③ Upper[Root]を格納したDataの値が－１ならば、Rootの下にデータが存在しないためリ


ターンする。分類処理を終了する。


、 、 、 。④ Rootの下にデータが存在する場合 ②の処理後 Upper[Root]の値を一旦 －１にする


この時点でUpper[Root],Lower[Root]共に－１となり、Rootの下にはデータが存在しない


ことになる。ルートの下位のデータが切断されたことになる。


⑤ 比較対象のデータDataのUpper[Data]には、次の比較対象のデータのアドレスが入って


いるため、このアドレスをNextに仮置きする。Upper[Data]に新しいデータを格納すると


次のデータのアドレスが不明になるための対策である。


⑥ 比較対象データの身長がルート部のデータの身長よりも大きい場合は、ルート部のデー


タの右ポインタすなわち配列Upper[Root]の下に新しいデータを結合する。


そのためには、Upper[Root]の値をUpper[Data]に格納し、Upper[Root]には新しい比較


対象のデータのアドレス(Dataの内容)を格納する。リスト構造のルートの次に新しいデー


タを挿入する手順である。


⑦ 比較対象データの身長がルート部のデータの身長よりも小さい場合は、ルート部のデー


void BinTreeSort( int Root )


{


int Data, Next ;


Data = Upper[Root] ;


if ( Data == -1 ) return ;


Upper[Root] = -1 ;


while( Data != -1 ) {


Next = a ;


if ( Stu[Data].Height >= Stu[Root].Height ) {


Upper[Data] = b ;


Upper[Root] = Data ;


}


else {


Upper[Data] = Lower[Root];


Lower[Root] = c ;


}


Data = Next;


}


Data = Upper[Root] ;


if ( Data != -1 ) BinTreeSort( Data );


Data = Lower[Root] ;


if ( Data != -1 ) BinTreeSort( Data );


}


挿入データの右ポイン


タに次のデータのアド


レスを格納する


下位に分類のデータがなくなると


分類作業を中断する


下位のデータとのつながり


を切断する
その次の挿入データの


アドレスを格納する


基準値より大きい部分


のデータの挿入処理


基準値より小さい部分


のデータの挿入処理


ルート部のポインタの値を挿入デー


タのポインタ部に格納する


ルート部のポインタの値を挿入デー


タのポインタ部に格納する


挿入データのアドレスをルート部


のポインタに格納する


挿入データのアドレスをルート部


のポインタに格納する
次の挿入データのアド


レスを抽出する


２つのグループの基準値をルート部の


下位のデータに移し分類する再帰処理


小さい分類の基準値の移動


大きい分類の基準値の移動
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。 、タの左ポインタすなわち配列Lower[Root]の下に新しいデータを結合する そのためには


Lower[Root]の値をUpper[Data]に格納し、Lower[Root]には新しい比較対象のデータのア


ドレス(Dataの内容)を格納する。Lower[Data]の値は、Upper[Data]に格納するのは、身長


の小さいグループは大小に関係なく、Upper[]で結合してグループを形成させるためであ


る。


⑧ 次の比較対象データのアドレスはNextに格納しているため、このデータをDataに格納し


て⑤の処理に戻る。


問題の具体例(－１の代わりに０を使用)の実行


以上の処理を実行すると、ルート部分を基準にして、ルート部分よりも身長の高いグループ


と身長の低いグループに分けることができる。２つのグループ内は身長の高低の順序づけは行


われないで、Upper[]で結合されているだけである。


従って、Rootを基準にした処理が完了すると、Rootの左の部分については、Lower[Root]を


次の基準にして同じ処理を繰り返し、Rootの右の部分については、Upper[Root]を次の基準に


して同じ処理を繰り返す。この処理は再帰的に繰り返して実行することができる。


０ Ａ １６２ ０ １


１ Ｂ １５８ ０ ２


２ Ｃ １８２ ０ ３


３ Ｄ １４８ ０ ４


４ Ｅ １７８ ０ ０


０ Ａ １６２ １ ０


１ Ｂ １５８ ０ ０


２ Ｃ １８２ ０ ３


３ Ｄ １４８ ０ ４


４ Ｅ １７８ ０ ０


０ Ａ １６２ １ ２


１ Ｂ １５８ ０ ０


２ Ｃ １８２ ０ ０


３ Ｄ １４８ ０ ４


４ Ｅ １７８ ０ ０


０ Ａ １６２ ３ ２


１ Ｂ １５８ ０ ０


２ Ｃ １８２ ０ ０


３ Ｄ １４８ ０ １


４ Ｅ １７８ ０ ０


０ Ａ １６２ ３ ４


１ Ｂ １５８ ０ ０


２ Ｃ １８２ ０ ０


３ Ｄ １４８ ０ １


４ Ｅ １７８ ０ ２


Ａ


Ｄ


Ｂ


Ｅ


Ｃ


Ｒｏｏｔ部分がＡの場合の処理


再帰後の処理は、ＥがＲｏｏｔ部になる場合とＤがＲｏｏｔ部になる場合になる。


基準


基準


基準


この状態では基準の下に


データが存在せずポイン


タ部の値が－１となる。


ルートの下位以外のデー


タはすべてunder のポイ


ンタの下につながる
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最後に、Upper[Root]、Lower[Root]共に－１となると、BinTreeSort(Data)を実行する必要


がなくなり、呼び出された関数に戻りながら昇順に整列されていくことになる。


二分探索木のＲｏｏｔ部分から、基準の階層を順次下位に下ろしながら、基準より下位の各


ノードを左右に振り分けていく操作になっている。


データの表示手順


関数BinTreeSort(Data)を利用した昇順の整列が完了すると、関数DisplayData(Data)を利用


してデータを表示していく。


再帰関数を実行し、分割を繰り返した最後の１分割の状態は上図の状態のいずれかになる。


最終の状態で関数BinTreeSort(Data)が何も実行せずに戻るのはＤの場合である。


Ｄの状態で関数DisplayData(Data)を実行すると、Lower[Root]＝０で、左ポインタが－１で


あるため、再帰すると直ちに再帰から脱出して、ルート部のデータの一連の値を表示後、右側


のRoot＝－１の引数で関数DisplayData(Data)を実行し、右ポインタが－１であるため、再帰


後直ちに再帰から脱出する。


Ｂの状態で関数DisplayData(Data)を実行すると、Lower[Root]＝１ の状態で再帰して、Ｄ


の状態となり、次の左下のデータが呼び出され、表示後再帰から脱出し、右側のRoot＝－１の


引数で関数DisplayData(Data)を実行し、右ポインタが－１であるため、直ちに再帰からの脱


出を実行する。


Ｃの状態で関数DisplayData(Data)を実行すると、Lower[Root]＝－１ で直ちに再帰から戻


ってきて、ルート部分のデータの一連の値を表示し、Upper[Root]＝１の状態で、右下のデー


タがＤの状態で呼び出されることになり、右下のデータの一連の値が表示された後、再帰から


脱出する。


Ａの状態で関数DisplayData(Data)を実行すると、Lower(Root)＝１、Upper(Root)＝１の状


０ １ １ ０ －１ －１ ０


０－１ －１


１ １


Ａ Ｂ Ｃ


Ｄ


右ポインタ ルート部 左ポインタ


void DisplayData( int Root )


{


if ( Root == -1 ) return ;


DisplayData( d );


printf(" 名前:%s 年齢:%d 身長:%f 体重:%f\n" ,


Stu[Root].Name, Stu[Root].Age,


Stu[Root].Height, Stu[Root].Weight ) ;


DisplayData( Upper[Root] );


}


最初の呼出はルート部から始まる


再帰呼出を利用して順次下


位のデータが呼び出される リターン後の表示開始位置


基準値より大きい


部分の再帰呼出


最下位のデータに達すると


表示のためにリターンする
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態で共にＤの状態になる。従って、左下のデータの一連の値を表示し、次にルート部のデータ


の値を表示し、次に右下のデータの値を表示することになる。


Ａ Ｂ Ｃ Ｄの状態をまとめると 左ポインタが－１となると 関数DisplayData(Lower[R、 、 、 、 、


oot])の再帰から脱出し、ノード部のデータを表示し、右ポインタが－１になると、関数Displ


ayData(Upper[Root])の再帰から脱出する。


最終的にはルート部のデータが最後に分割されたデータから順次表示され、二分木の中間順


のならいの規則に従って、各ノードの値が最も小さいデータから表示されて順次大きいデータ


に移っていき昇順に整列されることになる。


設問


、次の比較対象データの一時保存のための処理で、Next = Upper(Data)となる。ａは


、Root部のポインタ部を比較対象のデータのポインタ部に移動する処理で、ピボッｂは


ト値よりも大きいグループの処理であるから、Upper[Data] = Upper[Root]となる。


、比較対象データを基準値よりも小さいグループの配列Lowerに分ける場合の処理でｃは


あるから、Lower[Root] = Dataとなる。


、再帰処理をRootより小さい部分について行う場合で、新しい基準値にLower[Root]ｄは


を用いる場合である。


求める答えは、ａはキ、ｂはク、ｃはイ、ｄはエとなる。
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問110008解説
◆解答


設問１ ａ ク ｂ オ


設問２ ｃ ア ｄ エ ｅ カ (ｃ、ｄは順不同)


◆解説


単語が行末で切れないように出力するプログラムである。


入力文字列を配列str[] に格納し、１行の最大文字数とともに関数wordwrapの引数として与


える。単語が行末で切断される場合は、１単語をそのまま次の行に移して表示する。


プログラムの構成


① 最初の部分は単語を切り分ける部分


② 切り分けた単語を表示する部分


、２次元配列を利用し、文字列から切り分けられる順番に１単語単語を切り分けるには


を構成する文字列が配列の１行に格納される。


１行に１単語分を格納する


１単語の最低長を２バイト、最大長は１６バイト


BUFFER容量を１０２４バイト、１語は２バイト、最大語数５１２となる。


５
１
２
語
相
当
の
行
数


11 i = idx = cnt = 0;


12 while (str[i] != '\0') {


13 if (str[i] == ' ' ) {


14 word[idx][cnt] = '\0';


15 leng[idx] = cnt;


16 idx++;


17 cnt = 0;


18 }


19 else {


20 word[idx][cnt] = str[i];


21 cnt++;


22 }


23 i++;


24 }


25 word[idx][cnt] = str[i];


26 leng[idx] = cnt;


文字列が空白になると


単語の終わりに


空白を入れる


単語の長さの格納


配列に単語の


文字を格納


次の単語に移動


文字列の次の


文字に移動 空白を格納


単語の長さの格納
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、区切りのスペースを考えると、最短長は２であり、BUFFER容量に対応する単語の長さは


単語の個数は最大でも５１２個、すなわちBUFFMAX/２あれば十分である。従って、２次元配列


の定義はword[５１２][１６] すなわちword[BUFFMAX／２][WORDMAX]であれば十分である。


、区切り記号のスペースを利用する。文字列の要素がスペース文字列の単語への分解は


でない間、cnt のインクリメントを行い、２次元配列の列方向の添字のインクリメントと単語


の文字長さを同時に求めながら、単語を構成する１文字を配列word[idx][cnt]に追加する。


文字列の要素がスペースになると、単語を格納する配列word[idx][cnt]の最後の要素にヌル


記号を挿入し、単語の長さを表す配列leng[idx] に単語の長さを格納し、cnt = 0 で初期化す


る。次の単語を格納する配列の添字idxをインクリメントして求める。


具体例


the cpu executes programs which tell the computer what to do


１行の最大文字数３０で処理する場合について考える。


文字列を単語に分解した結果は次の表のようになる。


単 語 単語長


０ the\0 ３


１ cpu\0 ３


２ executes\0 ８


３ programs\0 ８


４ which\0 ５


５ tell\0 ４


６ the\0 ３


７ computer\0 ８


８ what\0 ４


９ to\0 ２


10 do\0 ２


11


文字列を単語に分解する処理手順


① 配列str[i]の内容が\0になるまで、②～⑦の処理を繰り返し、\0になると、処理⑧に進


む。


② 配列str[i]の内容がスペースになるまで次の②～④の処理を繰り返す。スペースになる


と、処理⑤に移動する。


③ word[idx][cnt]にstr[i]を格納する。


④ 単語の語長cnt をインクリメントする。


⑤ 文字列の要素番号ｉをインクリメントし、処理②に戻る。


⑥ word[idx][cnt]に\0を格納し、leng[idx] に単語の語長cnt を格納する。
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⑦ 単語の格納行idx のインクリメントを行い、単語の語長cnt を０で初期化し、②の処理


に戻る。


⑧ word[idx][cnt]に\0を格納し、leng[idx] に最後の単語の語長cnt を格納する。


、出力予定の文字列の長さと次に出力する単語の長さを加算し、そ単語を出力する場合


の値が１行の最大文字数を超える場合、次に出力予定の単語の前にヌル記号を入れて、１行の


文字列を表示し、次に出力予定の単語は次の行の先頭位置に表示するようにする。


、所定の位置に単語を複写すると、１行の文字長さを求め、その後各行の単語の表示は


にスペースを挿入し、所定位置をインクリメントし、次の単語の処理に移行する。


単語を出力する場合の処理手順


、 、 。① ｉ pos を０で初期化し 行数ｉが最大行数idx を超えるまで②～⑦の処理を繰り返す


行数ｉがidx を超えると、処理⑧に移る。


② pos＋leng[i]が１行の最大文字数max 以下である場合、③～⑤の処理を繰り返す。


pos＋leng[i]がmax を超えると、⑥の処理に移る。


、 。③ buff領域のpos の位置に単語word[i] を複写し pos の位置をpos＋leng[i]で修正する


④ buff領域のpos の位置の\0をスペースに置き換える。


⑤ pos、 行番号ｉをインクリメントし、②に戻る。


⑥ 一つ前のpos の位置に戻って、\0を格納し、buffの内容を表示する。


⑦ pos の値を０で初期化して、③の処理に戻る。


⑧ 一つ前のpos の位置に戻って、\0を格納し、buffの内容を表示する。


設問１


２１行目の 、cnt のインクリメントの回数であるから、単語の文字数の数だけ実行ａは


されることになり、４＋５＋３＋４＋３＋３＝２２回となる。求める答えはクとなる。


28 i = pos = 0;


29 while (i <= idx) {


30 if ((pos + leng[i]) > max) {


31 buff[pos - 1] = '\0';


32 printf("%s\n", buff);


33 pos = 0;


34 }


35 strcpy(&buff[pos], word[i]);


36 pos += leng[i];


37 buff[pos] = ' ';


38 pos++;


39 i++;


40 }


41 buff[pos-1] = '\0';


42 printf("%s\n", buff);


43 }


１行に格納した文字列


と次の単語の長さの和


が１行の許容文字列を


超える場合の処理 単語を表示行に複写


単語の長さを行


の長さに加算


空白を設定


行の次の文字位置


次の単語に移動


１行分を表示する
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、１行の最大文字数が１８であり、単語DDDD以降の３単語は次の行の出力になる。ｂは


３単語分の文字数１０文字とスペース２文字、最後のインクリメント分を加えて、計１３と


なる。求める答えはオとなる。


設問２


各行の先頭に空白があれば、そのまま出力するため各行の最初の空白は単語に含めてしま


う処置が必要になる。従って、ｉ＝０の状態で、str[0] = ' 'ならば、単語の最初の文字で


あるword[0][0] = str[0] として、単語の次の文字、および文字列の次の文字にインクリメ


ントする。すなわち、 、cnt++となり、求める答えはアとなり、 、ｃの答えは ｄの答えは


i++となり、求める答えはエとなる。


、文字列の中で空白が連続している条件であるから、str[i+1] == ' ' となる。答ｅは


えはｉ＋１で、求める答えはカとなる。
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問110009解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ エ ｃ エ ｄ オ ｅ ウ


◆解説


ビットマップ画面上に指定した時刻の時計を描画する処理である。


描画する内容


① 目盛りの描画


② 秒針の描画


③ 分針の描画


④ 時針の描画


⑤ 中心軸の描画


描画に使用する関数


① は、秒針、分針、時針の描画に用いる。始点は中心の座標、終点は目盛りとDrawLine


の関係で決まる座標であり、太さはそれぞれに与えられた値である。


② は、目盛り、中心軸の描画に用いられる。DrawCircle


目盛りの描画は円周上に３６０度を６０等分して描くが、１０点置きに太い点を打点する。


目盛りを打点するために、３６０度に分割した各点のＸ、Ｙ座標を配列PlateX[]、PlateY[]に


格納して利用する。


円周を３６０等分した各点のＸ、Ｙ座標を配列PlateX[i]、PlateY[i]に格納する値の計算は


上の図を利用して求めることができる。


if ( pt->Ready == FALSE ) { /* 座標を計算する */


for ( w = -90, x = y = 0; w < 270; ａ ) {


pt->PlateX[x] = pt->Cx + (int)(pt->Radius*cos(w*Rad));


pt->PlateY[y] = pt->Cy + (int)(pt->Radius*sin(w*Rad));


}


pt->Ready = TRUE;


}


円周上に１度間隔の点


をプロットし、ＸＹ座


標を計算する


θ


(Cx,Cy)


(X,Y)


Y = Cy + rsinθ


X = Cx + rcosθ


r
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プログラムの処理順序


① １度ごとの配列PlateX[]、PlateY[]にＸ座標、Ｙ座標を格納する。


② 目盛りを描画する。


角度の６度間隔で５点ピッチで太丸、それ以外は小丸を打点する。座標は配列に格納し


た値を利用する。配列の添字は角度によって決まる。


③ 秒針を描く


秒針は１周６０秒で、１秒は３６０／６０＝６で、６度で表現する。秒の計算に利用す


る添字は秒を６倍した値となる。


④ 分針を描く


分針の角度は次の関係から求めることができる。


分針の角度＝分に相当する角度＋秒を分に換算した角度


分針は１周３６０度で６０分であるから、１分は６度で、分の単位を６倍すれば角度が


求まる。


更に、秒針の補正をするには、１分間に秒針は６０秒動くため、秒針の１秒を分の角度


に換算すると、６×(１／６０)＝１／１０となり、秒の単位を分の角度に換算するには、


秒の単位を１／１０倍したものを加算すればよい。


⑤ 時針を描く


時針の角度は次の関係から求めることができる。


時針の角度＝時間に相当する角度＋分を時間に換算した角度


１２時間で３６０度であるから、１時間は３０度であり、時間の単位を３０倍すると角


度が求まる。


更に、分の補正をするには、１時間の角度３０度に６０分が対応するため、１分に対応


、 、 、する時針の角度は ３０／６０＝１／２度となり 分の単位を時間の角度に換算するには


for ( angle = 0; angle < 360; angle += 6 ){


if ( ｂ ) Size = LargeMark;


else Size = SmallMark;


DrawCircle( pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], Size);


}


３６０度１時間であるから、


１周６０分で１分６度となる
５分ピッチに太点になるため、角


度を３０で割って割り切れる値


点を打点する


angle = pt->Second*6; /* 秒針を描く */


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy,


pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], SecondHand );


angle = ｃ ; /* 分針を描く */


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy,


pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], MinuteHand );


分秒を考慮した


角度を求める
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分を１／２倍したものを加算する。


時針の長さは、分針の中点を求め、その中点と目盛りの座標の中点を求めると、分針全


体の７５％となる。


配列PlateX[i]、PlateY[i]の添字ｉを０から３５９に対応させて、円周上の各点のＸ座標、


Ｙ座標を求めることができる。


１日２４時間の時刻を表示するために、１２時を超えた時間については時刻から１２を減じ


た時刻を使用する。


２時１５分の時針の角度を求める場合、


２時に相当する角度θと１５分に相当す


る時針の角度αを加算したものが時針が


示す角度になる。


設問


、座標を計算する場合の角度、配列の添字の増分を表している。角度は－９０度かａは


ら２７０度の範囲で配列の大きさ３６０に対応する。ｘ、ｙはＸ座標、Ｙ座標に対応する配


列の添字である。配列の大きさ３６０に対応する。従って、ｗ、ｘ、ｙ共に＋１の増分にな


る。答えはw++,x++,y++で、求める答えはイとなる。


、目盛りに６ピクセルの大きい円形マークを打つか、２ピクセルの小さい円形マーｂは


クを打つかの識別である。大きいマークを打つのは角度で３０度間隔であるから、添字を３


if ( pt->Hour >= 12 ) pt->Hour -= 12;


angle = ｄ ; /* 時針を描く */


Hx = ( pt->Cx + pt->PlateX[angle] ) / 2;


Hx = ( Hx + ｅ ) / 2;


Hy = ( pt->Cy + pt->PlateY[angle] ) / 2;


Hy = ( Hy + pt->PlateY[angle] ) / 2;


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy, Hx, Hy, HourHand );


DrawCircle( pt->Cx, pt->Cy, pt->Radius / 10 );


１３時から２４時の


時間に対する補正


時分を考慮した


角度を求める
短針は長針の７５％で、


中点の中点を求める


Ａ ＢＣ Ｐ


ＣはＡＢの中点 ＰはＣＢの中点


ＡＰはＡＢの７５％になる


12


３


６


９


θ


α


時刻に相当するθに分


に対応するαの補正が


必要となる
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０で割って余りを求める場合の余り０の場合であるから、angle % 30 == 0 となり、求める


答えはエとなる。


、分針を描画する場合の座標を求める配列の添字の計算である。分針の刻みは１度ｃは


で１０秒刻みであるから、分×６＋秒／１０で添字を求めることができる。


従って、答えは pt->Minute * 6 + pt->Second / 10 となり、求める答えはエとなる。


、時針を描画する場合の座標を求める配列の添字の計算である。時針の刻みは１度ｄは


で２分の刻みであるから、時間×３０＋分／２で添字を求めることができる。


従って、答えは pt->Hour * 30 + pt->Minute / 2 となり、求める答えはオとなる。


、時針の長さを求める計算である。分針または秒針の７５％であるから、中心軸とｅは


目盛りのＸ座標の中点を求めると、pt->Cx + pt->PlateX[angle]となり、その中点と目盛り


のＸ座標の中点を求めればよいから、Hx + pt->PlateX[angle]となり、求める答えはウとな


る。
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問110010解説
◆解答


設問 ａ ア ｂ ウ ｃ ア ｄ エ


◆解説


タグ付き文字列を解析して、要素に分解するプログラムである。


文字列の解析には、関数*parse_mｌ_data(char*,int) を使用する。この関数は複数の要素


、 、 、 、で構成される文字列mlstrの中の１要素について タグ名 入れ子の深さ タグの値を求めて


構造体の配列のメンバーに格納する処理である。


構造体の配列には、文字列のタグ名、タグの値のアドレスを格納して分離した各文字列の要


素と対応づける。


文字列はタグ名、タグの値を１要素とする複数の要素を含んでいるが、この複数の要素を再


帰処理を利用してタグ名、タグの値に分離し、再帰処理の利用の度に入れ子の深さを関係づけ


ていく。


タグ付き文字列を解析して、要素に分解するプログラムである。


文字列解析の具体例


① タグ付き文字列mlstr は次のようになる。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE></SCHOOL></STUDENT>


階層のレベルは次の図のようになる。


② 要素は前から順番に次の４個の要素になる。


<STUDENT>BILL</STUDENT>


<AGE>14</AGE>


<SCHOOL>Junior</SCHOOL>,


<PLACE>Minato</PLACE>


③ 再帰処理は、タグ名STUDENT からタグ名AGE を呼び出すときに使用する。タグ名STUDEN


Tの終了処理を実行する前に、新しいタグを処理する場合、再帰処理を使用する。この時


点でlevelが１インクリメントされる。タグ名AGE の処理を完了後、タグ名STUDENT の処


理に戻る。この時点で、levelのディクリメントを行う。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE></SCHOOL></STUDENT>階層


１


２


３
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④ タグ名STUDENT の処理に戻った時点で、STUDENT の終了タグ名でなければ、再び、再帰


処理が行われて、次のタグ名SCHOOLを呼び出して、タグ名SCHOOLの要素が分析される。


⑤ タグ名SCHOOLの分析中に、再帰処理が行われて、次のタグ名PLACEを呼び出して、タグ


名PLACE の要素が分析される。


⑥ タグ名PLACE の要素が終了タグ名PLACE を経て、タグ名SCHOOLの要素に戻り、終了タグ


名SCHOOLを経て、タグ名STUDENT の要素に戻り、終了タグ名STUDENT の処理を完了して、


元の呼び出した関数に戻る。


⑦ levelの値は、再帰呼び出しを実行する場合に、インクリメントされ、再帰から元の関


数に戻るときにディクリメントされる。


再帰処理の内容


再帰処理で、関数parse_ml_data() を呼び出す場合、mlstr のポインタを１個移動して関数


にポインタを渡す。これは次の内容である。説明中の↑はポインタの現在位置を表す。


① 関数呼び出しの場合は次のようになる。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>……


↑


↑の部分の'＜'からＳにポインタを移動してから(mlstr + 1)、関数に渡されている。


従って、引き渡された関数のmlstr の先頭位置は文字Ｓである。


この位置がelmtbl[elmnum].tagの先頭位置になる。


次いで、elmtbl[elmnum].depthにlevel＝１が格納される。


for(; *mlstr != '>'; mlstr++ ); で＞の位置までポインタは移動し、その位置(Ｔと


Ｂの間)の＞が\0に置換される。


タグ名STUDENT の値elmtbl[elmnum].value にはmlstr + 1 (ポインタの現在位置＋１)


のポインタの値が格納される。タグの値として文字列BILLの先頭アドレスが格納されたこ


とになる。


for(mlstr++; *mlstr != '<'; mlstr++ );の処理で、ポインタはＬとＡの間の＜の位置


まで進み、その位置に\0を格納して、要素配列elmtblの要素番号をインクリメントする。
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② タグ名AGE の再帰処理の場合は次のようになる。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>……


↑


BILLのタグの値の処理が完了した時点では、ポインタ↑の'＜'の部分が\0に置換され、


この状態での次の文字*(mlstr + 1)が'／'でなければ、次のタグ名の要素の処理に移行す


ることになる。


この場合、先頭が空白、次の文字がＡであるから、ポインタを１個移動して、Ａの位置


に置いた状態で再帰処理に移る。従って、関数parse_ml_data()が呼び出されたポインタ


の位置はmlstr + 1 のＡになり、この位置がelmtbl[elmnum].tagの先頭位置になる。


この状態から、再び、開始タグ処理AGE 、タグの値処理14が行われる。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>……


↑


タグAGEの処理が完了すると、次の終了タグ処理に移る。


AGE のタグの値14の処理が完了した時点では、ポインタの位置は14の次の＜の部分にあ


り、その位置が\0に置換された状態である。


この状態での先頭の次の文字が'／'でなければ、次のタグ名の要素の処理に移行するこ


とになる。この場合、*(mlstr + 1) が／になるため、下位のタグ構造処理は実行されな


いで、再帰処理を行わずに終了タグの処理に移ることになる。


③ タグの終了処理が完了して、再び再帰処理を行う場合は次のようになる。


<STUDENT>BILL<AGE>14</AGE><SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>……


↑ ↑


終了タグ処理では、for(mlstr + 2; *mlstr != '>'; mlstr++)の処理で、14の次の＜か


らポインタが２個移動して、Ａの位置に移動する。文字が'＞'でないからポインタの移動


を行い、Ｅの次の＞になるまで、ポインタが移動し、終了タグ名の処理を完了する。


そこで、levelのディクリメントを実行後、関数の戻り値としてmlstr + 1 を返す。即


ち、呼び出した関数に戻るときに、ポインタを１個移動させて、文字＜に移してから、タ


グ名STUDENT の処理に戻ることになる。


関数は再帰呼び出しされたparse_ml_data()に戻り、次の処理に移ることになる。ここ


でlevelの値は２から１に変化する。


④ 次の<SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>の処理は次のようになる。


<SCHOOL>Junior<PLACE>Minato</PLACE>……


①↑ ②↑
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</AGE>の処理を終わって、STUDENTに戻ってきたときの文字列のポインタの位置はＳの


前の＜の位置になる。mlstr + 1の文字が'／'でなければ再び再帰処理に移る。再帰呼び


出しを実行する場合、level + 1 が実行されlevel の値は１から２に変化する。


この場合はタグ名SCHOOLの処理を行うため、関数parse_ml_data()を再帰呼び出すこと


になり、開始タグ処理、タグの値処理、下位のタグ構造処理の順に処理を進める。level


は１から２に変化する。


タグ名SCHOOLの値Juniorの処理が終わると、ｒの次の＜の位置にポインタが移動し、次


の文字の'／'を評価する。


この場合はＰであるから、下位のタグ構造処理に移るため再帰呼出が実行され、level


+ 1 が実行されて、levelの値は２から３に変化する。


タグ名PLACE の開始タグ処理、タグの値処理、終了タグ処理の順に処理が進み、SCHOOL


の終了処理、STUDENT の終了処理に戻ってくる。


⑤ </PLACE></SCHOOL></STUDENT>\0の処理は次のようになる。


↑


、 、</PLACE>の処理が終了して 再帰呼び出しされた関数parse_ml_data()に戻ってくると


ポインタは</SCHOOL> の先頭の＜の位置を指している。そこで*(mistr + 1) の内容が／


であるかどうかが評価される。この場合、／であるから終了タグ処理に移り、levelのデ


ィクリメントが実行されて３から２に変化し、ポインタの位置は</SCHOOL>の次の＜に移


る。そこで再び、*(mistr + 1) の内容が／であるかどうかが評価される。この場合／で


あるから終了タグ処理に移り、levelのディクリメントが実行されて２から１に変化し、


ポインタの位置は</STUDENT>\0の最後の\0に移動し、最初に呼び出された関数parse_ml_d


ata()の次に戻る。


whileの条件式*mlstr != '\0'が偽となりプログラムは終了する。


関数内の処理部の構成


① タグ名処理の部分


◇タグ名の先頭アドレスの格納


◇タグの入れ子の深さの格納


◇文字列mlstr のポインタを要素の内容が'＞'になるまで移動する。


◇文字列mlstr に空白を格納する。


② タグの値処理の部分


◇タグ値の先頭位置にポインタを移動する。


◇タグ値の先頭アドレスの格納


◇タグ値の文字は１文字以上あるため、初期条件でポインタを１つ移動する。
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◇その後、文字列mlstr のポインタを要素の内容が'＜'になるまで移動する。


◇文字列mlstr に空白を格納する。


③ レベル処理を行い、次の要素に移るために下位のタグ構造処理を行う部分。この部分で


再帰処理を行っている。


◇elmtblの次の要素に移動する。


◇再帰処理の考え方を使用して、要素の内容が'／'になるまで、要素の分析を繰り返す。


④ 終了タグ処理の部分


◇'＜／'の間のポインタを２つ移動し、'＞'でなければ、その後は終了タグ名の最後まで


文字列mlstr のポインタを要素の内容が'＞'になるまで移動する。


◇文字列の要素の内容が'＞'になると、ポインタを１つ移動して、その値を戻り値として


呼び出された元の関数に戻る。


設問


、構造体の配列elmtbl[elmnum]のメンバーのタグ名の最初の要素の処理であり、関ａは


数parse_ml_data()を呼び出すときに、文字列mlstr 上のポインタが渡されている。渡され


。 、 。た文字列のポインタのアドレスを求めればよいことになる 従って 求める答えはアとなる


、構造体の配列elmtbl[elmnum]のメンバーのタグの値の先頭のアドレスを決める処ｂは


理である。開始タグ処理の終了時点では、文字'＞'を空白に置換した状態にポインタがある


、 、 。ため 文字列mlstr のポインタを１つ移動して タグの値の先頭位置に移動する必要がある


タグの値のポインタの走査はfor文で実行されており、その初期設定はmlstr++で行われる。


従って、現在のポインタの位置は空白設定の位置にあることになる。ｂの答えはmlstr + 1


となり、求める答えはウとなる。イのmlstr++とはならない。


、実行結果を格納する要素配列elmtbl[elmnum]の移動であり、配列の添字elmnumのｃは


/* 開始タグ処理 */


elmtbl[elmnum].tag = a ;


elmtbl[elmnum].depth = level;


for(; *mlstr != '>'; mlstr++);


*mlstr = '\0';


/* タグの値処理 * /


elmtbl[elmnum].value = b ;


for (mlstr++; *mlstr != '<'; mlstr++);


*mlstr = '\0';


c ;


/* 下位のタグ構造処理 * /


while ( d )


mlstr = parse_ml_data(mlstr + 1, level + 1);


/* 終了タグ処理 */


for (mlstr += 2; *mlstr != '>'; mlstr++);


level--;


return mlstr + 1;


タグ名の先頭アドレス


'>'になるまでタグ付き文字


列のポインタを移動させる


要素の値はポインタを


１つ移動して求める


'<'になるまでタグ付


き文字列のポインタを


移動させる


次の再帰処理になる


再帰処理のための条件


ポインタを２つ移動


して終了タグ名の２


番目の位置になる


終了タグ名が終わるま


でポインタを移動する


levelのディクリ


メントを行う
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インクリメントになる。従って、elmnum++となり、求める答えはアとなる。


、次の要素の処理に移動するのか、または、終了タグの処理を行うのかの移動条件ｄは


を決める問題であり、渡された状態が文字'＜'を空白に置換した状態であるから、次の要素


の内容が'／'であるかどうかによって移動条件が決まる。すなわち、'／'ならば終了タグ処


理であり、そうでなければ新しい要素の再帰処理になる。従って、*(mlstr+1) != '/' とな


り、求める答えはエとなる。
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問110011解説
◆解答


設問 ａ カ ｂ ア ｃ イ ｄ エ ｅ ウ


◆解説


２つのアドレス帳を１つにまとめる作業に関する問題である。


デスクトップＰＣとノートＰＣの２台のパソコンがそれぞれ個別にアドレス帳の更新処理を


実行するために一定期間内に同期をとり、更新内容の整合性を確保する必要が生じる。そのた


めの処理プログラムである。


複数ファイル処理の併合、更新のアルゴリズムが用いられている。


複数ファイル処理のアルゴリズム


① ２つのファイルから１レコードずつ読み込む。


② ２つのレコードのキーを比較して、キーの値の小さい方に必要な処理を行う。


③ 処理したレコードが含まれていたファイルから新しいレコードを読み込む。


④ 両レコードのキーが一致した場合は、更新または削除などの必要な処理を行う。


⑤ 更新時は、日時の新しいレコードを書き出し、処理後、両ファイルから新しいレコード


を読み込む。


⑥ 削除時は、レコードを出力しない。処理後、片方のファイルまたは両方のファイルから


新しいレコードを読み込む。


、 、⑦ 両レコードのキーが一致しない場合は キーの小さい方のレコードに必要な処理を行い


処理したレコードと同じファイルから新しいレコードを読み込む。


⑧ 一方のファイルのレコードが無くなると、他方のファイルのレコードの処理を繰返す。


⑨ ２つのファイルのレコードが無くなると処理を終了する。すなわち２つのファイルが終


端記号になると終了する。


レコードは氏名を主キーとして、メールアドレスと更新日時、フラグから構成されている。


フラグの内容は同期後の処理内容を示しており、変換なし、更新、追加、削除に分類される。


主キーの氏名には同一のものが存在しない。２つのアドレス帳は氏名で整列されている。


デスクトップ


ADDR配列


ノート


ADDR配列


同期後


ADDR配列
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プログラムで使用されている関数


① addrsync()


□同期処理を行う関数である。


□関数の引数は構造体ADDRの配列として与えられる。desk、noteの２つの引数でデータが


与えられ、同期後の結果はsyncの戻り値で得る。


② namecmp()


□長さの異なる２つの文字列を比較する関数である。


□関数の引数は２つの文字列とそれぞれの文字列の長さである。


③ strncmp()(標準関数)


□２つの文字列の先頭からｎ文字目までを比較する。


□関数の引数は２つの文字列と比較する文字列の長さ


□strncmp(char *s1,char *s2,n)は、文字列s1と文字列s2を先頭からｎ文字を辞書順に比


較して、s1＜s2ならば負数、s1＝s2ならば０、s1＞s2ならば正数となる。


while ( a ) {


comp = namecmp(desk[didx].name,desk[didx].nlen,note[nidx].name,note[nidx].nlen);


if (comp < 0) {


if (desk[didx].flag != 'D') {


sync[sidx] = desk[didx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


ｂ ;


}


else if (comp > 0) {


if (note[nidx].flag != 'D') {


sync[sidx] = note[nidx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


ｃ ;


}


else {


if (strncmp(desk[didx].time, note[nidx].time, 19) > 0) {


if (desk[didx].flag != 'D') {


sync[sidx] = desk[didx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


}


else {


if (note[nidx].flag != 'D') {


sync[sidx] = note[nidx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


}


ｄ ;


}


}


デスクトップＰＣとノ


ートＰＣの氏名の比較


両アドレス帳のどちらか一方が


Ｅで無い間、処理を繰返す


氏名が片方、デスクトップ


の氏名が小、Ｄでない場合


デスクトップのレコ


ードを読み込む処理


氏名が片方、デスクトップ


の氏名が大、Ｄでない場合


ノートのレコードを


読み込む処理


両方の氏名が一致した場合


のレコードの新旧比較
デスクトッ


プが新しい


ノートが


新しい


デスクトップとノートのレコ


ードを同時に読み込む処理
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プログラムの処理内容


① ２つのアドレス帳の名前を比較する部分


② 氏名が片方に存在し、削除でない場合で、デスクトップのデータを処理する部分


③ 氏名が片方に存在し、削除する場合で、デスクトップのデータを削除する部分


④ 氏名が片方に存在し、削除でない場合で、ノートのデータを処理する部分


⑤ 氏名が片方に存在し、削除する場合で、ノートのデータを削除する部分


⑥ 氏名が両方に存在する場合で、新しいデスクトップのデータを格納する部分


⑦ 氏名が両方に存在する場合で、新しいノートのデータを格納する部分


⑧ 氏名が両方に存在し、削除する場合で、両方とも削除する部分


⑨ 文字列関数処理の部分


関数addrsync()の処理手順


関数addrsync()の処理手順は次の通りである。


① デスクトップのＰＣとノートのＰＣのいずれかにデータがある間、次の②～⑨の処理を


繰り返す。


② デスクトップの氏名とノートの氏名を比較する。


③ 比較結果、氏名が不一致で、デスクトップの氏名の方が前(小さい)にあり、処理が削除


で無ければ、デスクトップのレコードを同期後の配列に格納して、フラグを空白にして、


同期後の配列の添字をインクリメントし、デスクトップの配列の添字をインクリメントし


て、デスクトップの次のレコードを読み込む。


④ 比較結果、氏名が不一致で、デスクトップの氏名の方が前(小さい)にあり、デスクトッ


プのレコードの処理が削除ならば、出力しないで、デスクトップのレコードの添字をイン


クリメントし、デスクトップの次のレコードを読み込む。


⑤ 比較結果、氏名が不一致で、ノートの氏名の方が前(小さい)にあり、処理が削除で無け


れば、ノートのレコードを同期後の配列に格納して、同期後の配列の添字をインクリメン


トし、ノートの配列の添字をインクリメントし、ノートの次のレコードを読み込む。


⑥ 比較結果、氏名が不一致で、ノートの氏名の方が前(小さい)にあり、ノートのレコード


の処理が削除ならば、出力しないで、ノートのレコードの添字をインクリメントし、ノー


トの次のレコードを読み込む。


⑦ 比較結果、名前が一致して、デスクトップのデータが新しい場合、処理が削除で無けれ


ば、デスクトップのレコードを同期後の配列に格納して、同期後の配列の添字をインクリ


メントし、デスクトップとノートの配列の添字をインクリメントし、両方から次の新しい


レコードを読み込む。


⑧ 比較結果、名前が一致して、ノートのデータが新しい場合、処理が削除で無ければ、ノ


ートのレコードを同期後の配列に格納して、同期後の配列の添字をインクリメントし、デ


スクトップとノートの配列の添字をインクリメントし、両方から次の新しいレコードを読


み込む。


⑨ 比較結果、名前が一致して、処理が削除ならば、両方のレコードの出力はしないで、デ


スクトップとノートのレコードの添字をインクリメントし、両方から次の新しいレコード
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を読み込む。


⑩ すべての処理が完了すると、同期後の配列の最後のフラグにＥを格納し、氏名の長さ、


アドレスの長さに－１を設定する。


設問


、２つのアドレス帳の比較を繰り返す条件であるから 「両者のフラグが同時にＥとａは 、


ならない場合で」あるから、次のようになる。


desk[didx].flag != 'E' || note[nidx].flag != 'E'


求める答えはカとなる。


、デスクトップの方の処理を行った後、デスクトップのレコードを読み込む処理でｂは


あるから、didx++となり、求める答えはアとなる。


、ノートの方の処理を行った後、ノートのレコードを読み込む処理であるから、nidｃは


x++となり、求める答えはイとなる。


、デスクトップ、ノート共に処理される場合であるから、didx++、nidx++となり、ｄは


求める答えはエとなる。


、文字列が一致する場合で、同じ長さで一致する場合と短い長さの部分で一致するｅは


場合がある。同じ長さで一致する場合は０、デスクトップが短い場合は負、ノートが短い場


合は正となるから、result = len1 - len2となり、答えはウとなる。


デスクトップ：ノート


削除 削除


デスクトップを出力


フラグ空白


同期後配列インクリメント


デスクトップ読込


ノートを出力


フラグ空白


同期後配列インクリメント


ノート読込


＜ ＞


Ｙ


Ｎ


Ｙ


Ｎ
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問110012解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ ク ｃ イ ｄ カ


◆解説


階層構造をもつファイルシステムにおいて、pathで指定されたディレクトリまたはファイル


の情報をディレクトリテーブルから取得して、表示する関数の問題である。


メモリ上に構造体を使用して、ファイルテーブルを作成する。ファイルテーブルの内容は、


ファイルタイプ、ファイル名、ファイルサイズ、子のファイルテーブルへのリンクで構成され


ている。メモリ上の別の位置にpathを設定する。pathの内容を／を利用して、ファイル名また


はディレクトリ名に分解し、ファイルテーブルにポインタで結合する。


Ｃ言語の構文上の特徴


① 構造体fentryに関する事項


構造体の配列が用いられている。


関数へのデータの渡し方が参照渡しである。


② 検索にポインタ変数が使用されている。


③ 分岐構造にif文、switch文が用いられている。


④ for 文による繰返し


⑤ path、ディレクトリ名、ファイル名に配列を使用している。


⑥ 文字列関数strcpy、strcmpの利用


プログラムの構成


① パス名を分解する部分


ルートディレクトリの場合はルートディレクトリテーブルを使用して表示処理する。


ルートディレクトリ以外の場合はパスを分析して、ディレクトリテーブルのファイルポイ


ンタを利用して、関係するファイルテーブルを逐次検索する。


② ファイルテーブルを利用して、ディレクトリ(Ｄ)とファイル(Ｆ)を識別し、関連情報を


取得する部分


③ ファイルテーブルから取得した情報を表示する部分


ファイルテーブル


タイプ 名前 サイズ リンク


ファイルテーブル


タイプ 名前 サイズ リンク


構造体を利用してファイルテーブルを作成


ルートディレクトリ


子のディレクトリ


pathの指定 path=/A/ABC/EFG/HIJ/KLM
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プログラムの制御構造


if (strcmp(path, "/") == O) {


flag = F_DIRECTORY;


fptr = root;


}


else {


/* パス名の分解 */


idx = O;


cptr = path;


while (*cptr != '\0') {


if (*cptr == '/') {


*cptr = '\0';


a


idx++;


}


cptr++;


}


max = idx - 1;


/* パス名の検索 */


fptr = root;


for (idx = O; idx <= max; idx++) {


flag = F_UNMATCH;


while (fptr->type != 'E') {


if ( b &&


strcmp(fptr->name, name_tbl[idx]) == 0) {


if (fptr->type == 'D') { /* ディレクトリ */


flag = F_DIRECTORY;


c


break;


} else if (idx == max) { /* ファイル */


flag = F_FILE;


break;


} else


break; /* パスの途中がファイルだ


った */


}


fptr++;


}


if (flag == F_UNMATCH)


break;


}


}
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使用されている変数


① fptr：構造体を表すポインタ変数、ファイルテーブルの先頭アドレス


② cptr：パスを表すポインタ変数、与えられたパスの先頭アドレス


③ idx ：配列name_tbl[idx] の添字、各要素にファイル名、ディレクトリ名を格納


④ max ：階層の深さ、パスの階層


⑤ flag：ファイルとディレクトリを区別する識別子


使用されている関数


① strcpy(char *s1,char *s2) は、文字列s1で指定するポインタの位置に、文字列s2をNU


LL文字を含めてコピーする。


、 。② strcmp(char *s1,char *s2) は NULLで終わる文字列s1とs2を辞書順によって比較する


０ならば、ｓ１＝ｓ２となり、０でないならば、ｓ１≠ｓ２となる。


パス名の分解


各階層を区切る“／”を利用して、各階層のディレクトリ名またはファイル名のアドレス


を配列name_tbl[idx] に順次格納し、同時に格納した階層の最大深さ(max)を求める。


pathが／と一致するとルートディレクトリテーブルが対象になる。／に繋がる一連の文字


列の場合はパスの分解を実行する。


パス名分解の手順


① flist で渡された一連のpath名を配列path[]に複写する。


② pathが／と一致すると、ルートディレクトリの内容であるから、構造体fentryのfptrに


rootのアドレスを格納し、ディレクトリテーブルを使用して表示の処理に移る。


③ pathが／を先頭とする文字列の場合、パスを分解するポインタ操作を行うために、一連


の文字列の先頭アドレスpathをポインタ変数cptrに格納する。


、 。 。④ cptrの内容がヌルになるまで ⑤～⑦の処理を繰り返す ヌルになると⑧の処理に移る


⑤ cptrの内容が／になるまで、ポインタ変数cptrをインクリメントする。


⑥ cptrの内容が／になると、その位置にヌルを格納して、ヌルの次のアドレスを配列name


path ／


ルート部のアドレスをfptrに格納


name_tbl[0]にＡの先頭アドレスを格納


name_tbl[1]にＢの先頭アドレスを格納


name_tbl[2]にＣの先頭アドレスを格納


path ／Ａ／Ｂ／Ｃ／ｄ


name_tbl[3]にＣの先頭アドレスを格納
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_tbl[idx]に格納する。


⑦ idxをインクリメントし、cptrをインクリメントして処理④戻る。


⑧ pathの最後まで調べると、配列name_tbl[idx] の添字idxからidx - 1 を計算し、階層


の深さmax を求める。


パス名の検索手順


① ファイルテーブルのポインタ変数fptrにrootのアドレスを設定する。


② 配列name_tbl[idx]のidxを０で初期化して、idxが最大深さmaxになるまで、idxをイン


、 。 。クリメントしながら 次の③～⑨の処理を繰り返す idxがmaxになると表示の処理に移る


idx = O;


cptr = path;


while (*cptr != '\0') {


if (*cptr == '/') {


*cptr = '\0';


a


idx++;


}


cptr++;


}


max = idx - 1;


ディレクトリ、ファ


イル名の先頭アドレ


スを配列に格納


／が現れる条件


ディレクトリ、フ


ァイルの区切りを


スペースで付ける


／の次のアドレスを


求め配列に格納する


配列の添字の移動


次の／までポインタ


を移動させる
階層深さを求める


fptr = root;


for (idx = O; idx <= max; idx++) {


flag = F_UNMATCH;


while (fptr->type != 'E') {


if ( b &&


strcmp(fptr->name, name_tbl[idx]) == 0) {


if (fptr->type == 'D') {


flag = F_DIRECTORY;


c


break;


} else if (idx == max) {


flag = F_FILE;


break;


} else


break;


}


fptr++;


}


if (flag == F_UNMATCH)


break;


}


}


０階層からmax


階層まで調べる


テーブルが使用状態


ディレクトリの場合


ファイルの場合
次の子のファイルテーブルを検索す


るためのポインタfptrを設定する


タイプがＸでない


ファイル名又はディ


レクトリ名が一致


最も深い階層


に達すると


テーブルが未使用か一


致するものがない場合


ファイルテーブルのポイン


タ変数fptrにrootを設定


Ｅになるまで、ファイ


ルテーブルを検索する


識別子にディレ


クトリを設定


識別子にファイル


を設定


idxがmaxでないのに


Ｆが現れるなど


変数flagの初期化


ファイルテーブルのポ


インタを移動させる
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③ ディレクトリ、ファイルの識別子flagを０で初期化する。


④ 検索はファイルタイプがＥになるまで⑤～⑧の処理を繰り返す。ファイルタイプがＥに


なると、繰り返しから抜け、処理②に戻る。


⑤ ファイルタイプの内容がＸでないならば(ファイルまたはディレクトリに使用中)、配列


name_tbl[idx]の内容とファイルテーブルfptrの内容を比較して、一致すれば⑥～⑧の処


理を行う。一致しなければポインタ変数fptrをインクリメントして④の処理に戻る。


⑥ ファイルタイプの内容がＤならば(ディレクトリである)、flagに１を設定し、次の検索


位置fptr->next(次のファイルテーブルのアドレス)をfptrに設定し、処理②に戻る。


⑦ ファイルタイプの内容がＤでないならば(ファイルである)、flagに２を設定し、処理②


に戻る。


、 、 。⑧ idxの値がmaxになると flagに２(最後は必ずファイルである)を設定し 処理②に戻る


⑨ それ以外の場合は何もせず、繰り返しから脱出し、処理②に戻る。


ファイルタイプがＤの場合の処理


ディレクトリ名とファイル名の表示


switch (flag) {


case F_DIRECTORY:


while ( fptr->type != 'E' ) {


if (fptr->type == 'D')


printf("%s \tDirectory\n", fptr->name);


else if (fptr->type == 'F')


printf("%s \t%ld bytes\n", fptr->name, fptr->size);


fptr++;


}


break;


case F_FILE:


printf("%s \t%ld bytes\n", fptr->name, fptr->size);


break;


default:


printf("File or directory not found Z~\n");


}


flagがディレク


トリの場合


flagがファイル


の場合


それ以外の場合


タイプがＥになるまで


次の処理を繰り返す


タイプがＤの


場合の表示


タイプがＦの


場合の表示


タイプがＥになるまでファイル


テーブルのポインタを進める


ファイルタイプ


ファイル名


ファイルサイズ


次のファイルテー


ブルへのポインタ


ディレクトリテーブル 子のファイルテーブル


fptr
fptr


Ｅ Ｅ
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① ディレクトリの場合は、ファイルテーブルに含まれるディレクトリの種別、名前、子の


アドレス、ファイルの種別、名前、サイズを表示する。


② ファイルの場合は最後のファイル名の種別、名前、サイズを表示する。


ディレクトリ、ファイルの表示手順


① ルートディレクトリまたはパス名検索で求めたファイルテーブルのポインタfptr、識別


子flagを使用する。識別子flagの値によって②、⑤、⑥のいずれかの処理を行う。


② ポインタfptrのflagがディレクトリ(Ｄ)の場合、タイプがＥになるまで、次の③～④の


処理を繰り返す。タイプがＥになると処理を終了する。


、 、 、 、 、③ タイプがＤならば ディレクトリ名 タブ分移動して Directoryと表示し 改行して


fptrをインクリメントし、処理②に戻る。


④ タイプがＦならば、ファイル名、タブ移動して、ファイルサイズを表示し、改行して、


fptrをインクリメントし、処理②に戻る。


⑤ ポインタfptrのflagがファイル(Ｆ)の場合、ファイル名、タブ移動して、ファイルサイ


ズを表示し、改行して処理を終了する。


⑥ ポインタfptrのflagが、Ｄでも、Ｆでもなければ、ファイル、ディレクトリが見つから


なかったと表示して処理を終了する。


設問


、各階層のディレクトリ名またはファイル名をポインタ配列name_tblに格納ａの答えは


する内容で、name_tbl[idx] = cptr + 1となり、求める答えはイとなる。


この場合のcptrは“／”のアドレスであるから、次のディレクトリ名またはファイル名の


先頭アドレスはcptrに１を加えたものになる。


ディレクトリ、ファイル別のタイプを求める部分では、配列name_tbl[]に格納したディレ


クトリ名またはファイル名を利用して、ファイルテーブルを検索し、一致するデータからタ


イプを求める。タイプがディレクトリの場合、リンクを利用して次の階層のファイルテーブ


ルを求め、検索を繰り返す仕組みになっている。検索がファイルテーブルの最後のエントリ


(Ｅ)に達すると検索を終了する。


結果を表示する部分では、区分したタイプを利用して関係する情報を表示する。


タイプ(type)、名前(name[])、サイズ(size)、リンク(*next)のメンバーからなるファイ


ルテーブルは構造体で、階層別に作成されており、階層間はルートディレクトリから順次、


リンクでつながっている。名前は、ディレクトリ名またはファイル名、空欄の３種類で構成


されている。タイプは “Ｄ “Ｆ “Ｘ “Ｅ”の４種類で構成されている。、 ”、 ”、 ”、


パスの検索は、ルートディレクトリのファイルテーブルの先頭から始めて、ファイルテー


ブルのタイプが“Ｅ”になるまで、各階層間のリンクを経由して続けられる。その場合、名


前欄が空欄でなければ “Ｄ”または“Ｆ”の判定をする。従って、fptr->type != 'E' &&、


fptr->type != 'X'が条件となる。


、fptr->type != 'X' となる。求める答えはクとなる。ｂの答えは
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fptr->type == 'D' ならば、次の階層へのポインタが必要になり、ファイルテーブルのリ


ンクを利用して、fptrを求める。


、fptr = fptr->next となる。求める答えはイとなる。ｃの答えは


ディレクトリまたはファイルの情報は、パス名の検索で求めたflagとファイルテーブルの


ポインタfptrを使用して行う。表示の終了はファイルテーブルのタイプ欄が“Ｅ”になった


場合である。


、fptr->type != 'E' となる。求める答えはカとなる。ｄの答えは


この問題は、構造体とポインタ配列およびファイルテーブルのデータの使用法、階層別ファ


イルテーブルへのリンク、パス検索の終了の仕組みを理解することが重要である。
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問110013解説
◆解答


設問１ エ


設問２ イ


設問３ ａ カ ｂ イ ｃ ウ ｄ ウ


◆解説


２つの１０進数の乗算に関するアルゴリズムである。


与えられる引数は文字型であり、文字型を整数型に変換して、乗算に利用する。


被乗数を配列decAに１桁ずつ格納し、乗数を配列decBに１桁ずつ格納する。


配列decAの各要素に配列decBの１要素をそれぞれ乗じて次のようにして計算する。


wk = (decA[ai] - '0') * (decB[bi] - '0') + carry; …… ①


carry = wk / 10; …… ②


wk %= 10; …… ③


①の計算式(２３行目)の(decA[ai] - '0')、(decB[bi] - '0') は文字型を整数型に変換す


る処理である。変換後の乗算で、wkは整数型の値になる。


②の計算式(２４行目)のwk / 10 は桁上がりの値を求める処理で結果をcarry に格納する。


③の計算式(２５行目)のwk %= 10は演算結果の一桁目の値を求める処理で１０で割った余り


を求めている。


for の繰返しを用いて、配列decAの各桁に配列decBの値を掛けて、それぞれのwkを求め、一


桁目の値と桁上がりの値を上記①～③の方法で計算する。


最初の桁の計算はdecT[0] = '\0'で、下位桁からの桁上がりがないためdecT[0] = wk + '0'


となる。この場合、decT[ti]の値は＋'0'の処理で文字型に変換されている。


次の乗数の配列decB[]をdecA[]に乗算して求めた③のwkに、以前に求めたdecT[ti]の同一添


字の数値を加算しながら、carry を計算し、その値を新しい配列decT[ti]に代入する。tiの値


は、配列decA[]の１桁に、配列decB[]の１桁を掛ける毎にインクリメントされる。


配列decB[]の１桁を配列decA[]の各桁に乗算し終った段階で、carry > 0の場合、１桁上位


の桁の配列decT[]にcarry の値を格納し、shift をインクリメントし、その後の計算の配列de


cT[]の各桁はその前の桁よりも１桁上位の桁にすべて移動することになる。


配列decB[]の大きさだけこの処理を繰り返して求めた配列decT[]の各要素を配列decC[]の対


応する添字の要素に格納すると、乗算の結果を求めることができる。


プログラムの構成


① 初期化の部分


ai、bi、ci、tiは配列decA[]、decB[]、decC[]、decT[]の添字である。ci、tiは０で初


期化する。
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a1、b1は符号を識別するフラグとして用いる。


am、bm、tmは配列decA[]、decB[]、decT[]の配列の大きさを表す。am、bmの値は空白の


要素を含むため演算対象の大きさはam－１，bm－１となる。


carry は桁上がりに用いる変数、shift は乗数の段数を表す。carry、shift 共に０で


初期化する。


wkはdecA[]の要素とdecB[]の要素の乗算結果にcarry を加算した値になる。


② 配列decT[]の空白の初期化、am、bmを求める部分


③ 符号の検査


④ 乗算の計算部分(本体処理である)


⑤ 結果の格納


本体処理部分の乗算の計算部分


① decA[]、decB[]の要素の値は添字の大きい方が下位の桁の数値である。


② decA[]の各要素にdecB[]の要素を乗算する場合、decA[]、decB[]共に添字の大きい方か


ら計算を進めていく。即ち、am－１，bm－１から始め、それぞれの添字が減少する方向に


計算する。


③ 計算結果はwkに格納する。下位からの桁上がりがあるcarry > 0 の場合、wkにcarry の


値を加算する。


１ ２ ３ ４ ５


６ ７ ８ ９ \0


\0


1 2 3 4 5


12345


6


7


8


9


0


decA


decB


decT


decC


1 2 3 4 5 6 7 80 9


配列decBの１桁の乗算


に対応する１行になり


shift のインクリメ


ントで次の行に移る


0
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④ wkを１０で割って、その商を桁上がりとして新しいcarry に格納する。


⑤ wkを１０で割って、その余りをその桁の値としてdecT[]に格納する。配列decT[]は添字


の小さい要素から格納する。この時、以前に求めたdecT[]の値がある場合、即ち乗算段数


が２以上の場合は、decT[]に以前に求めているdecT[]の同じ添字の値を加算する。加算結


果が２桁になる場合、carry に１を加えて、１桁の数字をdecT[]に格納する処理を行う。


配列decT[]の添字のインクリメントは、配列decA[]と配列decB[]の１桁同士の乗算毎に行


われる。


⑥ １段の計算の最後のcarry の値が正の値ならばdecT[]に格納する。この場合の桁は１段


の計算の最上位の桁になる。


⑦ １段の処理が完了するごとにshift をインクリメントし、次の段の処理は新しいshift


の添字から結果の格納を始める。


結果の格納処理


20 /*** 乗算 ***/


21 for (bi = bm - 1; bi >= bl; bi--) {


22 for (ai = am - 1; ai >= al; ai--, ti++) {


23 wk = (decA[ai] - '0') * (decB[bi] - '0') + carry;


24 carry = wk / 10;


25 wk %= 10;


26 if (decT[ti] != '\0') {


27 wk += (decT[ti] - '0');


28 if (wk > 9) {


29 carry++;


30 wk %= 10;


31 }


32 }


33 decT[ti] = wk + '0';


34 }


35 if (carry > 0) {


36 decT[ti] = carry + '0';


37 carry = 0;


38 }


39 shift++;


40 ti = shift;


41 }


42


文字型を整数型に変換


し桁内の乗算を実行


乗数の桁数繰り返す被乗数の桁数繰り返す


桁上がりの計算


桁内の計算


前の計算結果の加算


筆算過程の計算
加算結果の桁上がりお


よび桁内の計算


整数型を文字型に変換し格納


最上位桁に桁上がりが


発生した場合の処理


乗数の桁を１桁上位に移動


43 /*** decC[] に格納 ***/


44 if (sign == '-') {


45 decC[0] = sign;


46 ci++;


47 }


48 tm = strlen(decT);


49 for (ti = tm - 1; ti > 0; ti--)


50 if (decT[ti] != '0')


51 break;


52 for ( ; ti >= 0; ti--, ci++)


53 decC[ci] = decT[ti];


54 decC[ci] = '\0';


55 }


符号が－の場合、添字０


に符号を格納する
筆算結果の桁数を求める


先頭からの０は省略


筆算の結果を結果の


配列に格納する
結果の文字列の最後のヌル
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① 異符号ならばdecC[０]に－を格納する。


② tiの添字の大きい要素の値をciの添字の小さい要素に格納する。


③ decT[]の要素の内容が空白の場合は未処理にする。従って、最初の数値の要素からdecC


[]の要素に格納されることになる。


小数の計算プログラム


① for文の繰り返しの処理中に小数点を格納した要素(aiまたはbi)が現れると、ap＝ai＋


１、bp＝bi＋１を計算して、小数１桁の要素番号を求め、乗算結果の小数点位置の計算に


利用する。


② ap、bpを求めた際、小数点位置を飛ばした次のdecA[]、decB[]を求めるために、それぞ


れai--、bi--の処理を行う。


③ 小数の配列への格納は添字の小さい方から、小数１桁目、小数２桁目、…、と順次格納


する。従って、乗算は添字の大きい方から実行されることになる。


変数ai、biを小数点を格納する配列decA[]、decB[]の添字とし、am、bmを配列decA[]、配


列decB[]の大きさ、bp＝bi＋１、ap＝ai＋１とすると、被乗数、乗数の小数の桁数が分かる


と、両者の桁数の和から計算結果の小数の桁数を次の式から求めることができる。


(am - 2 - ai) + (bm - 2 - bi) + 1 = (am - ap -1) + (bm - bp - 1) + 1


20 /*** 乗算 ***/


21 for (bi = bm - 1; bi >= b1; bi--) {


if (decB[bi] == '.'){


bp = bi + 1;


bi--;


}


22 for (ai = am - 1; ai >= a1; ai--, ti++) {


if (decA[ai] == '.'){


ap = ai + 1;


ai--;


}


23 wk = (decA[ai] - '0') * (decB[bi] - '0') + carry;


24 carry = wk / 10;


25 wk %= 10;


26 if (decT[ti] != '\0') {


27 wk += (decT[ti] - '0');


28 if (wk > 9) {


29 carry++;


30 wk %= 10;


31 }


32 }


33 decT[ti] = wk + '0';


34 }


35 if (carry > 0) {


36 decT[ti] = carry + '0';


37 carry = 0;


38 }


39 shift++;


40 ti = shift;


41 }


42


文字型を整数型に変換


し桁内の乗算を実行


乗数の桁数繰り返す


被乗数の桁数繰り返す


桁上がりの計算


桁内の計算


前の計算結果の加算


筆算過程の計算
加算結果の桁上がりお


よび桁内の計算


整数型を文字型に変換し格納


最上位桁に桁上がりが


発生した場合の処理


乗数の桁を１桁上位に移動


小数１位の位置


apを求める


小数１位の位置


bpを求める
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= am - ap + bm - bp -1


小数計算の結果の格納処理プログラム


設問１


①は同符号の乗算であるから符号は＋である。処理結果はdecCの添字０から数値が格納さ


れる。格納結果はdecCの添字の０から４９２となる。


②は異符号であるから、decC[０]は－となり、数値は添字の１から格納される。


１２３


０４


４９２


０００


０４９２


２段目の乗数は０であるから、最上位のcarry＝０となり、４９行目から５１行目の処理


でdevT[]＝０の場合、配列decC[]への格納は実行されないため、添字１から数値４９２が格


納され、－４９２となる。


従って、①は４９２、②は－４９２となり、求める答えはエとなる。


設問２


２９行目の計算は、２段目以降の計算で以前に求めた同じ添字のdecT[]の値と加算したと


きにcarry の値が２桁になり、桁上がりの値が１加算される場合である。


２３４


５６


１４０４


１１７０


１３１０４


43 /*** decC[] に格納 ***/


44 if (sign == '-') {


45 decC[0] = sign;


46 ci++;


47 }


48 tm = strlen(decT);


tp = (am - ap) + (bm - bp) - 1


49 for (ti = tm - 1; ti > tp + 1; ti--)


50 if (decT[ti] != '0')


51 break;


52 for ( ; ti >= 0; ti--, ci++){


if (ti == tp)


decC[ci++] = '.';


53 decC[ci++] = decT[ti];


54 }


55 decC[ci] = '\0';


符号が－の場合、添字０


に符号を格納する
筆算結果の桁数を求める


先頭からの０は省略


筆算の結果を結果の


配列に格納する結果の文字列の最後のヌル


演算結果の小数点位置


に小数点を格納する


小数点位置を求める


先頭から０の間はディ


クリメンとを繰り返す
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上記の計算で４＋７＝１１のなる場合であるから１回である。求める答えはイである。


設問３


、乗数decB[]の小数１位の添字を決める処理である。配列decBの小数点の添字に１ａは


を加えるとbpを求めることができる。乗算は配列decB[]の添字の大きい方から実行し、bi--


のデクリメントを進めながら、decB[]の要素が小数点になった添字bi＋１でbpを求め、その


次の演算対象となる配列decB[]の要素番号にbi--で移る。ａの答はbi--となり、求める答は


カとなる。


、配列decA[]に対して同様の処理を行い、ai--のデクリメントを進めながら、要素ｂは


が小数点になった添字ai＋１でapを求め、その次の演算対象となる配列decA[]の要素番号に


ai--で移る。ｂの答はai--となり、求める答えはイとなる。


それぞれの小数点の添字は、am - ap - 1、bm - bp - 1となる。


、配列decT[]の小数点が格納される添字であるから、乗算結果の小数点の位置は次ｃは


のようになる。


tp = (am - ap) + (bm - bp) - 1


ｃの求める答えはウとなる。


、乗算結果の配列decTの最初の対象要素を決める問題であるから、要素の内容が空ｄは


白でないか、小数点を格納した添字の次の添字の要素の内容は空白でないから、tp + 1の添


字より小さい要素は空白でないことになる。従って、tm - 1からti > tp + 1 の間は要素の


、 。内容が空白かどうかの評価を行う必要があるが tp + 1以降は空白は存在しないことになる


従って、ｄの答はti > tp + 1となり、求める答えはウとなる。


１ ２ ． ３ ４


５ ． ６ ７ \0


\0


1 2 3 4 5


decA


decB


0


am＝６


ap


bm＝５


bp


am - ap - 1


bm - bp - 1


0


1 2 3 4


9


decT


8 7 6 5 4 3 2 1 0


\0.


tp


tp =(am - ap) + (bm - bp) - 1
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問110014解説
◆解答


設問１ イ


設問２ ア、ウ


設問３ オ


設問４ ア


◆解説


「モグラたたき」に関するゲームの問題である。


、１６×１６の升目の中のＸ座標、Ｙ座標に関して０～１５の数値を乱数モグラの発生は


で発生させて決める。発生したモグラは一定時間経過するかヒットされると消える。


、３８４×３８４の座標で決まるマウスのクリックポイントと升目モグラへのヒットは


との対応できまる。モグラが発生している升目の中をヒットできれば一定の点数が加点され、


クリックしてもヒットしなければ減点される仕組みになっている。


ゲームが開始されると時間が刻々刻まれる。


モグラが発生すると発生したときの時刻が升目の状態に確保され、時間の経過と共にその差


が刻々計算され、一定値を越えると発生したモグラは消えていく。


プログラムの構成


① １６×１６の升目を初期化する部分


② 升目の中のピクセルをHIT で初期化する部分


③ 乱数を利用してモグラの発生する升目を決定する部分


④ マウスでヒットした升目を検出し、モグラの発生した升目との照合を行い、一致した場


合には得点を加算し、発生したモグラを消去する部分


⑤ 一定時間を経過後、モグラを消去する部分


⑥ ゲーム結果を表示する部分
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モグラの発生からモグラの消去までのプログラム


設問１


時刻の刻みは０～２９９９までで、２００で割り切れる回数発生することになる。その回


数は０、２００、４００、…、２８００の計１５回である。求める答えはイとなる。


設問２


のMGNCNTを２００から４００にすると、モグラの発生回数は１／２になるため、得点ア


が得難くなる。得やすくなるは誤りである。


のDSPCNTを２００から４００にすると、モグラの滞在する時間が長くなり、ヒットしイ


やすくなるため得点は得やすくなる。正しい。


は、表示回数の増減はMGNCNTの値で決まり、モグラの滞在時間はDSPCNTの値で決まるウ


ため、両者の間には必ずしも関係あるとは言えない。誤りである。


は、発生してからの時間の経過がDSPCNT以内にゲームが終了すると表示された状態にエ


なる。正しい。


は、モグラが表示されていないところをクリックすると減点されるため影響がある。オ


25 for ( gcnt = 0; gcnt < STOP; gcnt++ ) {


26 if ( gcnt % MGNCNT == 0 ) {


27 ix = rand16();


28 iy = rand16();


29 if ( mg[ix][iy].flg == OFF ) {


30 mg[ix][iy].flg = ON;


31 mg[ix][iy].st = gcnt;


32 mogura( "open", ix, iy );


33 }


34 }


35 mflg = sense( &gx, &gy );


36 if ( mflg == ON ) {


37 if ( mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].flg == ON &&


38 hitck[gx%BLKSZ][gy%BLKSZ] == HIT ) {


39 hitpt += 10;


40 mogura( "hit", gx/BLKSZ, gy/BLKSZ );


41 mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].flg = OFF;


42 mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].st = 0;


43 }


44 else hitpt--;


45 }


46 for ( ix = O; ix < CMAX; ix++ ) {


47 for ( iy = 0; iy < CMAX; iy++ )


48 if ( mg[ix][iy].flg == ON ) {


49 if ((gcnt - mg[ix][iy].st) > DSPCNT) {


50 mg[ix][iy].flg = OFF;


51 mg[ix][iy].st = 0;


52 mogura( "close", ix, iy );


53 }


54 }


55 }


56 }


制限時間内ゲームを繰返す


モグラの発生


発生時間の設定


マウスのクリック


座標の検出
モグラの出現とマウスの


クリックブロックの照合


モグラのヒ


ット処理


モグラの発生


後一定時間経


過で消滅処理


発生時間から


の経過時間







- 3 -


正しい。


以上の結果から、正しくない求める答えはア、ウである。


設問３


見逃したモグラはモグラが消える時点でカウントされる。従って、プログラムの５２行の


直後にscnt++を追加すればよい。求める答えはオとなる。


設問４


これまでの検討では、hitckは２４×２４の升目のどの位置をクリックしてもヒットにな


ったが、追加のプログラムでOFF で示される部分をクリックしてもヒットにならない。OFF


になったのは升目の４隅の３角形の部分である。求める答えはアとなる。
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問110015解説
◆解答


設問１ イ


設問２ ウ


設問３ ａ ア ｂ ウ


設問４ エ


◆解説


始点と終点、２つの中間点を与えて自由曲線を描く問題である。


利用する関数は、DrawCurve()、MoveTo()、LineTo()、CmpLine()である。


関数の機能


① MoveTo()は始点を決める関数である。


② LineTo()は直線を描画する関数である。


③ CmpLine()は作図開始を評価する関数である。


作図の要領


① 任意の２点を与えて、その２点の間に２つの中間点を設定する。


② ３つの線分について評価し、すべての線分の長さが評価基準の長さ以内になれば作図を


開始する。


③ すべての線分が評価基準内でなければ、再びそれぞれの中点をとり、始点から最初の中


、 、 、 、点 次の線分の中点 更に次の線分の中点 最後の中点から終点までの４つの線分に分け


更に、中央の２つの線分について中点を求め、６つの線分に対して、３つの線分の２グル


ープを作成し、再帰処理を行う。


問題を解く上での重要なポイント


① 再帰の考え方の利用


② 中点を求める計算式


再帰の考え方


は、プログラムの中から自分自身を呼び出すことを言う。自分自身を定義するリカーシブ


のに自分自身よりも１次低い集合を用いる。その部分集合はより低次の部分定義を用いて定義


することを繰り返して表現する。


PS


P1


P2


PE


PC1


PC2
PC3


PC4


PC5
PC6


DrawCurve()


DrawCurve()
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手続きの内部で再び自分自身を呼び出すことを という。再帰呼出には再帰からの再帰呼出


脱出口がなければならない。脱出口がない場合、再帰呼出は永遠に続くことになる。


再帰呼出を行うときは、呼んだ自分自身から制御が戻ってきたときに、前の状態で引き続き


実行できるように、実行アドレスや引数、使用していた変数などの情報を保管しておく。その


ための保管領域として、後入れ先出しの特徴を持つスタックを使用する。


中点の求め方


２点Ｐ(ｐｘ，ｐｙ)、Ｑ(ｑｘ，ｑｙ)の中点Ｍ(ｍｘ，ｍｙ)の座標は次の式で求める。


ｍｘ＝(ｐｘ＋ｑｘ)／２


ｍｙ＝(ｐｙ＋ｑｙ)／２


void DrawCurve( int sx,int sy,int xl,int yl,int x2,int y2,int ex,int ey,int len )


{


int p1x, p1y, p2x, p2y, p3x, p3y ;


int p4x, p4y, p5x, p5y, p6x, p6y ;


if ( CmpLine( sx,sy,x1,y1,len ) &&


CmpLine( x1,y1,x2,y2,len ) &&


CmpLine( x2,y2,ex,ey,len ) ) {


MoveTo( sx,sy ) ; LineTo( x1,y1 ) ;


LineTo( x2,y2 ) ; LineTo( ex,ey ) ;


return ;


}


plx = ( sx + xl ) / 2 ; ply = ( sy + yl ) / 2 ;


p2x = ( xl + x2 ) / 2 ; p2y = ( yl + y2 ) / 2 ;


p3x = ( x2 + ex ) / 2 ; p3y = ( y2 + ey ) / 2 ;


p4x = ( plx + p2x ) / 2 ; p4y = ( ply + p2y ) / 2 ;


p5x = ( p2x + p3x ) / 2 ; p5y = ( p2y + p3y ) / 2 ;


p6x = ( p4x + p5x ) / 2 ; p6y = ( p4y + p5y ) / 2 ;


DrawCurve( sx, sy, plx, ply, p4x, p4y, p6x, p6y, len ) ;


DrawCurve( p6x, p6y, p5x, p5y, p3x, p3y, ex, ey, len ) ;


return ;


}


int CmpLine( int xs, int ys, int xe, int ye, int len )


{


int len1 = xe - xs ;


int len2 = ye - ys ;


if ( len1 < 0 ) len1 = -len1 ;


if ( len2 < 0 ) len2 = -len2 ;


if ( ( len1 < len ) && ( len2 < len ) )


return 1 ;


return 0 ;


}


２点間の直線を描く条件


直線を描く操作


２点間の中点を求める


再帰呼び出し


収束条件の評価


２点間のＸ、Ｙ座標の


距離の計算


すべての２点間の距離が条件lenよりも小


さくなると直線を描き、再帰から脱出する







- 3 -


設問１


線分の中点を利用して多角形を作図するプロセスの問題であり、３線分から４線分、４線


分から６線分になる作図である。


、p6の点の設定が正しくない。アは


、正しい。求める答えはイである。イは


、p6の中点の取り方が誤っている。ウは


、p4、p5の中点の取り方が問題で、誤っている。エは


設問２


作図開始の評価法の問題である。


、 、 。関数CmpLine の内容から考えると len1 < len len2 < lenが同時に成り立つ条件である


len1、len2はＸ軸、Ｙ軸方向の長さであり、その長さが評価値len よりも同時に短い場合


であるから、図に示すように、len1 ＋len2 ＜len となり、線分の長さがlen を一辺とする２ ２ ２


正方形の中にあることになる。求める答えはウとなる。


、線分は評価値より長くなるであるから誤りである。アは


、Ｘ軸、Ｙ軸の値がlen より短いのであって線分は必ずしもlen よりも短いとは言イは


えない。誤りである。


、どれか１本の条件で成立つているため、誤りである。すべての条件が真エ、オ、カは


の場合に成立する。


設問３


ア、イは、途中に変曲点があり、ウ、エに比較して２倍以上の作図回数が必要になる。


Lf


Lf


ＸＹ成分の長さがＬｆ


より小さくても線分Ｌ


はLfより大きくなる。


Ｌ


点線は正方形


Lx < Lf


Ly < Lf


L
2
= Lx


2
+ Ly


2


線分Ｌが一辺Lfの正


方形の中に存在する
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ア、イを比較すると、線分の長さが長い文だけアの作図回数が増加する。


は、アである。求める答えはアとなる。ａ


は、基準値が大きくなるため作図の回数は減少する。 の求める答えはウである。ｂ ｂ


設問４


最初の中間点はＸが増加、Ｙが減少、２番目の中間点はＸが減少、Ｙが増加である。


、最初の中間点のＸＹ共に増加している。アは


、最初の中間点のＸＹ共に減少している。イは


、最初の中間点、２番目の中間点共にＹが変化していない。ウは


、最初の中間点はＸが増加、Ｙが減少、２番目の中間点はＸが減少、Ｙが増加であエは


る。求める答えはエである。
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問110016解説
◆解答


設問１ ア


設問２ イ


設問３ ア


設問４ イ


◆解説


２次元配列を利用した迷路に関する問題である。


迷路の関数のメソッド


① 進路に向かって右隣の升をチェックして、升のデータがROADまたはEXITで進行可能なら


ば、進行方向を右に９０度回転し進行する。この場合のチェックする升は、回転後の進行


方向の次の升である。進行方向の修正のために、(dir + 1) % 4 の演算処理が行われ、右


に９０度方向変換する。(dir + 1) % 4 は余りを求める演算で、４方向のうち余りが１で


あり、進行方向に対して右に９０度回転させた方向になる。


21 if ( (rcheck() == ROAD ) ||


22 (rcheck() == EXIT ) ) {


23 dir = ( dir+1 ) % 4;


24 go();


25 }


33 int rcheck()


34 {


35 if ( dir == UP ) return M[y][x+l];


36 else if ( dir == RIGHT ) return M[y+1][x];


37 else if ( dir == DOWN ) return M[y][x-1];


20 while ( M[y][x] != EXIT ) {


21 if ( (rcheck() == ROAD ) ||


22 (rcheck() == EXIT ) ) {


23 dir = ( dir+1 ) % 4;


24 go();


25 }


26 else if ( (fcheck() == ROAD ) ||


27 (fcheck() == EXIT ) ) go();


28 else dir = ( dir+3 ) % 4;


29 }


出口になるまで次


の操作を繰返す


進路を右に９０度


回転、壁でなけれ


ば前に進む


左に９０度回転


右に９０度回転


進行方向が壁でな


ければ前に進む
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38 else return M[y-1][x];


39 }


② そのまま進行方向の次の升をチェックし、升のデータがROADまたはEXITで進行可能なら


ば直進する。


26 else if ( (fcheck() == ROAD ) ||


27 (fcheck() == EXIT ) ) go();


28 else dir = ( dir+3 ) % 4;


29 }


41 int fcheck( )


42 {


43 if ( dir == UP ) return M[y-1][x];


44 else if ( dir == RIGHT ) return M[y][x+1];


45 else if ( dir == DOWN ) return M[y+1][x];


46 else return M[y][x-1];


47 }


③ 進路を左に９０度回転し、進行方向を修正する。進行方向の修正のために、(dir + 3)


% 4 の演算処理が行われる。この場合は進行方向のみの修正である。(dir + 3) % 4 の演


算結果は３となり、左に９０度回転させた方向になる。


①、②、③のチェック要領


① ①→②→③の順にチェックする。


② ①、②の場合はチェックの対象の升がROADまたはEXITならば、そのままgoの動作を実行


する。


③ ③の場合は進行方向のみを修正する。


使用されている関数の機能


●


rcheck()の場合の調査位置


●現在位置


ＵＰの場合の調査位置


ＬＥＦＴの場合の調査位置


ＲＩＧＨＴの場合の調査位置


ＤＯＷＮの場合の調査位置
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① は、進行方向に対して右に９０度回転した方向を新しい進行方向とし、そのrcheck()


次の升をを調査対象としてその升の値を戻り値とする。従って、進行方向がUP、RIGHT、D


OWN、LEFTの場合の調査点は次の図の升になる。


② は、進行方向の次の升の座標を示す。fcheck()


③ は、進行方向の次の升に１つだけ進む。go()


設問１


問題の図２で与えられた①～⑧の各点で、rcheck、fcheck、(dir % 4) の処理を実行し、


進行方向の確認および升の進行を実行する。


①～⑧の各点での処理結果


① down方向のrcheckはwall、down方向のfcheckはroadで、②まで進む。


② down方向のrcheckはwall、down方向のfcheckはwall、dir + 3 = 5 となり、5 % 4 =


1 となり、right に方向を変える。


right 方向のrcheckはwall、right 方向のfcheckはwall、dir + 3 = 4 となり、4 %


4 = 0 となり、upに方向を変える。


up方向のrcheckはwall、up方向のfcheckはroadで、①まで進む。


① up方向のrcheckはroadで、方向をright に変えて③まで進む。


③ right 方向のrcheckはroadで、方向をdownに変えて⑤まで進む。


⑤ そのまま⑥まで進む。


⑥ 方向をdown、right と順次方向を変えて、⑤まで進む。


⑤ up方向のrcheckはroadで、方向をright に変えて⑦まで進む。


⑦ そのままexitまで進む。


従って、道筋は始点→①→②→①→③→⑤→⑥→⑤→⑦→終点となり、求める答えはアと


なる。


設問２


①～④の動作方向を検討


① down方向のrcheckはwall、down方向のfcheckはroadで、直進し②まで進む。


●


fcheck()の場合の調査位置


●現在位置


ＲＩＧＨＴの場合の調査位置


ＵＰの場合の調査位置


ＤＯＷＮの場合の調査位置


ＬＥＦＴの場合の調査位置
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② down方向のrcheckはwall、down方向のfcheckはwall、dir + 3 = 5 となり、5 % 4 =


1 となり、左に９０度回転してright に方向を変わる。


right 方向のrcheckはwall、right 方向のfcheckはroadで、直進し③まで進む。


③ right 方向のrcheckはwall、right 方向のfcheckはwall、左に９０度回転してupに方


向を変える。


right 方向のrcheckはwall、right 方向のfcheckはroadで、直進し④まで進む。


④ up方向のrcheckはwall、up方向のfcheckはwall、左に９０度回転してleftに方向を変


える。


right 方向のrcheckはwall、right 方向のfcheckはroadで、直進し①まで進む。


① left方向のrcheckは始点、left方向のfcheckはwall、downに方向を変える。


、 、 。 。従って ①→②→③→④→①の順に道筋をとり 無限に繰り返す 求める答えはイとなる


設問３


道筋を表示するためのprintf()の挿入位置を検討する設問である。


ア、イ、ウについての検討


、始点の表示、途中の道筋、終点の表示すべてが表示可能である。アは


、rcheck前の位置は表示可能であるが、fcheck前の位置の表示ができない。イの場合は


、方向を変える前の位置は表示できるが、rcheck、fcheck前の位置が表示でウの場合は


きない。


求める答えはアとなる。


設問４


rcheckをlcheckに変更することは、右回転を左回転に変更することであり、それに伴って


dir の方向を変える必要がある。また、③の処理のdir = (dir + 3) % 4 の処理に伴う回転


方向も逆にする方がよい。


従って、２３行目のdir = (dir + 1) % 4 をdir = (dir + 3) % 4 に変更し、２８行目の


dir = (dir + 3) % 4 をdir = (dir + 1) % 4 に変更する。求める答えはイとなる。
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問110017解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ オ ｃ イ ｄ ウ


◆解説


バイナリデータをテキストデータに変換する問題である。


バイナリデータをアルファベットの大文字、小文字５２文字、０～９の数字１０文字、その


他の文字２文字の計６４文字の６ビット符号に置き換えて、テキストデータとして送受信する


場合の変換に関する処理である。


この問題は送られてきたテキストデータを元のバイナリデータに変換するプロセスである。


バイナリデータをテキストデータに変換する場合、２４ビットのバイナリデータを６ビット


の符号系に４分割し、８ビットの４文字として転送する。従って、送られてきたテキストデー


タから元のバイナリデータを復元するには、ダミーの２ビットを除外し、６ビット４文字を先


頭から順次８ビット３符号に編成し直すことになる。


テキストデータからバイナリデータへの変換要領


① 最初の文字８ビットの先頭の２ビットをダミービットとして除外する。


② 残りの６ビットを変換後の第１符号の６ビットとして使用する。


③ ２番目の文字の先頭の２ビットをダミービットとして除外する。


④ 残り６ビットのうち先頭の２ビットを第１符号の残り２ビットとして使用する。


⑤ ２番目の文字の残り４ビットを第２符号の先頭の４ビットとして使用する。


⑥ ３番目の文字の先頭の２ビットをダミービットとして除外する。


⑦ 残り６ビットのうち先頭の４ビットを第２符号の残りの４ビットとして使用する。


⑧ ３番目の文字の残り２ビットを第３符号の先頭の２ビットとして使用する。


⑨ ４番目の文字の先頭の２ビットをダミービットとして除外する。


⑩ 残り６ビットを第３符号の残りの６ビットとして使用する。


⑪ 以上の操作で、８ビットの３符号、計２４ビットのバイナリデータが求まる。


⑫ これらの操作をテキストデータが存在する限り、繰り返して実行すれば、テキストデー


タを元のバイナリデータに変換できる。


受信したテキストデータ


変換後のバイナリーデータ


青色の部分はダミー部分で除外する


ダミー部分を除外する
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テキストデータをバイナリデータに変換するため、論理シフト、桁別論理和の演算が利用さ


れている。


４文字から３文字への置換要領


① 最初の８ビットを左に２ビット論理シフトする。(ダミービットを除く)


２ ００１１０１１０ → １１０１１０００


② 次の２番目の８ビットを右に４ビット論理シフトする。(有効ビットの最初の２ビット


を利用する)


Ｓ ０００１００１０ → ０００００００１


③ ①②で求めた８ビットの桁単位の論理和を求め、最初の８ビットとする。


１１０１１０００ (①で求めたビットパターン)


０００００００１ (②で求めたビットパターン)


１１０１１００１ (桁単位の論理和の結果)


④ ２番目の８ビットを左に４ビット論理シフトする。(②で使用した残りのビットを使用


する)


Ｓ ０００１００１０ → ００１０００００


⑤ ３番目の８ビットを右に２ビット論理シフトする。(３番目の有効ビット４ビット分を


利用する)


ｈ ００１００００１ → ００００１０００


⑥ ④⑤で求めた８ビットの桁単位の論理和を求め、２番目の８ビットとする。


００１０００００ (④で求めたビットパターン)


００００１０００ (⑤で求めたビットパターン)


００１０１０００ (桁単位の論理和の結果)


⑦ ３番目の８ビットを左に６ビット論理シフトする。


ｈ ００１００００１ → ０１００００００


⑧ ⑦で求めた８ビットと４番目の８ビットの桁単位の論理和を求め、３番目の８ビットと


する。


０１００００００ (⑦で求めたビットパターン)


ｕ ００１０１１１０ (４番目のビットパターン)


０１１０１１１０ (桁単位の論理和の結果)


⑨ tchのビットパターンを８ビット左にシフトして００００００００で初期化する。
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以上の内容とプログラムの関係づけ


①の部分は、pch = tch << 2; tch を左に２ビットシフトする。


②、⑤の部分は、pch |= tch >> (8 - s);の下線の部分で、tch を右に８－ｓビットシフ


トする。ｓの値が４、６、８と変化すると、シフト量は４、２、０と変化する。


④、⑦の部分は、pch = tch << s; tch をｓビット左にシフトする。


、 、 、 、⑨の部分は pch = tch << s;のｓの値が８となり tchを８ビット左にシフトして tch


pchの値を初期化する。


③、⑥、⑧は、pch |= tch << (8 - s);の下線の部分で、pch とシフト後のtch の桁別論


理和を求める。


プログラムの本体処理部分の構成


① テキスト文字のビットパターンに変換


② 論理シフトの実行


③ 桁別論理和をテキスト文字４文字単位に実行


④ ２４ビットのバイナリデータに変換


プログラムの処理手順


① 入出力ファイルを開き、実行形式のファイルのサイズを変数psizに読み込む。


② 読み込んだ文字列がある間、③～⑪の処理を繰り返す。


③ tbufのサイズに相当する(sizeof(tbuf)でtbufのサイズを決定)文字列を入力ファイルか


らtbufに読み込み、tbufの文字列操作変数ｐを０で初期化する。


、 、④ ｐの値が１行の最大文字数(６０バイト)より小さいか 入力した文字列がなくなるまで


⑤～⑪の処理を繰り返す。


⑤ tbufのｐ番目の文字と配列chtblの文字列を比較して、配列chtblの要素番号を特定し、


fscanf(ifp,"%ld\n", a );


while( b ) {


fgets(tbuf, sizeof(tbuf) , ifp);


p = O;


while(p < LLENG && b ) {


tch = strchr(chtbl, tbuf[ c ]) - chtbl;


pch = tch << 2;


for (s = 4; s < 9 && b ; s += 2) {


tch = strchr(chtbl, tbuf[ c ]) - chtbl;


pch d tch >> (8 - s);


fputc(pch, ofp);


psiz--;


pch = tch << s;


}


}


}


ifpの文字列から、tbufの大きさの


文字列をtbufに読み込む


ifpの文字列の先頭アドレスを得るifpの文字列がある限り繰返す。


tbufに文字列があ


る限り繰返す
tbufのｐ番目の文字１


バイトをtchに格納ダミーの除去


tbufのｐ＋１番目の文


字をtchに格納


tchを右に８－ｓビットシフトし


て、pchとの桁別論理和を求める


pchを出力ファイ


ルに格納する
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、 、 。その後 ｐのインクリメントを実行し 取り出した１バイトの文字を変数tchに格納する


⑥ 変数tchのビットパターンを２ビット左にシフトして、変数pchに格納する。(最初の８


ビットのダミー部を除く)


⑦ 変数ｓの初期値を４として、ｓ＜９かつpsiz＞０の間、⑧～⑪の処理を繰り返す。


⑧ tbufのｐ番目の文字と配列chtblの文字列を比較して、配列chtblの要素番号を特定し、


、 、 。その後 ｐのインクリメントを実行し 取り出した１バイトの文字を変数tchに格納する


⑨ 変数tchのビットパターンを右に(８－ｓ)ビットシフトして、その結果と変数pchのビッ


トパターンとのビット単位の論理和を求め、変数pchに格納する。


⑩ ⑨で求めたビットパターンを出力ファイルに出力する。(fputc(pch,ofp)の処理)


⑪ 文字列の大きさpsizをデクリメントし、変数tchのビットパターンを左にｓビットシフ


トして変数pchに格納し、処理⑦に戻る。


プログラムの中で使用されている配列、変数の内容


① 配列chtbl[] は６４種類の基準文字を格納した配列


② pch はシフト演算、論理演算結果の変数


③ tch はテキスト文字をコード化した変数、１バイトのビットパターン


使用されている関数


① 関数fscanf(*fp,char *format,list)


fpが指定する位置からフォーマットした文字列や数字をlistに読み込む。


② 関数fgets(char *s,int n,FILE *fp)


fpが指定する位置から文字列をｓに読み込む。読み込む条件は、ｎ文字目または改行、


ファイルの終わりのいずれかの条件を満たすまでである。


③ sizeof(tbuf)


tbufのバイト数を求める演算子で、関数と同様な働きをする。


④ 関数strchr(char *s,int c)


ｓの文字列の中からｃという文字が最初に現れる位置を探す関数である。テキスト文字


列の配列(chtbl)を利用してtbufの文字列の１文字を配列の要素と対応させて、８ビット


のビットパターンに置き換える関数である。


chtblは配列の先頭位置であり tch = strchr(chtbl,tbuf[p++]) - chtbhl;は tbuf[p]、 、


に対応するchtbl上の１文字の位置、配列chtbl の添字番号に相当する文字のビットパタ


ーンを表すことになる。ビットパターンを抽出後、変数ｐはインクリメントされる。


⑤ 関数fput(int c,FILE *fp)


fpで指定された位置に変数ｃを書き込み、ファイルポインタを次に進める関数である。


従って、fput(pch,ofp)は出力ファイルofpに変数pchの内容を書き込んでポインタを次に


進める。
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Ｃ言語の演算子


Ｃ言語では、論理演算子は、論理積 && 、論理和 || で表すが、ビット単位の論理演算お


よび代入演算子は、論理積 & 、&= 、論理和 | 、|= 、排他的論理和 ^ 、^=を用いる。シ


フト演算子は、左シフトに、<<、<<= 、右シフトに、>>、>>= を用いる。


設問


、テキストファイルifpから文字列を読み取る標準関数fscanf()の変数の値で、文字ａは


列の先頭アドレスを求める。答えは&psizで、求める答えはイとなる。


、読み込み文字列にテキスト文字が存在する間、即ち、psiz＞０である間、テキスｂは


ト文字の処理を繰り返す。従って、ｂの求める答えはオである。


、tbufに読み込んだ文字列を１文字づつ８ビットのビットパターンに変換する処理ｃは


で、配列chtbl を利用して処理する。ｃの求める答えはイとなる。


、ビット単位の論理和演算であり、 |= の記号が桁別論理和の演算結果を表すものｄは


であるから、ｄの求める答えはウとなる。アは等号、イは桁別論理積、エは否定を表す。
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問110018解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ア


設問３ ウ


設問４ イ


◆解説


圧電素子センサの温度補正係数を求める問題である。


圧電素子センサの出力値は温度によって変化する。この出力値を温度変化に対応して補正す


るための係数を求める問題である。実験によって、０℃の時の出力値を１.００としたときの


各温度の補正値を７点求め、この結果を利用して補正係数を求めるプログラムを作成する。


温度とセンサ出力値比率の対比図


データは構造体の配列Curve[]で与えられる。関数SetupCurve、GetKvalue への構造体の引


き渡しはポインタを利用している。


使用している関数


① 関数SetupCurve()は、初期化する関数で、単位温度の変化に対するセンサ出力値比率の


変化を測定点間で求めている。すなわち、温度変化１℃に対するセンサ出力値比率の変化


を求めている。


② 関数GetKvalue() は温度補正係数Ｋを求める関数である。


温度(℃)


セ
ン
サ
出
力
値
比
率


1.00


0.0


2.00


0-30 30
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温度補正係数Ｋの求め方の基本的な考え方


① 二分探索法の考え方を利用して、与えられた７つの定点と測定点の値が一致すれば、そ


の定点の測定値を使用して、温度補正係数Ｋを求める。


② 測定点が定点に一致しない場合は、③の考え方を使用して線形補間を行う。


④ 線形補間は測定点が二分探索法の中央の値より大きく、中央の値よりも大きい次の定点


の値よりも小さい状態になるとその間の１度当たりの増分値を使用して補間する。


温度補正係数Ｋの求め方


① 全測定点の範囲の中点に相当する測定点を求める。


② 与えられた温度が中点の温度よりも高い場合は、中点の高温側の１／２の範囲で新しい


float GetKvalue( int Temp, CURVE *p, int Points )


{


int i, j, n;


i = 0 ; j = Points - 1;


if(( Temp < p->Temp ) || ( Temp > (p+j)->Temp ))


return 0.0 ; /* 温度が範囲外のときは 0.0 を返す */


while( 1 ){


n = (i + j) / 2;


if( Temp >= (p+n)->Temp ){


if( n >= Points - 1) break;


if( Temp < (p+n+1)->Temp ) break;


i = n+1;


} else j = n ;


}


p += n;


return l.0 / ( p->Ratio + p->Step * ( Temp - p->Temp ));


}


－４０度未満または５０度超は範囲外


２点の中点を求める 温度が中点の温度以上で


範囲外なら中断する


温度が中点の温度以上で右の点


の温度より小さいと中断する


温度が中点の温度以上なら下


限の範囲を中点の右隣にする


温度が中点の温度より低い


と上限を中点にする


求めたｎの値が補


正値の基点になる


0 50-40


ｉ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６


１ ２ ３回数


１２ ３回数


１２３回数


ｎ≧６となり、


繰返しから脱出


temp < (p+n+1)->temp


となり繰返しから脱出


temp < (p+n+1)->temp


となり繰返しから脱出
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中点を求める。


③ 与えられた温度が中点の温度よりも低い場合は、中点の低温側の１／２の範囲で新しい


中点を求める。


④ ②～③の操作を⑤または⑥の条件を満たすまで繰り返す。


⑤ 中点の値ｎが６以上になる。(繰返しから脱出)


⑥ 与えられた温度がｎ＋１の点の温度より小さくなる。(繰返しから脱出)


⑦ 繰返し完了時のｎの値から、ｐ＝ｐ＋ｎを計算する。


⑧ 次の式を用いて補正値を計算する。


１／(p->Ratio + p->Step * (Temp - p->Temp))


設問１


((p+1)->Ratio－p->Ratio)／((p+1)->Temp－p->Temp)の式から、温度区間ごとに温度１℃


あたりのセンサ出力値比率の差分を求めている。求める答えはウとなる。


設問２


出力比率は次のようになっている。


－４０→－２０ ０.０２ －２０→－１０ ０.０２ －１０→０ ０.０


１


０→１０ ０.０１ １０→３０ ０.０２５ ３０→５０ ０.０


０５


アの条件は現象に該当する。イは出力比率は小さくなっており該当しない。ウは出力比率


は上下しない。従って、該当しない。エは限界値を２.０で押さえることがあまり意味がな


い。オの要素間の温度差２℃については明確でない。求める答えはアとなる。


設問３


２分探索法を採用しているため、比較回数はlog Ｎ回となる。求める答えはウとなる。２


設問４


計算式は次のようになる。


Ｋ＝１／(１.１０＋０.０２５×(１６－１０))＝０.８０


求める答えはイとなる。
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問110019解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ａ イ ｂ カ ｃ エ


設問３ ウ、オ


◆解説


階層構造をもつファイル管理表を操作する３つの関数recnam()、recren()、recgen()に関す


る問題である。


、ファイル管理表内のレコードを検索する関数で、ファイ関数のrecnam(char *name)は


ル名またはディレクトリ名を引数として与えて、ファイル管理表内のレコード名と照合し、一


致する名前が存在するとそのアドレスを返す。


、ファイル管理表内のレコード名(*name1)関数recren(char *name1,char *name2)は


を変更後の名前(*name2)に変更する関数である。変更時に２つのファイル名を与え、*name1が


ファイル管理表内に存在しない場合は変更作業を実行しない。また、変更後の名前(*name2)が


ファイル管理表内に存在すると、変更作業を中断する。


、３つの引数をとり、*name1関数recgen(int dtype,char *name1,char *name2) は


は要素番号ｉのファイル名(またはディレクトリ名)、*name2は親のディレクトリ名を表す。


ファイル管理表のｉ番目のレコードの種別が０で、未使用であると、そこにファイル名(ま


たはディレクトリ名)name1の関連のレコードを格納し、name2のディレクトリ名との親レベル


へのリンクを行う。しかし、親のレコードのeptr2が既に登録されていると、そのリンク先の


09 struct DIRLST *recnam( char *name )


10 {


11 int i;


12 for( i = 0; i < DMAX; i++ )


13 if ( lsttbl[i].dtype != 0 )


14 if ( strcmp( lsttbl[i].name, name ) == 0 ) return &lsttbl[i];


15 return NULL;


16 }


管理表のｉ番目にレコード


があると、名前を比較する


名前が一致すると、ｉ番目のレコー


ドの先頭アドレスを返す
名前が一致しないときは、


NULLを返す


17 struct DIRLST *recren( char *name1, char *name2 )


18 {


19 struct DIRLST *cp;


20 cp = recnam( name1 );


21 if ( cp == NULL ) return NULL;


22 if ( recnam( name2 ) != NULL ) return NULL;


23 strcpy( cp->name, name2 );


24 return cp;


25 }


管理表を調べ、


名前があればア


ドレスを返す
管理表にname１がなけれ


ば何もしない


管理表にname２があれば何もしない


name２をcp->nameに複写する
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レコードの同レベルのリンクの空欄のeptr3の位置にname1のレコードのアドレスを格納する。


26 struct DIRLST *recgen( int dtype, char *name1, char *name2 )


27 {


28 struct DIRLST *cp;


29 int i;


30 cp = recnam( name2 );


31 if ( cp == NULL ) return NULL;


32 if (( cp->dtype == 2 ) || (recnam(name1) != NULL )) return NULL;


33 for ( i = 0; i < DMAX; i++ ) {


34 if ( lsttbl[i].dtype == 0 ) {


35 lsttbl[i].dtype = dtype;


36 lsttbl[i].eptrl = cp;


37 lsttbl[i].eptr2 = lsttbl[i].eptr3 = NULL;


38 strcpy( lsttbl[i].name, name1 );


39 if ( cp->eptr2 == NULL ) cp->eptr2 = &lsttbl[i];


40 else {


41 cp = cp->eptr2;


42 while( cp->eptr3 != NULL ) cp = cp->eptr3;


43 cp->eptr3 = &lsttbl[i];


44 }


45 return cp;


46 }


47 }


48 return NULL;


49 }


name２が管理


表になければ


何もしない
name２がファイルまたはname１が


管理表にあると何もしない


name２がディ


レクトリの場


合の処理


未使用領域に記入


name２レコードのポインタ２


かNULLならば、name１レコー


ドのアドレスを格納する


name２レコードのポインタ２がNULLでないな


らば、そのアドレス値をcpに格納し、cpのポ


インタ３がNULLになるレコードを求め、name


１のアドレスを格納する


name2のレコード


name1のレコード


cp->eptr2 = NULLの場合


cp->eptr2 = NULLでないの場合


name2のレコード


name1のレコード


eptr3の空欄のレコー


ドを探しリンクする


dtype eptr1 eptr2 eptr3 namelsttbl[i]


dtype = 0 dtype cp(name2) name1NULL &lsttbl[i]


ファイル名


の格納


同レベルの


リンク


子レベルへ


のリンク


親レベルへ


のリンク
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while(cp->eptr3 != NULL) cp = cp->eptr3;はeptr3の空欄のレコードを探し求める操作で


ある。eptr3 の空欄のレコードが見つかると、そのeptr3 の位置にlsttbl[i] のレコードのア


ドレスを格納しリンクする。


使用されている関数


① strcmp(lsttbl[i].name,name) はファイル管理表のlsttbl[i].nameと引数のnameを比較


している。両者の名前が一致するとlsttbl[i] のアドレスを返している。


② strcpy(cp->name,name2)は、cp->nameのアドレスにname2 のアドレスをコピーする。


strcpy(lsttbl[i].name,name1)は、lsttbl[i].nameのアドレスにname1 のアドレスをコピ


ーする。


Ｃ言語の特徴的な構文


□構造体DIRLSTが用いられている。この構造体は関数、配列、ポインタ変数、構造体の構造


体に用いられている。


□ポインタ変数を活用したリスト構造の探索


□ファイル管理表は、static領域に構造体の配列lsttbl[DMAX]で定義されている。構造体は


dtype,*eptr,*name のメンバーで構成されており、*eptr には構造体が利用されている。


設問１


２０行目のCP = recnam("dir2")の検索で３回、２２行目の recnam("dir3")で４行目は対


象にならないから（dtype = 0）７回となる。従って、合計１０回である。求める答えはウ


となる。


設問２


関数recnamは、名前をキーとするディレクトリまたはファイルの検索である。ファイル管


理表の配列を０～DMAXまで一つずつ調べ、目的のファイル名があれば、そのファイル名を出


力する関数である。求める答えはイとなる。


関数recrenは、ディレクトリまたはファイルの名前を変更するものである。name1 をname


2 で置き換える関数である。求める答えはカとなる。


関数recgenは、name2 のディレクトリの下にname1 のディレクトリまたはファイルを生成


する関数である。求める答えはエとなる。


設問３


のeptr1 にはレコードの配列要素番号ではなく、その要素番号のアドレスが格納されア


ている。


。イのeptr3 は同じディレクトリに含まれるディレクトリまたはファイルを検索している


は、ディレクトリ内に１つのディレクトリ(ｄｌ)があるのみで、その子も同一レベルウ


のディレクトリもファイルもない場合であるから、ポインタ１を除いて、ポインタ２および


ポインタ３はNULLとなる。記述内容は正しい。
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は、ポインタ３で同じディレクトリに含まれるディレクトリまたはファイルをポインエ


、 。タでつないでいるためファイルを削除する場合には ポインタ３に対する処置が必要である


は、未使用レコードを除いて、ポインタ１がNULLになるのは、ルートディレクトリのオ


場合である。記述内容は正しい。


求める答えは、ウ、オとなる。
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問110020解説
◆解答


設問 ａ エ ｂ ウ ｃ キ ｄ オ


◆解説


画像データの画素値の下位ビットに埋め込んだデータをビット操作、論理演算を利用して、


書込み、読み出しを行うプログラムである。


２４ビットある画像データの青の輝度値の下位２ビットに文字列を格納する。


プログラムの二つの関数


① WriteHiddenText


この関数は青の輝度値の下位２ビットに文字列を格納する関数である。


ⓐ 画素値２４ビットと0xfffffcとのビット単位の論理積を求め、埋め込みビットの場所


を特定する。


ⓑ 埋め込みたい２ビットを確保するために格納する文字を右へビットシフトし、0x3と


の論理積によって埋め込みビットを決める。


ⓒ 埋め込む２ビットと前に求めた２４ビットの埋め込みビットパターンとの論理和を求


めることによって、文字列を画像データに埋め込むことができる。


② ReadHiddenText


この関数は画像データに埋め込んだ文字列を復元する関数である。


ⓐ ピクセルの２４ビットを読み取り、下位の８ビットを抽出する。


ⓑ ８ビットの中から埋め込んだ下位の２ビットを抽出し、左にビットシフトして、８ビ


ットのビットパターンの復元する位置を決める。


ⓒ 格納する文字列のポインタPtrの位置に論理和の演算を使用して復元する文字を格納


する。


画像データに文字データを埋め込む手順


① 画像データの１ピクセル分の２４ビットをColor に格納する。


② Color と１６進数のfffffcとの桁別論理積を求める。その結果、画像データの２４ビッ


トの最後の２ビットは00となる。


③ Bit2に埋め込む文字列を格納する。ポインタPtrが示している１文字(８ビット)のビッ


１画素値


赤の輝度値 緑の輝度値 青の輝度値


８ビット ８ビット ８ビット


下位２ビットを利用する。
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トパターンをBit2に格納する。


④ Bit2の文字(８ビット)を１回目は右に６ビット(２回目は４ビット、３回目は２ビット)


シフトする。


⑤ シフトした結果と１６進数の３すなわち２進数の11との桁別論理積を求め、埋め込む２


ビットを抽出する。


⑥ Colorの２４ビットとBit2の桁別論理和を求めて、結果をColor に格納する。


⑦ 求めたColor の結果を座標ｘ，ｙで決まる画素データ２４ビットに格納する。


⑧ Index をインクリメントする。但し、Index が３を越えると、ポインタPtrをインクリ


メントして次の埋め込みの１文字を求めて、Index を０で初期化する。


⑨ 操作回数Cntをディクリメントする。Cntが０以下になると処理を終了する。Cnt＞０な


らば、ｘをインクリメントして、次の画素に２ビット埋め込む操作に移り、①に戻る。


⑩ ｘの１行分の処理が終了する(ｘ＝width)とｙをインクリメントし、再び、ｘ＝０から


の画素に文字の２ビットを格納するために①の操作に戻る。


、 ， 。⑪ 所定の行数の処理が完了すると ｘ ｙの繰り返しから脱出しすべての処理を完了する


ビット操作


① ビットシフト


２進数を２倍するということは、左に１ビットシフトすることであり、２ 倍することｎ


は左にｎビットシフトすることになる。また、１／２倍することは、ビットを右に１ビッ


トシフトすることで、１／２ 倍することは、右にｎビットシフトすることになる。ビッｎ


トを左にｎビットシフトする場合は、a = b << nまたはa <<= nで表し、右にｎビットシ


void WriteHiddenText( unsigned char *Ptr ) /* 文字列の埋め込み */


{


unsigned char Bit2 ;


unsigned long Color ;


int x , y , Cnt , Index = 0 ;


Cnt = a ;


for( y = 0 ; y < Height ; y++ ) {


for( x = 0 ; x < Width ; x++ ) {


Color = GetPixel( x , y ) ;


Color &= 0xfffffc ;


Bit2 = *Ptr ;


Bit2 >>= ( 6 - Index * 2 );


Bit2 &= 0x3 ;


Color |= Bit2 ;


SetPixel( x , y , Color );


Index++ ;


if ( Index > 3 ) {


Ptr++ ; Index = 0 ;


}


Cnt-- ;


if ( Cnt <= 0 ) break ;


}


if ( Cnt <= 0 ) break ;


}


}


ピクセルの２４ビット


colorに格納するcolorとの桁別論


理積を求める


１文字８ビット


を格納する


右に６(４、２、０)


ビットシフトする


下位２ビットの抽出


colorとの桁別


論理和を求める
ピクセルに２ビットを含む


２４ビットを埋め込む


次の２ビットの抽出


次の文字の８ビットに移る


Cntが０になると終了する


Cntが０になると終了する


文字列の長さから操作回数を決める


１文字の処理が終了する


と文字数を１文字減らす
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フトする場合は、a = b >> nまたはa >>= nで表す。


② ビットマスク


あるビットの特定のビットが１か０かを調べるのに用いる。８ビットのビットパターン


で下位４ビットの状態を調べる場合、任意のビットと00001111のビットパターンとの論理


積を求める。


③ ビット演算


ビット演算子


演算子 意味 使用方法 説明


& ビット積(AND) a = b & c ｂとｃのビット積をａに代入する


| ビット和(OR) a = b | c ｂとｃのビット和をａに代入する


^ 排他的論理和(EXOR) a = b ^ c ｂとｃのビット排他的論理和をａに代入する


~ ビットの反転 a ~= b ｂの各ビットを反転したものをａに代入するa


&= ビット積 a &= b ａとｂのビット積をａに代入する


|= ビット和 a |= b ａとｂのビット和をａに代入する


^= 排他的論理和 a ^= b ａとｂのビット排他的論理和をａに代入する


int ReadHiddenText( unsigned char *Ptr ) /* 文字列の復元 */


{


unsigned char Bit2 ;


unsigned long Color ;


int x , y , Cnt = 1, Index = 0 ;


*Ptr = '\0' ;


for( y = 0 ; y < Height ; y++ ) {


for( x = 0 ; x < Width ; x++ ) {


Color = GetPixel( x , y );


Bit2 = ( unsigned char )Color ;


Bit2 &= 0x3 ;


b ;


c ;


if (( Index == 3 ) && ( *Ptr == '\0' ))


return Cnt ;


Index++ ;


if ( Index > 3 ) {


Ptr++ ; d ; Index = 0 ; Cnt++ ;


if ( Cnt > MAXTEXT ) {


*( Ptr - 1 ) = '\0' ;


return MAXTEXT ;


}


}


}


}


return Cnt ;


}


１ピクセル２４ビットを抽出下位８ビットを抽出


下位２ビットを抽出
Bit2を６(４，２、０)


ビット左にシフトする
Bit2と*Ptrの論理和


を求める


*Ptrを空白で初期化する


ポインタのインクリメント 文字数のカウント


復元する文字列の格納


８ビットがNULLになると、処


理を終了し、文字数を戻す


文字数が１０２４文字以上


になると処理を終了する


所定の範囲の処理を終了する


と文字数を戻り値として返す
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画像データから文字列を復元する手順


① Cnt＝１、Index＝０で初期化し、ポインタ変数が示すPtrの位置にヌルを格納し、ｘ＝


０、ｙ＝０の画素から順次次の処理を繰り返す。


② 座標(ｘ，ｙ)のピクセル２４ビットを抽出し、colorに格納する。


、 。③ colorの下位の１バイト分をBit2に格納し ２進数の００１１との桁別論理積を求める


④ ③で求めたビットパターンを１回目は６ビット左にシフトし、２回目は４ビット左にシ


フトし、３回目は２ビット、４回目は０ビットシフトする。


⑤ Ptrと④で求めたビットパターンとの桁別論理和を求める。


⑥ Index＝３で、かつPtrの内容がぬるならば、それ以降に埋め込んだ文字列がないため、


文字列の長さCntを戻り値として返し、処理を終了する。


、 、 、 。⑦ Indexをインクリメントし Index≦３ならば ｘをインクリメントして 処理②に戻る


⑧ Index＞３になると、ポインタPtrを１つ移動して、その位置にヌルを格納し、Indexを


０にし、Cntをインクリメントし、処理②に戻る。


、 、 。⑨ Cntの値がMAXTEXTの値を超えると ポインタを一つ戻して その位置にヌルを格納する


、 、 、 。⑩ ｘの値がwidthに達すると ｙをインクリメントして ｘ＝０として ②の操作に戻る


⑪ ｘ、ｙの与えられた範囲の処理を終了すると、文字列の長さCntを関数の戻り値として


返す。引数Ptrには復元された文字列がCntバイト格納されている。


設問


ａは、操作を２ビット単位に行う文字列に対する操作回数を求めるものである。１文字１


。 、バイトに対して２ビットずつ４回の操作を行う 文字列にはヌルの１バイトが含まれるため


ポインタptr で与えられる文字列の長さにヌルの部分を加算して、全体のビット長さを求め


それを４倍する次の式で必要な操作回数を求めることができる。


( strlen(ptr) + 1 ) * 4


求める答えはエとなる。


ｂは、取り出したデータと00000011のビットパターンとの論理積を求め、その結果を左へ


ビットシフトする操作である。４回の操作のうち、１回目は６ビットシフトし、２回目は４


ビットシフトし、３回目は２ビットシフトする必要があるため、次の式になる。


Bit2 <<= ( 6 - index * 2 )


求める答えはウとなる。


ｃは、１～４回までの結果の論理和を求めて、８ビットの文字に組み立てる処理である。


*ptr |= Bit2


求める答えはキとなる。


ｄは、ポインタ変数をインクリメントした位置に８ビットのヌルを格納する操作であり、


*ptr = '\0'である。求める答えはオとなる。
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問110021解説


◆解答


設問 ａ ア ｂ イ ｃ エ ｄ オ ｅ ウ


◆解説


集計ファイルの１レコードには、受験者個人の受験番号と５０問の問題に対する正誤が１と


０の文字列で格納されている。１が正解、０が誤りである。この処理はこの文字列を読み込ん


で、受験者数と個人の最高正答数、最低正答数、全体の平均正答率、問題別の正答数と正答率


を求めるものである。


プログラムは、次の３つの部分から成り立っている。


① 初期化処理部分、問題別正答数を配列を利用して、加算処理で求めるため、初期化が必


要である。


② 受験者の個人別、問題別の正誤結果を表した文字列を読み込み、正答数の集計処理を行


い、最高正答数、最低正答数の処理を行う。


③ 全体の平均正答率を計算し、試験集計レポートを作成する。


このプログラムで使用されている変数とその内容は次の通りである。


① cbufは正誤の文字列を読み込む配列


② ｐは問題番号－１で配列の添字


③ total は受験者数


④ maxpは最高正解数、minpは最低正解数


for(p = 0; p < QNUM; p++)


a = 0;


fp = fopen( "test-f.dat","r" );


while(fscanf(fp,"%ld%s", b ) != EOF){


total++;


c ;


for(p = 0; p < QNUM; p++)


if( d ){


cpnt++;


good[p]++;


}


if(cpnt > maxp)


maxp = cpnt;


if(cpnt < minp)


minp = cpnt;


tpnt += cpnt;


}


fclose(fp);


問題別正解数の


配列の初期化


各個人の問題別正解のチ


ェックと個人別正解数、


問題別正解数の集計
問題別集計


個人別集計


各問の正解条件


問１～問50の繰り返し
個人別集計の初期化


受験者数


受験番号と正誤結果の文字列


最高正解数


最低正解数


全正解数
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⑤ cpntは個人別の正解数、tpntは全員の正解数


⑥ good[p] は問題別の正解数を格納する配列


⑦ noは受験番号


⑧ avepは全体の正解率、tavepは問題別の正解率


このプログラムの本体処理部分の処理の流れは次のようになっている。


① 集計ファイルから１レコードの受験生番号、試験結果を読み込む。レコードが存在する


限り②～④の処理を繰り返す。


② 受験者数を加算する。total のインクリメント。


、 。 。③ 配列の要素を評価して 正解ならば個人別の正解数に加算する cpntのインクリメント


更に、問題別の正解数good[p] に正解数を加算する。good[p]のインクリメント。


④ １レコードに対する正解数の集計が終了すると、個人の最高正解数、最低正解数、全体


の正解数を求め、次の集計ファイルのレコードを読み込む。


⑤ ②～④の処理が終了すると、全体の正解率を計算する。


⑥ 試験集計レポートを作成し表示する。


⑦ 問題別の正解率を求め表示する。


設問


ａは、問題別の正解数を格納する配列の要素の初期化である。for 文でインクリメントさ


れているから、good[p] = 0 となる。


ｂは、個人別の受験番号と正誤結果の文字列の読取である。受験番号は変数noに、正誤結


果は配列cbuf[]に読み込む。従って、答えは&no、cbufとなる。cbufは、配列の先頭アドレ


スを示し、ポインタ型変数がもつ意味に等しいため＆は不要である。


ｃは、文字列の格納されている配列の要素から正答文字の１を読む毎に正答数を変数cpnt


を利用してカウントする。その結果を蓄積する変数であるから、１受験生のカウントを始め


る前に初期化しておく。従って、cpnt=0である。


ｄは、cbuf[p]=='1'の場合に正解数をカウントする。good[p] は問題別の正解数のカウン


トであるから全受験数の調査が終了するまで初期化しない。


ｅは、問題別の正解率であるから、tavep=good[p]*100/totalで答えはウになる。


avep =(double)tpnt / QNUM * 100.0 / total;


printf(" 試験集計レポート\n\n"


"受験者数：%4d 平均正答率：%6.2f %%\n"


"最高正答数：%2d 最低正答数：%2d\n\n",total, avep, maxp, minp);


for(p = 0; p < QNUM; p++){


tavep = e / total;


printf("問題[%2d] 正答者数：%4d 正答率：%6.2f %%\n",p + 1, good[p], tavep);


}


平均正答率の計算


問題別正答率の計算
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問110022解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ イ


設問３ イ


設問４ ケ


◆解説


チェーン店舗数１９のスーパーマーケットの店舗別時間帯別ＰＯＳデータ集計プログラムに


関する問題である。


プログラムの構成


① 集計対象年と商品コードを入力する部分


② 集計結果を格納する配列kstack[wi][wj]の初期化の部分


③ 単価と数量から販売金額を計算し、商品コード別に店舗別販売時刻別に集計する部分


④ 集計結果を表示する部分


店舗別販売時刻別の集計は二次元配列kstack[][]を利用して行う。配列の添字はＰＯＳデー


タの店コード(wi＜TMAX)、販売時刻(wj＜HMAX)を利用して設定し、所定の配列の要素に加算す


る方法である。


for(wi = 0; wi < TMAX; wi++)


for(wj = 0; wj < HMAX; wj++) kstack[wi][wj] = 0;


で配列の各要素を初期化している。


商品コードの比較はstrncmp 関数を利用して、ＰＯＳデータのshina と入力データのscode


を比較して行っている。


strncmp() 関数は、strncmp(char *s1,char *s2,n)の形で使用し、文字列s1と文字列s2のｎ


文字目までを比較する関数で、s1とs2が一致すれば０を返し、一致しなければ非０を返す。


この場合の使用例では、strncmp(shina,scode,8)となり、ＰＯＳデータから読み込まれた商


品コードshina と入力された商品コードscode とを比較して一致するかどうかを調べている。


一致すれば０の値を返している。


for( wi = 0; wi < TMAX; wi++ )


for( wj = 0; wj < HMAX; wj++ ) kstack[wi][wj] = 0;


fp = fopen( "pos.f","r");


while( fscanf( fp,"%8c %06ld %04d %04d-%02d-%02d %02d:%02d %04d %15c",


shina,&gaku,&kosu,&yyyy,&mm,&dd,&ji,&fun,&stcd,dummy ) != EOF ){


if (( nen == yyyy ) && ( strncmp(shina,scode,8) == 0 ))


kstack[stcd][ji] += gaku * kosu;


}


店別時間別売上額の初期化


ＰＯＳデータの読み取り


店別時間別売上額の計算
二次元配列に格納


調査年と商品コードのチェック
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店舗別販売時間帯別の集計では、入力した対象年nen とＰＯＳデータの販売年yyyyの比較と


ＰＯＳデータから読み込まれた商品コードshina と入力された商品コードscode との比較が一


致すれば、gaku * kosu の計算を行って、kstack[stcd][ji]の配列の要素に加算している。


while の繰り返し条件でＰＯＳデータの１レコードを読み込んで、集計処理を行っている。


配列kstack[stcd][ji]の添字のstcdはＰＯＳデータの店コード、添字のjiはＰＯＳデータの販


売時刻を表している。


二次元配列の定義は、添字の０～TMAX-1、０～HMAX-1の範囲で行っている。しかし、利用の


時刻は、OP_TM ～CL_TM の範囲である。


設問１


チェーン店舗数は１９で、店舗コードはwiで表され、０～１８の範囲が利用されている。


従って、４桁の店舗コードは0000～0018となり、答えはウとなる。


設問２


１つの「＊」は２０００００円に相当するから、次の計算結果から「＊」の数は６個とな


り、答えはイとなる。１２４８５００÷２０００００＝６.２


設問３


指定された年とＰＯＳデータのレコードの年数との比較、および商品コードについてＰＯ


Ｓデータのレコードと入力レコードとの比較は、strncmp 関数で行い、両者が一致したとき


に処理するようになっている。従って、答えはイである。


設問４


終了時刻の変更によって、HMAX = 20 およびCL_TM = 19を変更する必要がある。答えはケ


となる。


fclose( fp );


printf( "*** 商品の時間帯別売上状況 ***\n );


printf( "商品コード = %s 集計対象年 = %4d\n", scode, nen );


printf( "時間帯 売上額 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000\n" );


printf( "------:-------:----+----+----+----+----+----+----+----+----+\n" );


for( wi = 0; wi < TMAX; wi++ ){


printf( "\n 店コード= %04d\n", wi );


for( wj = OP_TM; wj < CL_TM; wj++){


printf( "%02d時台: %06ld:",wj, kstack[wi][wj]/1000 );


for( wk = (int)(kstack[wi][wj]/200000L); wk > 0; wk-- )


printf( "*" ); …………………………………………⑤


printf( "\n" );


｝


｝


表題、見出行の印刷


店コードの印刷


時間、売上額(千円)の印刷


200000円単位に＊を１つ印字する


wkの値が０になる


まで繰り返す
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問110023解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ａ ア ｂ エ ｃ オ ｄ ア


◆解説


湯沸かしポットの時間に対する湯温の変化をシミュレーションするプログラムである。


シミュレーションの操作情報


① 操作コードが１の場合は、湯をポットから取り出す。


② 操作コードが２の場合は、湯温を上昇させる状態になる。


③ 操作コードが３の場合は、ある温度の湯をポットいっぱいに注入する。


④ 操作コードが４の場合はシミュレーションを終了する操作である。


while(1) {


if( evtime == curtime ) {


switch( opecd ){


case 1:


fscanf( fp, "%d", &dest );


vol -= dest;


if ( vol < 0 ) vol = 0;


break;


case 2:


status = 1;


break;


case 3:


fscanf( fp, "%lf", &wtrtemp );


curtemp = ( curtemp * (double)vol


+ wtrtemp * (double)(CAPACITY - vol))


/ (double)CAPACITY;


vol = CAPACITY;


break;


case 4:


fclose(fp);


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


exit(0);


default:


errexit(l);


}


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


fscanf( fp, "%d %ld", &opecd, &evtime );


if( evtime <= curtime ) errexit(l);


}


else


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


if( curtemp < KEEPTEMP ) status = 1;


else if( curtemp == FUTTEN ) status = 0;


if( status == 1 ) curtemp = temp_up( vol, curtemp );


else curtemp = temp_down( vol, curtemp );


curtime++;


}


湯をポットから


取り出す操作


湯温上昇計算


湯温下降計算


status＝０から１に変化する。湯温上昇計算


２０００mlまで湯


を入れ、湯温を再


計算する。


シミュレーショ


ンを終了する


２０００mlの


湯温の計算式


時刻、湯量、現在


の湯温の表示


次の操作条件、操作時刻の入手


status＝１は湯温上昇状態、


０は湯温下降状態
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シミュレーションの手順


① ファイルinput.dat から操作のための情報である操作時刻と操作情報を入手する。


② 操作時刻になると、次の③～⑥の４ケースのいずれかを実行する。操作時刻でない場合


は⑨の操作に移る。


③ 操作情報opecd = 1 のケースは、ポットから湯を取り出し、湯量を再計算する。


④ 操作情報opecd = 2 のケースは、status = 0 からstatus = 1 に変える。


⑤ 操作情報opecd = 3 のケースは、ある温度の湯を湯量が２０００mlになるまで、ポット


に注入し、注入後の湯温を計算で求める。


⑥ 操作情報opecd = 4 のケースは、シミュレーションの終了情報を入手した場合で、関係


するファイルを閉じて、現在の時刻、湯量、現在の湯温を印字して終了する。


⑦ 操作情報opecd = 1 ～opecd = 4 以外の操作情報の場合はエラー処理して終了する。


⑧ 操作情報opecd = 1 ～opecd = 3 の場合、現在の時刻、湯量、現在の湯温を表示し、次


の操作情報を入手して、操作時刻が現在時刻より古い場合、エラー処理して終了する。そ


うでない場合は⑩の操作に移る。


⑨ 操作時刻でない場合は、現在の時刻、湯量、現在の湯温を表示し、⑩の操作に移る。


⑩ 湯温が９５℃未満の場合は、status = 1とし、湯温が１００℃になると、status = 0


とする。


⑪ status = 1 の場合、temp_up関数を使用して、湯量と現在の温度から１秒後の上昇した


湯温を求める。


⑫ status = 0 の場合、temp_down関数を使用して、湯量と現在の温度から１秒後の下降し


た湯温を求める。


⑬ 時刻を１秒を進めて、②の操作に戻る。


while 文は次の３つのif ～ else ～ 文から構成されている。


設問１


最初は湯温が90℃であり、湯温が上昇する状態になり、100℃ になると湯温は低下し、95


℃を切ると再び上昇し95℃と100℃ の間で湯温は振動する。従って、答えはエとなる。


if(evtime == curtime)


else


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


if( curtemp < KEEPTEMP ) status = 1;


else if( curtemp == FUTTEN ) status = 0;


if( status == 1 ) curtemp = temp_up( vol, curtemp );


else curtemp = temp_down( vol, curtemp );


curtime++;


１


２


３


４
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アは95℃以上に上昇していない。イは湯温が95℃を切っても上昇しない。ウは90℃と100


℃の間で振動している。


設問２


(１)のａは、時刻600秒に25℃の湯をポットいっぱいに注入するのであるから、入力デー


タは、操作コード＝３、注入する湯の温度＝25℃であるから、3 600 25となる。求める答は


アとなる。


ｂは、時刻900秒にシミュレーションを終了させる操作であるから、入力データは、操作


コードと時刻となり、4 900となる。求める答はエとなる。


(２)は、最初の温度が２０℃で、湯温を上昇させる温度が２０℃未満のケースで、６０秒


間シミュレーションを実施した場合のtemp_upおよびtemp_down関数の使用頻度を問う問題で


ある。temp_up関数は、湯沸かし状態の場合で、１秒ごとに湯温を示す。temp_down関数は、


自然冷却状態の場合の湯温を１秒ごとに示す。


初期温度が２０℃の状態で、湯温を上昇させる温度が２０℃未満のケースであり、与えら


れる操作時間は６０秒、捜査情報は４であるから、最初に与えられた status = 0 は操作時


刻６０秒になるまで維持される。従って、利用される関数はtemp_down関数である。一方、


湯温は２０℃未満にならないため、curtemp < KEEPTEMP は真にならず、status = 1になら


ないので、temp_up関数は使用されない。シミュレーションが終了する６０秒間、１秒おき


、 。にtemp_down関数を利用して ２０℃の表示出力を終了するまで６０回繰り返すことになる


求める答えはｃはオ、ｄはアとなる。
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問110024解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ イ ｃ イ ｄ ウ ｅ オ


◆解説


インターネットのＷＷＷサーバへのアクセス履歴を集計し印字するプログラムである。


ファイルwww.log からアクセス履歴のレコードを読み込み次の作業を行う。


① アクセス先別のアクセス回数


② アクセス時間帯別のアクセス比率


求めた結果は、アクセス回数表にアクセス回数の多い順に５個表示し、アクセス時間帯表に


は、アクセス比率の高い順に５個表示する。


テーブルの整列には、sort_addr()、sort_ji()の関数を使用する。


アクセス履歴レコードはアクセス先別に昇順に整列されているため、一度読み込んだアクセ


ス先は連続する回数だけアクセス回数をカウントすることができる。従って、グループ集計処


理の考え方を利用して、アクセス先コードが一致する間、回数をカウントし、アクセスコード


が不一致になれば、その時点にアクセス先のアクセス回数が決まる。その結果を逐次配列に格


納する。


プログラムで使用する変数および配列の内容


① ibufは、アクセス履歴レコードを読み込む領域


② cpは、アクセス先のアドレスを求めるポインタ変数


③ sbuf[]は、アクセス先のアドレスの比較基準を格納する配列


④ rcntは、レコード件数を表す変数


⑤ idx は、構造体LOG を特定する添字


⑥ ji_t[]は、構造体JIの配列


⑦ loginf[]は、構造体LOG の情報を格納する配列


使用する関数


① fscanf(fp,"%f %s",&s,&c)はfpが指定する位置から文字列や数字列を読み込む。


② strcmp(char *s1,char *s2) NULLで終わる文字列s1とs2を辞書順に比較する。s1 = s2


ならば０となり、そうでなければ０にならない。


③ strcpy(char *s1,char *s2) は文字列s1で指定するポインタの位置に、文字列s2をNULL


を含めてコピーする。


④ strlen(char *s) はNULLで終わる文字列ｓの長さをバイト単位で返す。


プログラムの構成


① 構造体JIの初期化、時間帯別のアクセス回数の配列ji_t[].cnt の初期化、ji_t[].hour


の初期化
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② アクセス時間帯別アクセス回数の集計、アクセス先別アクセス回数の集計


③ アクセス回数表の印字


④ アクセス時間帯表の印字


アクセス先別アクセス回数の集計時には、前のレコードのアクセス先(アクセス先の比較基


準)と比較する単一ファイル処理のグループ集計処理のアルゴリズムを利用する。コントロー


ルブレークに使用するキーは、アクセス先アドレスである。


プログラムの本体処理部分の処理手続き


① アクセス履歴ファイルから１レコードを読込、レコードがなくなるまで②～⑥の処理を


繰り返す。


② レコード件数をインクリメントする。(rcnt++)


③ 時間帯別アクセス回数の集計のため、配列の添字をhhmmを１００で除して求め、その配


列の要素をインクリメントする。(ji_t[ibuf.hhmm/100].cnt++)


④ アクセス先別アクセス回数の集計のため、新しいレコードと前のレコードのアクセス先


を比較し一致すれば、その配列の要素をインクリメントする。この場合、idx は加算対象


の要素よりも一つ＋されているから、idx - 1 で加算することになる。


⑤ アクセス先が一致しない場合、次の処理を行う。


配列loginf[idx].urlpにアクセス先アドレスcp(= logbuf)を格納する。


配列loginf[idx].cntにアクセス先別アクセス回数を設定する配列の要素に１を設定す


る。新しいアクセス先別アクセス回数を１で初期設定する。


loginf[idx].urlpで示すアドレスにibuf.arecのアクセス先アドレスを複写する。


ポインタ変数cpに、アクセス先アドレスの文字数に相当するバイト数＋１の値を加算す


る。次のレコードのibuf.arecデータを格納するアドレスになる。


ibuf.arecのデータを比較基準sbufに格納する。次のレコードのアクセス先アドレスと


while ( fscanf( wfp, "%ld %d %s\n",


&ibuf.yymmdd, &ibuf.hhmm, ibuf.arec ) != EOF ) {


rcnt++;


ji_t[ ibuf.hhmm / b ].cnt++;


if ( strcmp( sbuf, ibuf.arec ) == 0 )


loginf[idx-1].cnt++;


else {


loginf[idx].urlp = cp;


loginf[idx].cnt = 1;


strcpy( loginf[idx].urlp, ibuf.arec );


cp += (strlen( c ) + 1 );


strcpy( sbuf, ibuf.arec );


idx++;


}


}


アクセス先が一致して


いる場合の集計処理


アクセス先が変化した


場合の処理


アクセス先アドレスを格納


次のアクセス先名を格納する


アドレスを求める


ibufの領域に年月日、時


刻、アクセス先名を入力
配列ji_t[]の添字


を求める


アクセス件数を１で初期化


アクセス先アドレスに


アクセス先名を格納


比較基準とアクセ


ス先名が一致


比較基準にアクセ


ス先名を複写


配列loginf[]の


次の要素に移動
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比較するための基準値を格納する。


idx をインクリメントする。配列loginf[idx] の次の要素に移動する。


⑥ アクセス履歴ファイルから次の１レコードを読込み、①の処理に戻る。


設問


のidx は、構造体LOG の情報を格納する配列の添字、初期値は０である。求める答はａ


イとなる。


は、hhmmからhhの要素を取り出すため、hhmmを１００で割る必要がある。求める答はｂ


イとなる。


は、その次に入ってくるアクセス先の文字列を登録するポインタを求めているため、ｃ


、 。その前のアクセス先のポインタに その前のアクセス先の文字長さに１を加えたものとなる


従って、ｃはibuf.arecとなる。求める答はイである。


は、アクセス回数の降順に並べられた結果であり、アクセス回数、アクセス先名はそｄ


れぞれloginf[i].cnt、loginf[i].urlpの配列に格納されるため、loginf[i].urlpとなる。


求める答はウとなる。


は、レコードの全件数であるからrcntとなる。求める答はオとなる。ｅ


sort_addr( loginf,idx );


printf( " ＊＊＊ アクセス回数表 ＊＊＊\n");


printf( " 順位 アクセス回数 アクセス先\n" );


for( i = 0; i < 5; i++,idx-- ){


if( idx == 0 ) break;


printf( " %d %6d回 %s\n",i + 1,loginf[i].cnt, d );


}


アドレス先をcntの降順に整列


見出し行の印刷


１～５位までのアクセス


先、アクセス回数を出力
アクセス先が５件未満


の場合の終了処理


loginf[i].urlp
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問110025解説
◆解答


設問 ａ オ ｂ エ ｃ イ


◆解説


隣接するピクセルを点灯するプログラムである。


隣接する条件は次の①～④の手順で求める。


① ３つのピクセルのＸ座標、Ｙ座標を求める。


② ３点のＸ座標、Ｙ座標の最大値、最小値を求める。


③ Ｘ座標の最大値と最小値の差をｄｘ、Ｙ座標の最大値と最小値の差をｄｙとする。


④ ｄｘ≦１、ｄｙ≦１が同時に成立するとき、３つのピクセルを点灯する。


Ｐ３(ｘ３，ｙ３)


Ｐ２(ｘ２，ｙ２)


Ｐ１(ｘ１，ｙ１)


ｄｘ＝ｘ３－ｘ１


ｄｙ＝ｙ２－ｙ３


dx = GetMax( xl, x2, x3 ) - GetMin( xl, x2, x3 );


dy = a - GetMin( yl, y2, y3 );


if ( ( dx <= 1.0 ) && ( dy <= 1.0 ) ) {


gSetPixel( (int)xl, (int)yl );


gSetPixel( (int)x2, (int)y2 );


gSetPixel( (int)x3, (int)y3 );


return;


}


Lenl = ( x2 - x1 ) * ( x2 - x1 ) + ( y2 - y1 ) * ( y2 - y1 );


Len2 = ( x3 - x2 ) * ( x3 - x2 ) + ( y3 - y2 ) * ( y3 - y2 );


Len3 = ( x1 - x3 ) * ( x1 - x3 ) + ( y1 - y3 ) * ( y1 - y3 );


if ( ｂ ） {


DrawTrg( x1, y1, (xl + x2)/2, (y1 + y2)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x3, y3, (x1 + x2)/2, (y1 + y2)/2, x2, y2 );


}


else if ( Len2 >= Len3 ) {


ｃ


}


else {


DrawTrg( x1, y1, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x2, y2 );


DrawTrg( x2, y2, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x3, y3 );


}


ｘ１，ｘ２，ｘ３の


最大値を求める


ｘ１，ｘ２，ｘ３の


最小値を求める


（ｘ２－ｘ１)
２
＋(ｙ２－ｙ１)


２


Ｐ３ＣＰ２の三角形


Ｐ１ＣＰ３の三角形


ピクセルの点灯


線分の自乗


を計算する


中点を求め三角


形を２分割する
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ピクセルが隣接していない場合は次の処理を行う。


① ３角形の最大の線分を求める。


② 最大の線分の中点を求める。


③ 最大の線分の対頂点と中点を結ぶ線分で３角形を２つの３角形に分割する。


④ ２つの３角形について隣接条件を検査する。


設問


は、３点のＹ座標成分の最大点を求める内容であるから、GetMax(y1,y2,y3)となり、ａ


求める答えはオとなる。


は、Ｐ１Ｐ２の線分上に中点を求める条件であるから次のようになる。ｂ


( Len1 >= Len2 ) && ( Len1 >= Len3 )


求める答えはエとなる。


は、Ｐ１ＣＰ３、Ｐ２ＣＰ１の２つの３角形の検査であるから次のようになる。ｃ


DrawTrg( x1,y1,(x2 + x3)/2,(y2 + y3)/2,x3,y3 )


DrawTrg( x2,y2,(x2 + x3)/2,(y2 + y3)/2,x1,y1 )


求める答えはイとなる。
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問110026解説
◆解答


設問 ａ カ ｂ オ ｃ イ ｄ ア ｅ オ ｆ イ


◆解説


元ファイルに格納されているプログラムコードを、１行単位にバッファ領域に読み込んで、


その中に含まれているマクロ定義を検出して、マクロ名を展開コードに置換して、展開ファイ


ルを作成するプログラムである。


関数divide_line()で行っている処理内容を、$STRDEF $$TITLE HELLOの例で示すと次のよう


になる。


、 、 、マクロ定義は第１行目から最初の２０件以内に存在し 各行毎にラベル$STRDEF マクロ名


展開コード、改行マークの順に並べられているから、このマクロ定義の内容を、ラベルをtoke


n[０]、マクロ名をtoken[１]、展開コードをtoken[２]に順次格納する。


次の要領により、マクロ定義を配列token[]に格納する。


① 文字列の中から、語句$STRDEFを抽出して、配列token[0]に格納する。


② 文字列$STRDEFの次の区切り記号はスペースであるから、配列delm[0]にスペースを格納


する。


③ 次の文字列$$TITLE、区切り記号スペースを、それぞれ配列token[1]と配列delm[1] に


格納する。


④ 次の文字列６と区切り記号の改行を、それぞれ配列token[2]と配列delm[2] に格納し、


１行分の語句の分離を完了する。この場合の分離後の配列の大きさは３となる。


語句の切り出しは次の要領で行う。


do{


for(tidx = 0; strchr(delmchar, linbuf[lidx] ) == NULL; lidx++, tidx++)


token[tokcnt] [tidx] = linbuf[lidx] ;


token[tokcnt][tidx] = ｄ ;


delm[tokcnt] = ｅ ;


ｆ ;


tokcnt++;


} while(linbuf[lidx - １] ！= '\n');


文字列を区切


り記号で語句


に切り分ける


語句の最後にヌル


を格納する


区切り記号を格納する


文字列のポイ


ンタをインク


リメントする


改行記号が現れると、


語句の分離を終了する


配列tokcntの添字


のインクリメント


文字列の中に区切り


記号が現れる 文字列のポインタ


配列tokenの添字


文字列 $STRDEF $$TITLE HELLO


配列token[0] ＝ $STRDEF


token[1] ＝ $$TITLE


token[2] ＝ HELLO


配列delm[0] ＝ ' '


delm[1] ＝ ' '


delm[2] ＝ '\n'
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① バッファ領域に格納されている文字列と配列delmcharを１文字ずつ比較して、一致しな


い間、バッファ領域の１文字を順次配列token[][]に格納する。


② バッファ領域に格納されている文字列と配列delmcharを１文字ずつ比較して、一致する


と、for 文から脱出する。


③ token[][]の最後にヌルを格納する。


④ delm[]に区切り記号を格納する。


⑤ lidxl、tokcntをインクリメントし、改行マークが現れるまで、①～⑤の処理を繰り返


す。


⑥ 改行文字が現れると、語句数tokcntを戻りとして返す。


このプログラムは次の手順で実行される。


① 元ファイルから行単位にバッファ領域に読込み、その内容がヌルでない限り次の②～⑩


の処理を繰返す。


② 読込んだ文字列を区切り文字で分離する。(dvide_line()関数を使用する)


③ 区切り文字が現れると、その後に'\0'を格納し、配列tokenに格納する。


④ 区切り文字のポインタを配列Delmに格納する。


⑤ バッファのポインタと配列tokenの添字のインクリメントを行う。


⑥ 区切り文字が改行の場合、戻り値tokcntを取得して、元の関数に戻る。この場合、区切


り文字列で出来上がったトークンの配列の要素数はtoncntとなる。


⑦ 分離した配列token の内容がマクロ定義の場合、配列orig(マクロ名)に配列token[１]


のマクロ名を格納し、配列expand(展開コード)には配列token[２]の展開コードを格納す


る。格納後、mcrcntのインクリメントを行う。


⑧ 分離した配列token の内容がマクロ定義でない場合で、定義済みのマクロ名と同じ名前


が現れると、flgを１にして、マクロ定義との比較を中断する。


while(fgets(linbuf, LINLNG, sfp) != NULL) {


tokcnt = divide_line( );


if(strcmp(token[0], label) == 0) {


strcpy(orig[mcrcnt],token[1]);


strcpy(expand[mcrcnt],token[2]);


ａ ;


}else{


for(idxl = 0; idx1 < ｂ ; idxl++) {


flg = 0;


for(idx2 = 0; idx2 < mcrcnt; idx2++)


if(strcmp(token[idx1], orig[idx2]) == 0) {


flg = 1;


break;


}


if( ｃ )


fprintf(dfp, "%s%c", token[idxl], delm[idxl]);


else


fprintf(dfp, "%s%c", expand[idx2], delm[idxl]);


}


}


}


１行がNULLになるまで繰返す


マクロ定義の


場合の処理


マクロ名が現れ


た場合の処理


マクロ名以外の


語句の処理


マクロ名が現れた場合の


展開コマンドへの置換


分割された語句


の最大数


定義されたマクロ


の最大数
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⑨ flgが０の場合、マクロ定義に関係がないので、配列tokenの文字列と区切り記号を表示


する。


⑩ flgが１となり、マクロ名の場合、マクロ名の代わりに展開コード、区切り記号を表示


する。


設問


は、マクロ定義の行の場合は、配列orig[]には、マクロ名を格納し、配列expand[]にａ


は展開コードを格納し、配列orig[]、配列expand[]の添字mcrcntをインクリメントする。従


って、mcrcnt++となり、求める答えはカとなる。


は、文字列を語句に分離した配列の内容を調べて、出力するための処理であり、語句ｂ


に分離した配列の大きさになる。従って、idx1 < tokcnt となり、求める答えはオとなる。


は、マクロ定義でない語句の出力であり、flg が０マクロ名でない場合であり、flg =ｃ


= 0となる。求める答えはイとなる。


は、語句に分離したコードの文字列の最後に'\0'を格納する操作であり、求める答えｄ


はアとなる。


、 、 、 。ｅは 分離した語句の直後の分離記号で linbuf[lidx]となり 求める答えはオとなる


は、文字列のポインタの操作であり、lidx++となり、求める答えはイとなる。ｆ
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問110027解説
◆解答


設問 ａ ウ ｂ ア ｃ イ ｄ エ


◆解説


素因数分解に関する問題である。


数値７８を素因数に分解する手順


① 数値７８を２で割って商３９を求める。


② 数値(商)３９は２で割り切れないので、２＋１＝３を求める。


③ 数値(商)３９を３で割り、商１３を求める。


④ 数値(商)１３は３で割り切れなくて、１３／３＞３であるから、３＋２＝５を求める。


、 、 。⑤ 数値(商)１３は５で割り切れなくて １３／５＜５であるから 分解の処理を終了する


⑥ 素因数分解結果は、２×３×１３となる。factor ×factor × num となる。


素因数に分解結果を表示する場合に、与えられた数値と等号を表示し、その次に最初の因数


を表示し、その後は “×” を表示してから因数を表示する。この因数を表示するか、×因、


数を表示するかの区別を変数primeで行っている。


プログラムを分析すると次のようになる。


6 int num, prime = TRUE, factor = 2;


7 printf( "数値 (２以上の自然数) を入力してください。: " );


8 scanf( "%d", &num );


9 printf( "%d =", num );


10 if ( num != factor )


ll while ( num % factor == 0 ) { /* 数値が２の倍数? */


12 if ( prime == FALSE ) printf( " ×" );


13 printf( " %d", factor );


14 ａ ;


15 prime = FALSE;


16 }


17 factor++;


18 while ( ｂ ) {


19 while ( num % factor == 0 ) {


20 if ( prime == FALSE ) printf( " ×" );


21 printf( " %d", factor );


22 ａ ;


23 prime = FALSE;


24 }


25 ｃ ;


26 }


27 if ( prime == TRUE ) printf( " 素数\n" );


28 else if ( num > 1 ) printf( " × %d\n", ｄ );


29 else printf( "\n" );


数値の入力


と表示


数値が２より


大で、２の倍


数の処理
最初の因数の表示


×と因数の表示


数値を因数で割って商を求める


因数を２から３へ


数値を３以上の


因数で割って商


を求める


割り切れる間、繰返す


商が因数以上の間、繰返す


因数＋２で次の因数を求める


最後に残った数値も因数である
数値が素数の


場合の表示
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設問


は、数値を因数で割って商を求める処理であり、num /= factor となり、求める答えａ


はウとなる。


は、数値を因数で割った商が因数以上である間、繰返す処理の条件であり、num / facｂ


tor >= factorとなる。求める答えはアとなる。


は、次の因数を求める処理であり、因数＋２の計算で求める。factor += 2 となり、ｃ


求める答えはイとなる。


は、３以上の因数で数値を割り算する処理が、結果の商が因数より小さくなり、割りｄ


算の処理を終了したときの数値の値が因数になる場合で、解説の具体例の１３の場合が相当


する。従って、この場合の数値はnum であるから、求める答えはエとなる。
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問110001問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


［プログラムの説明］


ゲームの結果を格納した文字列から得点を計算し，返却値として返すプログラムである。


(１) ゲームは，複数のラウンドから成り，各ラウンドの結果は次に示す文字で表される。


０１２３４５６７８９＋－


(２) 文字の並び順には，次の規則がある。


① 第１ラウンドの結果は “０”～“９”又は“＋”のいずれかである。，


② 最終ラウンドの結果は “０”～“９”のいずれかである。，


③ 結果が“＋”になったラウンドの直後のラウンド，及び結果が“－”になったラウンドの


直前のラウンドの結果は “０” ～“９”のいずれかである。，


(３) 文字列markには，第１ラウンドから最終ラウンドまでの結果が順番に格納されている。


markに格納されている文字列は，(２)の規則に従っているものとする。


［プログラム］


int CalcScore(char mark[])


{


static char markCT[] = "0123456789+-";


int i = 0, score = 0, sO, sl, s2;


while(mark[i] != '\0') {


for (sO = 0; mark[i] != markCT[s0]; sO++);


if (sO <= 9) {


score += sO;


} else if (sO == 10) {


for (sl = 0; mark[i + 1] != markCT[sl]; s1++);


score += 10 + sl;


} else {


for (s2 = 0; mark[i - 1] != markCT[s2]; s2++);


score += 10 + s2;


}


i++;


}


return score;


}
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ゲームの得点の計算方法に関する次の記述中の に入れる正しい答えを，解答設問


群の中から選べ。


(１) ゲームの得点は，各ラウンドの得点を合計したものである。


(２) 各ラウンドの得点は次のようにして求めている。


① 文字が“０ “１ ，… “９”のとき，得点は ａ である。”， ” ，


② 文字が“＋”のとき， ｂ を①の規則に従って数値化し， ｃ 値が得点であ


る。


③ 文字が“－”のとき， ｄ を①の規則に従って数値化し， ｃ 値が得点であ


る。


(３) 文字列が “１＋２－３ ｅ ５”のとき，ゲームの得点は４１である。、


ａに関する解答群


ア －１０


イ －１


ウ ０


エ １


オ １０


カ それぞれ－１，－２，…，－１０


キ それぞれ０，－１，… －９


ク それぞれ０，１，…，９


ケ それぞれ１，２，…，１０


ｂ，ｄに関する解答群


ア 直前の２ラウンド イ 直前の２ラウンドとそのラウンド


ウ 直前のラウンド エ 直前のラウンドとそのラウンド


オ 直後のラウンド カ 直後のラウンドとそのラウンド


キ 直後の２ラウンド ク 直後の２ラウンドとそのラウンド


ｃに関する解答群


ア １０を加えた イ １０を引いた


ウ １０を掛けた エ １０で割った


オ １０から引いた カ 合計した


ｅに関する解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３ オ ４


カ ５ キ ６ ク ７ ケ ８ コ ９
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問110002問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


乗車駅から降車駅までの運賃を計算し、結果を返却値として返すプログラムである。


(１) 乗車駅、降車駅の名前は、引数from，toに入れてプログラムに渡す。


， 。 ， ，(２) 運賃の計算には 運賃距離を用いる 運賃距離は 駅間ごとに決まっている重みを用いて


実距離×重みで計算する。


(３) 乗車駅から降車駅までの運賃距離は、関数ceilを用いて、小数点以下を切り上げる。


(４) 距離運賃表(構造体FAREの配列)及び重み表は，それぞれグローバル変数


dist_fare、weightに格納されている。


(５) 構造体FAREの構造は，次のとおりである。


typedef struct {


int dist; /* 運賃距離を適用できる上限 */


int cost; /* １km単位の運賃 */


} FARE;


costは，最初の要素を除いて，直前の要素のdistの値を超える距離に対して適用される。


(６) 駅間の実距離及び重みは，駅名表(構造体STATIONの配列)として引数lineに入れてプログ


ラムに渡す。


(７) 構造体STATION の構造は，次のとおりである。


typedef struct {


char *name; /* 駅名 */


int dist; /* 隣駅との実距離(km) */


int rank; /* 重み表の添え字の値 */


} STATION;


， ， 。 ，distには 最後の要素を除いて 直後の要素(駅)との距離が格納される 最後の要素には


０が格納される。


(８) fromとtoは一致しない。また，駅名表の並びで，from はtoより前にある。


(９) 運賃距離は，１００kmを超えることはない。







- 2 -


［プログラム］


行番号


01 #include <math.h>


02 #include <string.h>


03 #define MAX_DIST 100


04 typedef struct { char *name; int dist; int rank; } STATION;


05 typedef struct { int dist; int cost; } FARE;


06 static FARE dist_fare[] = {{0, 100}, {5, 50}, {20, 40},


07 {40, 30}, {70, 20}, {MAX_DIST, 10}};


08 static double weight[] = {1.0, 1.1, 1.2, 1.5, 2.0};


09 int CalculateFare(char *from, char *to, STATION line[])


10 {


11 int dif, distx, farex, i;


12 double distf;


13 i = 0;


14 while(strcmp(from, line[i].name) != 0)


15 i++;


16 distf = line[i].dist * weight[line[i].rank];


17 i++;


18 while(strcmp(to, line[i].name) != 0){


19 distf += line[i].dist * weight[line[i].rank];


20 i++;


21 }


22 distx = ceil(distf);


23 farex = dist_fare[0].cost;


24 for(i = 1; distx > dist_fare[i - 1].dist; i++) {


25 if(distx <= dist_fare[i].dist)


26 dif = distx;


27 else


28 dif = dist_fare[i].dist;


29 farex += (dif - dist_fare[i - 1].dist) * dist_fare[i].cost;


30 }


31 return farex;


32 }
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


このプログラムを実行した場合、１９行目は ａ 回実行される。そして，２２行目で求


められたdistxの値は ｂ になり，２５行目は ｃ 回実行される。その結果，運賃


fareは ｄ になる。


ａ，ｃに関する解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３ オ ４


カ ５ キ ６


ｂに関する解答群


ア ２５ イ ２９ ウ ３７ エ ４８ オ ５１


ｄに関する解答群


ア １,１２０ イ １,６３０ ウ １,７７０


エ ２,１４０ オ ２,６５０
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問110003問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


関数CountColorsは，横が３２０画素，縦が２４０画素の画像データの，指定された長方形領


域の中を走査して，実際に使用されている色を数えるプログラムである。１画素は，次のRGB構


造体に格納される。


typedef struct {


unsigned char Red ; /* 赤色の輝度 ０～２５５の２５６段階 */


unsigned char Green ; /* 緑色の輝度 ０～２５５の２５６段階 */


unsigned char Blue ; /* 青色の輝度 ０～２５５の２５６段階 */


} RGB ;


画像データは，RGB構造体の２次元配列に格納される。画像データは，次のように定義する。


画像の座標系との関係を図に示す。


画像データを，配列Image に読み込んだ後，画像内の色を数えたい長方形領域を示す引数を与


えて関数CountColorsを呼び出すと，関数の戻り値として色数を返す。


関数CountColorsの原型(プロトタイプ)は


long int CountColors( int sx, int sy, int dx, int dy );


であり，引数と点の座標の関係は，図のとおりである。


[プログラム]


typedef struct {


unsigned char Red ;


unsigned char Green ;
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unsigned char Blue ;


} RGB ;


#define Width 320


#define Height 240


#define TRUE 1


#define FALSE 0


RGB Image[ Height ][ Width ] ;


long int CountColors( int sx, int sy, int dx, int dy )


{


int w, h ;


int px, py ;


long int Colors ;


int Counted[ Height ][ Width ] ;


for( h = sy ; h <= dy ; h++ )


for( w = sx ; w <= dx ; w++ )


counted[h][w] = FALSE ;


Colors = 0 ;


for( py = sy ; py <= dy ; py++ )


for( px = sx ; px <= dx ; px++ ) {


if ( Counted[py][px] == FALSE ) {


ａ ;


Counted[py][px] = TRUE ;


for( h = py ; h <= dy ; h++ )


for( w = ( ｂ ) ; w <= dx ; w++ ) {


if ( Counted[h][w] == FALSE ) {


if (( Image[py][px].Red == Image[h][w].Red )


&&( Image[py][px].Green == Image[h][w].Green )


&&( Image[py][px].Blue == Image[h][w].Blue ))


ｃ ;


}


}


}


}


return Colors ;


}
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア Colors = Counted[py][px] イ Colors = Counted[sy][sx]


ウ Co1ors++ エ Colors--


オ Counted[h][W] == FALSE カ Counted[h][W] = TRUE


ｂに関する解答群


ア h == py ? 0 : dx イ h == py ? px + 1 : sx


ウ h == py ? sx : px + 1 エ h == sy ? 0 : dx + 1


オ h == sy ? sx : px + 1


ｃに関する解答群


ア Counted[dy][dx] = FALSE イ Counted[dy][dx] = TRUE


ウ Counted[h][w] = FALSE エ Counted[h][w] = TRUE


オ Counted[py][px] == FALSE カ Counted[py][px] = TRUE


キ Counted[sy][sx] = FALSE ク Counted[sy][sx] = TRUE
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問110004問題
Ｃプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


文字列のコード変換を行うプログラムである。


(１) 入力文字列中のそれぞれの文字のコードを，表１の変換規則に従って出力文字のコードに


変換する。


(２) 入力文字列の中では，表２に示す制御コードが使われる。


(３) 入力は，表１の入力文字コードの範囲の文字だけで構成される。


(４) 入力文字列から出力文字列を作成するとき，タイプ２とタイプ３の１文字以上の連続する


文字列の最初と最後には，表３に示す制御コード列を付加する。


プ口グラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア *instr & 0x7F イ *instr | 0X7F


ウ *instr && 0x7F エ *instr || 0x7F


オ *instr & 0x80 カ *instr | 0x80


キ *instr && 0x80 ク *instr || 0x80
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ｂに関する解答群


ア cctype イ !cctype


ウ pctype エ !pctype


オ pctype == cctype カ pctype != cctype


ｃに関する解答群


ア cctype = 1 イ cctype = 2


ウ cctype = 3 エ cctype = pctype


オ pctype = 1 カ pctype = 2


キ pctype = 3 ク pctype = cctype


ｄに関する解答群


ア instr++ イ outstr++


ウ *outstr++ = '\0' エ *outstr++ = KAI


オ *outstr++ = KAO カ *outstr++ = KSS


キ *outstr++ = *instr++


［プログラム］


void CodeConv( char *instr, char *outstr)


{


static char K2I[] = "\xlb\x24\x42", K2O[] = "\xlb\x28\x42", KAI = '\x0e',


KAO = '\x0f', KSS = '\x8e';
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int cctype, i, pctype = 1 ;


while ( *instr != '\0') {


if ( *instr == KSS )


cctype = 2;


else if ( a )


cctype = 3;


else


cctype = 1;


if ( b ) {


if (pctype == 3)


for (i = 0; K2O[i] != '\0'; *outstr++ = K2O[i++]);


else if (pctype == 2)


*outstr++ = KAO;


if (cctype == 3)


for (i = 0; K2I[i] != '\0'; *outstr++ = K2I[i++]);


else if (cctype == 2)


*outstr++ = KAI;


ｃ ;


}


if (cctype == 1)


*outstr++ = *instr++;


else if (cctype == 3) {


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


} else {


ｄ ;


*outstr++ = *instr++ & 0x7f;


}


}


if (pctype == 3)


for (i = 0; K2O[i] != '\0'; *outstr++ = K2O[i++]);


else if (pctype == 2)


*outstr++ = KAO;


*outstr = '\0';


}
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問110005問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


自動販売機に投入された金額と商品の価格の差額から，釣銭として返却する各貨幣の枚数を計


算するプログラムである。


(１) 商品の価格は，引数price に格納されている。


なお，商品の価格には，１０円未満の端数はない。


(２) 投入された各貨幣の枚数は、配列input に格納されている。


なお，投入された金額が，商品の価格を下回ることはない。


(３) 釣銭として返却する各貨幣の枚数を，配列outputに格納する。このとき，返却する貨幣の


合計枚数をできるだけ少なくする。


(４) 自動販売機が保持している釣銭用の貨幣の枚数は，貨幣の種類別に，大域変数である配列


stock に格納される。stock[0]の初期値は０，それ以外のstock の要素の初期値は１０とす


る。


(５) 投入された貨幣は，次回以降の釣銭として用いるために，配列stock に加える。


(６) 戻り値として次の値を返す。


－１：釣銭切れの場合


０：釣銭不要の場合


１：釣銭を返却する場合


(７) 釣銭切れの場合，投入された各貨幣の枚数を配列outputに格納する。
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［プログラム］


#define TBLSIZE 5


static int money[] = {1000, 500, 100, 50, 10},


stock[] = {0, 10, 10, 10, 10};


int VendingMachine(int price, int input[], int output[])


{


int change, k, paid, retval;


paid = 0;


for (k = 0; k < TBLSIZE; k++) {


paid += input[k] * money[k];


}


change = paid - price;


if (change != 0) {


for( ａ ) {


output[k] = b ;


if (output[k] > stock[k])


output[k] = stock[k];


change -= output[k] * money[k];


}


if ( c ){


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++)


output[k] = input[k];


retval = -1;


} else {


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++)


stock[k] = d ;


retval = 1;


}


} else {


for(k = 0; k < TBLSIZE; k++) {


output[k] = 0;


stock[k] += input[k];


}


retval = 0;


}


return retval;


}







- 3 -


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア k = 0; k < TBLSIZE; k++


イ k = 1; k <= TBLSIZE; k++


ウ k = TBLSIZE - 1; k >= 0; k--


エ k = TBLSIZE; k > 0; k--


ｂに関する解答群


ア change イ change / input[k]


ウ change / money[k] エ change / stock[k]


オ input[k] カ money[k]


キ stock[k]


ｃに関する解答群


ア change < 0 イ change <= 0


ウ change == 0 エ change >= 0


オ change > 0


ｄに関する解答群


ア stock[k] + input[k]


イ stock[k] + output[k]


ウ stock[k] - input[k]


エ stock[k] - output[k]


オ stock[k] + input[k] + output[k]


カ stock[k] + input[k] - output[k]


キ stock[k] - input[k] + output[k]


ク stock[k] - input[k] - output[k]
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問110006問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問１、２に答えよ。


〔プログラムの説明〕


水平及び垂直方向に５１２画素からなるビットマップ画面がある。水平方向をＸ座標，垂直方


向をＹ座標とする。座標の割当てを図に示す。


この画面上に，中心座標(ｘ，ｙ)と半径ｒを与えたときに決まる円に内接する多角形を描く関


数DrawFigureを作成した。関数DrawFigureには，円の中心座標(ｘ，ｙ)と半径ｒのほかに，四つ


の整数型の引数n1，n2，n3，n4を与える。この四つの引数を辺数制御パラメタと呼ぶ。これらの


値によって，どのような内接多角形を描くかを指示する。関数DrawFigureの書式は，次のとおり


である。


void DrawFigure(int ｘ, int y, int r, int n1, int n2, int n3, int n4 )；


プログラム中の関数DrawLineは，二つの座標(sx，sy)と(ex，ey)を結ぶ線分を描画する関数で


ある。関数DrawLineの書式は，次のとおりである。


void DrawLine( int sx, int sy, int ex, int ey )；
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［プログラム］


#include <stdlib.h>


#include <math.h>


void DrawLine ( int sx, int sy, int ex, int ey ) ;


void DrawQuarter( int x, int y, int r, int px, int py, int qx, int qy, int num );


/*


*******************************************************************


* ** DrawFigure **


*******************************************************************


* 機能：円に内接する多角形を描く


* 入力：ｘ，ｙ ＝ 円の中心座標


* ｒ ＝ 円の半径


* n1～n4 ＝ 辺数制御バラメタ


*/


void DrawFigure( int x, int y, int r, int nl, int n2, int n3, int n4 )


{


DrawQuarter( x, y, r, x + r, y , x , y - r, nl ) ;


DrawQuarter( x, y, r, x , y - r, x - r, y , n2 ) ;


DrawQuarter( x, y, r, x - r, y , x , y + r, n3 ) ;


DrawQuarter( x, y, r, x , y + r, x + r, y , n4 ) ;


}


void DrawQuarter( int x, int y, int r, int px, int py, int qx, int qy, int num)


{


int dx, dy ;


int tx, ty ;


float lx, ly, f ;


dx = abs( px - qx ) ;


dy = abs( py - qy ) ;


if ( ( num == 1 ) || ( ( dx < 2 ) && ( dy < 2 ) ) ){


DrawLine( px, py, qx, qy ) ;


return ;


}


lx = ( px + qx ) / 2.0f ;


ly = ( py + qy ) / 2.0f ;
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lx -= x ; ly -= y ;


f = (float)( r / sqrt( lx * lx + ly * ly ) ) ;


tx = x + (int)( lx * f ) ;


ty = y + (int)( ly * f ) ;


if ( num > 1 ) num-- ;


DrawQuarter( x, y, r, px, py, tx, ty, num ) ;


DrawQuarter( x, y, r, tx, ty, qx, qy, num ) ;


}


関数DrawFigureは円を四つの円弧に分けて，それぞれの部分を描画する設問１


関数DrawQuarterを呼び出す。関数DrawQuarterの動作を説明する次の記述中の


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


(１) 関数DrawQuarter は，次の条件のいずれかが成立したときには，円弧の開始点と終了点を


結ぶ線分を関数DrawLineで描いて終了する。


＜条件＞


① 辺数制御パラメタの値が１である。


② 円弧の開始点と終了点 ａ である。


(２) 条件が成立しなければ，円弧の開始点と終了点を結ぶ線分の中点の座標を求める。


(３) 円の中心と(２)で求めた中点の ｂ を求め，この値と円の半径との比率を求める。


(４) この比率を用いて，円の中心と中点を結ぶ直線と ｃ を求める。


(５) 辺数制御パラメタの値が１より大きいときには，１だけ減らす。


(６) (４)で求めた ｃ を用いて円弧を二つに分解し，関数DrawQuarterを再帰的に呼び


出す。


ａに関する解答群


ア が同じ座標


イ が隣接した状態(Ⅹ座標の差とＹ座標の差が共に１以下)


ウ のＸ座標とＹ座標が同じ符号


エ のＸ座標又はＹ座標が同じ値


オ の距離(三平方の定理で求めた値)が１以下


ｂ，ｃに関する解答群


ア 円弧との交点の座標 イ 円弧との接点の座標


ウ 距離(三平方の定理で求めた値) エ 座標値の差の大きい方


オ 座標値の差の合計 カ 座標値の差の小さい方
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次のような実引数を与えて関数DrawFigureを呼び出したとき，描かれる図形を解答群設問２


の中から選べ。


DrawFigure( 255, 255, 100, 0, 1, 0, 2 ) ;


解答群
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問110007問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


次のSTUDENT構造体の配列Stuを，身長Heightをキーとして昇順に整列して出力する。


typedef struct {


char Name[64]; /* 名前 */


int Age ; /* 年齢 */


float Height ; /* 身長 */


float Weight ; /* 体重 */


} STUDENT ;


STUDENT Stu[MAxNUM] ;


配列のデータを入れ替えずに，順番を表す２分木を作成する。２分木を表すため，次の配列変


数を定義する。


int Lower[MAXNUM], Upper[MAXNUM] ;


図１は，要素を昇順に整列したとき，要素番号が３，１，０，５，２，４の順番になる場合を


示す。このとき，配列Lower，Upperの内容は図２のようになる。値が－１のときは，次に接続す


る要素がないことを示す。


最初に，構造体配列Stu の定義に現れた順に要素をUpper 側に接続し，図３に示す２分木を作


成する。
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， 。 ，次に 再帰的な関数BinTreeSort を呼び出して２分木の要素を身長の昇順に整列する 引数は


ルートの要素番号である。関数BinTreeSort の原型(プロトタイプ)は，次のとおりである。


void BinTreeSort( int Root )；


最後に，再帰的な関数DisplayData を呼び出し，２分木をたどって構造体配列の内容を身長の


昇順に出力する。引数は，ルートの要素番号である。関数DisplayDataの原型は，次のとおりで


ある。


void DisplayData( int Root )；


［プログラム］


#include <stdio.h>


void BinTreeSort( int Root ) ;


Void DisplayData( int Root ) ;


#define MAXNUM 5


typedef struct {


char Name[64] ; /* 名前 */


int Age ; /* 年齢 */


float Height ; /* 身長 */


float Weight ; /* 体重 */


} STUDENT ;


STUDENT Stu[MAXNUM] = {


{ "相川 太郎",19,162.5,65.4 },


{ "伊藤 四郎",14,158.0,48.4 },


{ "加藤 五郎",18,182.0,82.5 },


{ "田中 三郎",12,148.0,46.8 },


{ "山中 次郎",16,178.5,70.0 }};


int Upper[MAXNUM],Lower[MAXNUM];


main( )


{


int Index ;


for( Index = 0 ; Index < MAXNUM ; Index++ ) {


Upper[Index] = Index + 1 ;


Lower[Index] = -1 ;


}


Upper[MAXNUM - 1] = -1 ;


BinTreeSort( 0 );


DisplayData( 0 );


}
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void BinTreeSort( int Root )


{


int Data, Next ;


Data = Upper[Root] ;


if ( Data == -1 ) return ;


Upper[Root] = -1 ;


while( Data != -1 ) {


Next = a ;


if ( Stu[Data].Height >= Stu[Root].Height ) {


Upper[Data] = b ;


Upper[Root] = Data ;


}


else {


Upper[Data] = Lower[Root];


Lower[Root] = c ;


}


Data = Next;


}


Data = Upper[Root] ;


if ( Data != -1 ) BinTreeSort( Data );


Data = Lower[Root] ;


if ( Data != -1 ) BinTreeSort( Data );


}


void DisplayData( int Root )


{


if ( Root == -1 ) return ;


DisplayData( d );


printf(" 名前:%s 年齢:%d 身長:%f 体重:%f\n" ,


Stu[Root].Name, Stu[Root].Age,


Stu[Root].Height, Stu[Root].Weight ) ;


DisplayData( Upper[Root] );


}
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


解答群


ア -1 イ Data ウ Lower[Data]


エ Lower[Root] オ Next カ Root


キ Upper[Data] ク Upper[Root]
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問110008問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ．


〔プログラムの説明〕


関数wordwrapは，単語が行末で切れないように英文を出力する。


(１) 関数wordwrapの引数は，英文が格納された入力文字列の配列str[]と，出力する１行の最


大文字数max(ただし，改行文字を含まない)である。


(２) 入力文字列中の単語は，１文字の空白文字で区切られている。入力文字列の先頭と最後に


空白文字はない。


(３) 単語の途中で１行の最大文字数を超える場合は，その単語が次の行の先頭になるように出


力する。


(４) 単語の最大長をwx，入力文字列の長さをsxとすると，


０＜ wx ＜１６≦ max ＜ sx ＜１０２４の関係が成り立つものとする。


［プログラム］


(行番号)


01 #include <stdio.h>


02 #include <string.h>


03 #define BUFFMAX 1024


04 #define WORDMAX 16


05
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06 void wordwrap(char str[], int max)


07 {


08 char word[BUFFMAX / 2][WORDMAX], buff[BUFFMAX];


09 int leng[BUFFMAX / 2], i, idx, cnt, pos;


10 /*** 文字列を単語に分解する ***/


11 i = idx = cnt = 0;


12 while (str[i] != '\0') {


13 if (str[i] == ' ' ) {


14 word[idx][cnt] = '\0';


15 leng[idx] = cnt;


16 idx++;


17 cnt = 0;


18 }


19 else {


20 word[idx][cnt] = str[i];


21 cnt++;


22 }


23 i++;


24 }


25 word[idx][cnt] = str[i];


26 leng[idx] = cnt;


27 /*** 出力する ***/


28 i = pos = 0;


29 while (i <= idx) {


30 if ((pos + leng[i]) > max) {


31 buff[pos - 1] = '\0';


32 printf("%s\n", buff);


33 pos = 0;


34 }


35 strcpy(&buff[pos], word[i]);


36 pos += leng[i];


37 buff[pos] = ' ';


38 pos++;


39 i++;


40 }


41 buff[pos-1] = '\0';


42 printf("%s\n", buff);


43 }
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


入力文字列と１行の最大文字数が次の値のとき，２１行目は ａ 回実行される。また，


プログラムが終了したときの変数pos の値は ｂ である。


解答群


ア ５ イ ７ ウ ８ エ １２ オ １３


カ １５ キ １６ ク ２２ ケ ２７


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ．設問２


入力文字列の先頭の空白文字はそのまま出力するように，最初の単語に先頭の空白文字列を


含め，また単語間の空白文字が何文字あっても，１文字にするようにプログラムを修正する。


そのためには，αを１２行目の直前に，βを１８行目の直前に挿入すればよい。


解答群


ア cnt++ イ cnt-- ウ i エ i++ オ i--


カ i+1 キ i-1 ク idx++ ケ idx--
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問110009問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


水平及び垂直方向に５１２ピクセル(画素)からなるビットマップ画面がある。水平方向をⅩ座


標，垂直方向をＹ座標とする。座標の割当てを図に示す。この画面上に，指定した時刻の時計を


描画する関数DisplayClockを作成した。


目盛りは１周に６０個描画する。５個ごとに半径６ピクセルの大型円形マー力を，それ以外は


半径２ピクセルの小型円形マーカを描画する。時計の針の仕様は表のとおりである。


関数DisplayClockは，次に示すACLOCK構造体へのポインタを引数とする。


typedef struct {


int Ready; /* TRUE のとき目盛りの座標値を再計算しない */


int Hour, Minute, Second; /* 描画する時刻 */


int Cx, Cy; /* 時計の針の回転軸の座標値 */


int Radius; /* 目盛りの半径 */


int PlateX[360], PlateY[360]; /* １度単位の目盛り座標値 */


} ACLOCK;
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ACLOCK構造体変数は，時計の中心の座標値，目盛り円の半径や座標値を記憶する。初めて時計


を描画する場合や時計の位置や大きさが変わった場合，引数であるACLOCK構造体のメンバ変数


Readyの 値をFALSE にして実行すると，目盛りの座標値を計算して時計を描画する。


描画する時刻は，ACLOCK構造体のメンバ変数Hour,Minute,Secondで指定する。それぞれの値の


範囲は次のとおりである。


０≦ Hour ≦２３


０≦ Minute ≦５９


０≦ Second ≦５９


この範囲を超えた値が設定された場合は，時計は正しく描画されない。


，２点(sx,sy)と(ex,ey)を結ぶ太さWidth ピクセルの線分を描画する関数DrawLineと中心(x,y)


半径ｒピクセルの塗りつぶした円を描く関数DrawCircleが用意されている。それぞれの関数の原


型(プロトタイプ)は，次のとおりである。


void DrawLine( int sx, int sy, int ex, int ey, int Width );


void DrawCircle( int x, int y, int r );


[プログラム]


#include <math.h>


#define TRUE 1


#define FALSE 0


typedef struct {


int Ready;


int Hour, Minute, Second;


int Cx, Cy;


int Radius;


int PlateX[ 360 ], PlateY[ 360 ];


} ACLOCK;


void DrawLine( int sx, int sy, int ex, int ey, int Width );


void DrawCircle( int x, int y, int r );


void DisplayClock( ACLOCK *pt )


{


const double Rad = 3.14159265359 / 180.0;


const int LargeMark = 6;
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const int SmallMark = 2;


const int HourHand = 7;


const int MinuteHand = 3;


const int SecondHand = 1;


int angle, Size, Hx, Hy, w, x, y;


if ( pt->Ready == FALSE ) { /* 座標を計算する */


for ( w = -90, x = y = 0; w < 270; ａ ) {


pt->PlateX[x] = pt->Cx + (int)(pt->Radius*cos(w*Rad));


pt->PlateY[y] = pt->Cy + (int)(pt->Radius*sin(w*Rad));


}


pt->Ready = TRUE;


}


for ( angle = 0; angle < 360; angle += 6 ){ /* 目盛りを描画する */


if ( ｂ ) Size = LargeMark;


else Size = SmallMark;


DrawCircle( pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], Size);


}


angle = pt->Second*6; /* 秒針を描く */


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy,


pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], SecondHand );


angle = ｃ ; /* 分針を描く */


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy,


pt->PlateX[angle], pt->PlateY[angle], MinuteHand );


if ( pt->Hour >= 12 ) pt->Hour -= 12;


angle = ｄ ; /* 時針を描く */


Hx = ( pt->Cx + pt->PlateX[angle] ) / 2;


Hx = ( Hx + ｅ ) / 2;


Hy = ( pt->Cy + pt->PlateY[angle] ) / 2;


Hy = ( Hy + pt->PlateY[angle] ) / 2;


DrawLine( pt->Cx, pt->Cy, Hx, Hy, HourHand );


DrawCircle( pt->Cx, pt->Cy, pt->Radius / 10 ); /* 中心軸を描く * /


}
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア w++ イ w++, x++, y++


ウ w++, x++, y-- エ w++, x += 6, y += 6


オ w += 6, x++, y++ カ w += 6, x += 6, y += 6


ｂに関する解答群


ア angle % 30 >= 0 イ angle % 30 != 0


ウ angle % 30 <= 30 エ angle % 30 == 0


オ angle / 30 == 0 カ angle / 30 != 0


ｃに関する解答群


ア pt->Minute


イ pt->Minute*6


ウ pt->Minute*6 + pt->Second


エ pt->Minute*6 + pt->Second/10


オ pt->Minute*6 + pt->Second/60


ｄに関する解答群


ア pt->Hour


イ pt->Hour*30


ウ pt->Hour + pt->Minute


エ pt->Hour + pt->Minute/2


オ pt->Hour*30 + pt->Minute/2


カ pt->Hour*30 + pt->Minute/60


ｅに関する解答群


ア pt->Cx イ pt->Cy


ウ pt->PlateX[angle] エ pt->PlateY[angle]


オ pt->PlateX[pt->Hour] カ pt->PlateY[pt->Hour]
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問110010問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


簡単な構造をもつ文字列を解析して，要素に分解するプログラムを作成した。


(１) タグ付き文字列の構文規則を，次のように定義する。ここで，構文の記述に用いる記号の


意味を，表１のように定める。また，＜，＞及び／は，字句要素である。


タグ付き文字列::＝{タグ構造}＊


タグ構造::＝ 開始タグ タグの値 {タグ構造}＊ 終了タグ


開始タグ::＝＜タグ名＞


終了タグ::＝＜／タグ名＞


タグ名::＝＜，＞，／及び“￥０”を含まない文字列


タグの値::＝＜，＞，／及び“￥０"を含まない文字列｜空文字列


文字列::＝ {文字}＊


(２) プログラムの仕様は，次のとおりである。


① 関数parse_ml_stringは，与えられたタグ付き文字列mlstrを要素に分解して，開始タグ


の出現順に要素配列elmtblに格納する。要素数は，変数elmnumに格納する。ここで，要素


は次の構造体で表す。


typedef struct{


char *tag; ／* タグ名 *／


int depth; ／* 入れ子の深さ(１、２、…) *／


char *value; ／* タグの値 *／


} ELEMENT;


② タグ付き文字列に含まれるタグの要素数が，２５６を超えることはない。


③ 与えられるタグ付き文字列に，構文の誤りはない。


(３) タグ構造が，別のタグ構造を含むこともある(図１参照)。
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(４) 入れ子の深さは，最上位のタグ構造を１として，上位から下位に向かって，１，２，３，


…とする。


(５) 図２のタグ付き文字列に対するプログラムの実行結果は，表２のとおりである。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａ，ｂに関する解答群


ア m1str イ ++m1str ウ mlstr + 1


エ *mlstr オ *(++mlstr) カ *mlstr++


キ *(mlstr + 1)


ｃに関する解答群


ア elmnum++ イ level++ ウ mlstr++


エ *elmnum++ オ *level++ カ *mlstr++


ｄに関する解答群


ア *(m1str + 1) == '<' イ *(mlstr + 1) != '<'


ウ *(mlstr + 1) == '/' エ *(mlstr + 1) != '/'


オ *(mlstr + 1) == '>' カ *(mlstr + 1) != '>'


［プログラム］


#define MAXELMNUM 256


typedef struct {


char *tag;


int depth;


char *value;


} ELEMENT;


char *parse_ml_data(char *, int);


ELEMENT elmtbl[MAXELMNUM];


int elmnum = 0;


void parse_ml_string(char *mlstr)


{


while (*mlstr != '\0') {


mlstr = parse_ml_data(mlstr + 1, 1);


}


}
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char *parse_ml_data(char *mlstr, int level)


{


/* 開始タグ処理 */


elmtbl[elmnum].tag = a ;


elmtbl[elmnum].depth = level;


for(; *mlstr != '>'; mlstr++);


*mlstr = '\0';


/* タグの値処理 * /


elmtbl[elmnum].value = b ;


for (mlstr++; *mlstr != '<'; mlstr++);


*mlstr = '\0';


c ;


/* 下位のタグ構造処理 * /


while ( d )


mlstr = parse_ml_data(mlstr + 1, level + 1);


/* 終了タグ処理 */


for (mlstr += 2; *mlstr != '>'; mlstr++);


level--;


return mlstr + 1;


}








- 1 -


問110011問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


関数addrsyncは，二つのアドレス帳の内容を同一にする(同期をとる)関数である。


(１) アドレス帳はデスクトップ型／パソコン(デスクトップＰＣ)とノート型パソコン(ノート


ＰＣ)上にあり，それぞれを個別に使用するので，１日に１回同期処理を行う。


(２) 各アドレス帳は複数件のレコードで構成される。１件のレコードは，フラグ，氏名，メー


ルアドレス，更新日時で構成される。ただし，一つのアドレス帳に氏名が同一のレコードは


存在しない。


， ，(３) 同期処理を行う際には 各アドレス帳を構造体ADDRの配列(以下ADDR配列と呼ぶ)に変換後


氏名の昇順に整列してから関数addrsyncを呼び出す。関数addrsyncの引数は，デスクトップ


ＰＣのアドレス帳のADDR配列，ノートＰＣのアドレス帳のADDR配列，及び同期したADDR配列


である。関数addrsyncの実行後，同期したADDR配列から，新しいアドレス帳を作成する。


(４) 構造体ADDRの定義は，次のとおりである。


typedef struct {


char flag; /* フラグ */


char *name; /* 氏名へのポインタ */


int nlen; /* 氏名の長さ */


char *addr; /* メールアドレスへのポインタ */


int alen; /* メールアドレスの長さ */


char *time; /* 更新日時へのポインタ */


} ADDR;


フラグは現在のレコードの状態を示し，内容は次のとおりである。


“ ”(空白)：同期後に変化なし(初期値) “Ｕ ：同期後更新された”


“Ａ ：同期後追加された “Ｄ ：同期後削除された” ”


“Ｅ ：ADDR配列の終端を示す。氏名，メールアドレスともに意味をもたず，氏名の長さ，メ”


ールアドレスの長さには－１が格納される。


更新日時の形式は“YYYY-MM-DD hh:mm:ss”(西暦年-月-日 時：分：秒)である。


(５) デスクトップＰＣのアドレス帳のADDR配列とノートＰＣのアドレス帳のADDR配列の各要素


を，氏名をキーとして照合し，更新日時とフラグの内容に応じて処理することによって同期


をとる。氏名が片方にだけ存在する場合の処理内容を表１に，氏名が両方に存在する場合の


処理内容を表２に示す。


(６) strncmp(str1,str2,leng)関数は，str1で指される配列をstr2で指される配列とleng文字


だけ比較し，大きいか，等しいか又は小さいかによって，それぞれ，正の整数，０又は負の


整数を返す。







- 2 -


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア desk[didx].flag == 'E'


イ desk[didx].flag == 'E' && note[nidx].flag == 'E'


ウ desk[didx].flag == 'E' || note[nidx].flag == 'E'


エ desk[didx].flag != 'E'


オ desk[didx].flag != 'E' && note[nidx].flag != 'E'


カ desk[didx].flag != 'E' || note[nidx].flag != 'E'


ｂ～ｄに関する解答群


ア didx++ イ nidx++ ウ sidx++


エ didx++,nidx++ オ didx++,sidx++ カ nidx++,sidx++


キ didx++,nidx++,sidx++
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ｅに関する解答群


ア result = 1


イ result = -1


ウ result = len1 - len2


エ result = len2 - len1


オ result = (len1 < len2) ? len1 : len2


カ result = (len1 < len2) ? len2 : len1


[プログラム]


#include <string.h>


#include <stdio.h>


typedef struct {


char flag; /* フラグ */


char *name; /* 氏名へのポインタ */


int nlen; /* 氏名の長さ */


char *addr; /* メールアドレスへのポインタ */


int alen; /* メールアドレスの長さ */


char *time; /* 更新日時へのポインタ */


} ADDR;


int namecmp(char *, int, char *, int);


void addrsync(ADDR desk[], ADDR note[], ADDR sync[])


{


int didx = 0, nidx = 0, sidx = 0, comp;


while ( a ) {


comp = namecmp(desk[didx].name,desk[didx].nlen,note[nidx].name,note[nidx].nlen);


if (comp < 0) {


if (desk[didx].flag != 'D') {


sync[sidx] = desk[didx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


ｂ ;


}


else if (comp > 0) {


if (note[nidx].flag != 'D') {


sync[sidx] = note[nidx];
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sync[sidx++].flag = ' ';


}


ｃ ;


}


else {


if (strncmp(desk[didx].time, note[nidx].time, 19) > 0) {


if (desk[didx].flag != 'D') {


sync[sidx] = desk[didx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


}


else {


if (note[nidx].flag != 'D') {


sync[sidx] = note[nidx];


sync[sidx++].flag = ' ';


}


}


ｄ ;


}


}


sync[sidx].flag = 'E';


sync[sidx].nlen = -1;


sync[sidx].alen = -1;


}


int namecmp(char *strl, int lenl, char *str2, int len2)


{


int leng, result;


if (len1 == -1) return 1;


if (len2 == -1) return -1;


leng = (len1 < len2) ? len1 : len2;


result = strncmp(str1, str2, leng);


if (result == 0)


ｅ ;


return result;


}
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問110012問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


階層構造をもつファイルシステムにおいて、指定されたファイル又はディレクトリについての


情報の一覧を表示する関数flist がある。


(１) ファイルシステムの構造は，次のとおりである。


① 図１のようなディレクトリとファイルからなる階層をもつ。階眉の深さは最大３２層であ


る。


② ファイルシステム内ではディレクトリごとに，そのディレクトリの子のファイルと子のデ


ィレクトリをまとめて一つのファイルテーブルで管理する。ファイルテーブルの要素をファ


。 、 。イルエントリと呼ぶ ファイルエントリの内容を表に ファイルテーブルの例を図２に示す


③ パス名とは，ルートディレクトリから始まり，特定のファイルやディレクトリにたどり着


くための一意な経路を示す名前である。各階層は“/”で区切る。例えば，図１のfile4のパ


ス名は“/sub1/file4 ，sub2のパス名は“/sub2”である。”


(２) 関数flistの引数は，ルートディレクトリのファイルテーブルへのポインタrootと，パス


名を格納した文字列へのポインタpath_nameである。path_nameの内容は，パス名の書式とし


ては正しいものとする。すなわち “/”で始まり，ファイル又はディレクトリ名は１２文，
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字以内の英数字列となっている。


(３) path_name の内容に応じて、次のいずれかの処理を行う。


① ファイルの場合は，ファイル名とファイルの大きさを表示する。


② ディレクトリの場合は子の情報を表示する。子がファイルのときはファイル名とファイル


の大きさ、子がディレクトリのときはディレクトリ名と文字列“Directory”を表示する。


子がないときは何も表示しない。


③ パス名に対応する経路が存在しない場合は，エラーメッセージを表示する。
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［プログラム］


#include <stdio.h>


#include <string.h>


#define F_FILE 2


#define F_DIRECTORY 1


#define F_UNMATCH 0


struct fentry {


char type;


char name[13];


long size;


struct fentry *next;


};


void flist(struct fentry *root, char *path_name){


struct fentry *fptr;


char path[512], *name_tbl[32], *cptr;


int idx, max, flag;


strcpy(path, path_name);


if (strcmp(path, "/") == O) {


flag = F_DIRECTORY;


fptr = root;


}


else {


/* パス名の分解 */


idx = O;


cptr = path;


while (*cptr != '\0') {


if (*cptr == '/') {


*cptr = '\0';


a


idx++;


}


cptr++;


}


max = idx - 1;


/* パス名の検索 */


fptr = root;
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for (idx = O; idx <= max; idx++) {


flag = F_UNMATCH;


while (fptr->type != 'E') {


if ( b &&


strcmp(fptr->name, name_tbl[idx]) == 0) {


if (fptr->type == 'D') { /* ディレクトリ */


flag = F_DIRECTORY;


c


break;


} else if (idx == max) { /* ファイル */


flag = F_FILE;


break;


} else


break; /* パスの途中がファイルだった */


}


fptr++;


}


if (flag == F_UNMATCH)


break;


}


}


/* ファイルディレクトリの表示 */


switch (flag) {


case F_DIRECTORY:


while ( d ) {


if (fptr->type == 'D')


printf("%s \tDirectory\n", fptr->name);


else if (fptr->type == 'F')


printf("%s \t%ld bytes\n", fptr->name, fptr->size);


fptr++;


}


break;


case F_FILE:


printf("%s \t%ld bytes\n", fptr->name, fptr->size);


break;


default:


printf("File or directory not found Z~\n");


}


}
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア name_tbl[idx] = cptr;


イ name_tbl[idx] = cptr + 1;


ウ name_tbl[idx] = *cptr;


エ name_tbl[idx] = path + cptr;


オ name_tbl[idx] = *(path + cptr);


ｂ，ｄに関する解答群


ア fptr->type == 'D' イ fptr->type == 'E'


ウ fptr->type == 'F' エ fptr->type == 'X'


オ fptr->type != 'D' カ fptr->type != 'E'


キ fptr->type != 'F' ク fptr->type != 'X'


ｃに関する解答群


ア fptr += fptr->next; イ fptr = fptr->next;


ウ fptr = *(fptr->next); エ *fptr += fptr->next;


オ *fptr = fptr->next; カ *fptr = *(fptr->next);
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問110013問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答えよ。


〔プログラムの説明〕


関数decmultは，文字列で与えられた二つの１０進数を乗算する。


(１) 関数decmultの引数は，被乗数を表す文字型の配列decA[]，乗数を表す文字型の配列decB


[]，及び乗算結果を格納する文字型の配列decC[]である。


(２) decA[0]とdecB[0]には，符号を示す“＋”又は“－”の文字が格納されることがある。


(３) 関数decmultは，筆算と同様なアルゴリズムで計算する。


[プログラム]


行番号


01 #include <string.h>


02 #define STRMAX 128


03


04 void decmult(char decA[], char decB[], char decC[])


05 {


06 char decT[STRMAX], sign='+';


07 int ai, bi, ci = 0, ti = 0, a1 = 0, b1 = 0, am, bm, tm;


08 int carry = O, shift = O, wk;


09


10 memset(decT, '\0', STRMAX); /* decT[]を‘\0’で初期化する */


11 am = strlen(decA);


12 bm = strlen(decB);


13


14 /*** 符号の検査 ***/


15 if (decA[0] == '+' || decA[0] == '-') a1 = 1;
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16 if (decB[0] == '+' || decB[0] == '-') b1 = 1;


17 if ((decA[0] == '-' && decB[0] != '-') ||


18 (decA[0] != '-' && decB[0] == '-')) sign = '-';


19


20 /*** 乗算 ***/


21 for (bi = bm - 1; bi >= bl; bi--) {


22 for (ai = am - 1; ai >= al; ai--, ti++) {


23 wk = (decA[ai] - '0') * (decB[bi] - '0') + carry;


24 carry = wk / 10;


25 wk %= 10;


26 if (decT[ti] != '\0') { /* 前の演算結果があるのか？ */


27 wk += (decT[ti] - '0');


28 if (wk > 9) {


29 carry++;


30 wk %= 10;


31 }


32 }


33 decT[ti] = wk + '0';


34 }


35 if (carry > 0) {


36 decT[ti] = carry + '0';


37 carry = 0;


38 }


39 shift++;


40 ti = shift;


41 }


42


43 /*** decC[] に格納 ***/


44 if (sign == '-') {


45 decC[0] = sign;


46 ci++;


47 }


48 tm = strlen(decT);


49 for (ti = tm - 1; ti > 0; ti--)


50 if (decT[ti] != '0')


51 break;


52 for ( ; ti >= 0; ti--, ci++)


53 decC[ci] = decT[ti];


54 decC[ci] = '\0';


55 }
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次の①と②の計算を行ったとき，結果の組合せとして正しい答えを，解答群の中から設問１


選べ。ここで “△”は空白文字を示す。，


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


被乗数が“２３４ ，乗数が“５６”で計算を行った場合、２９行目は 回実行”


される。


解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３ オ ４ カ ５


小数の乗算ができるように，プログラムを修正する。設問３


修正内容を示す次の表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。
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ａ,ｂに関する解答群


ア ai++ イ ai-- ウ am++ エ am--


オ bi++ カ bi-- キ bm++ ク bm--


ｃに関する解答群


ア (am - ap) + (bm - bp) イ (am - ap) + (bm - bp) + 1


ウ (am - ap) + (bm - bp) - 1 エ ap + bp


オ ap + bp + 1 カ ap + bp - 1


ｄに関する解答群


ア ti > 0 イ ti > tp ウ ti > tp + 1


エ ti >= 0 オ ti >= tp カ ti >= tp - 1
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問110014問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～４に答えよ。


〔プログラムの説明〕


画面上に表示されたモグラに対して，マウスでポインタを移動し，クリックして得点を競うプ


ログラムである。


(１) 画面上には，縦横１６個ずつの正方形の升目に分割されたウィンドウがある。升目の縦及


び横の画素数は２４であり，ウィンドウは縦３８４×横３８４の画素で構成されている(図


１)。画素の座標値は，ウィンドウの左上隅を基点(０，０)とした横座標及び縦座標の組合


せである。


(２) 乱数を用いて選択した升目に，１匹のモグラの絵(図２)を表示する。モグラの絵はプログ


ラム内で宣言された回数の繰返し処理の間だけ表示されており，繰返し処理の終了と同時に


画面から消える。


(３) モグラが画面に表示されている間に，升目内をクリックできれば，升目の絵が図３に変わ


り，得点が得られる。


(４) クリック検出及びクリックされた画素の座標は，関数sense を使用して獲得する。


(５) このプログラムでは，次の三つの関数を利用している。


① 関数rand16


・形式：int rand16( void );


・機能：０～１５の整数の一つをランダムに発生する。


・引数：なし


・返却値：０～１５の整数値


② 関数mogura


・形式：void mogura( char *p1 int p2, int p3 );


・機能：


引数p1が“open”の場合 ：p2及びp3で指定された升目に図２を表示する。
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引数p1が“hit” の場合 ：p2及びp3で指定された升目に図３を表示する。


引数p1が“close” の場合：p2及びp3で指定された升目の図を消去する。


・引数：


p1：処理モード(“open “hit “close”での３種類)”， ”，


p2：升目の列番号(０～１５)


p3：升目の行番号(０～１５)


・返却値：なし


③ 関数sense


・形式：int sense( int *p1,int *p2 );


・機能：マウスのクリックを検出する。この関数が初めて呼び出されたときには，クリック


なし(０)を返す。２回目以降の呼出しにおいては，前回の呼出し後から今回の呼出


しまでの間に，マウスのクリックが発生したかどうかを検出する。クリックを検出


した場合には，クリックあり(１)とクリックされた位置の座標を返す。マウスのク


リックを検出しなかった場合には，クリックなしを返す。２回以上のクリックが行


われていた場合には，最初のクリックによる座標を返す。


・引数：


p1：クリックされた画素の横座標へのポインタ


マウスのクリックありの場合にだけ，p1が指すアドレスに座標値が設定される。


p2：クリックされた画素の縦座標へのポインタ


マウスのクリックありの場合にだけ，p2が指すアドレスに座標値が設定される。


・返却値：クリックありの場合にはON(1) を，クリックなしの場合にはOFF(0)を返す。


[プログラム]


(行番号)


01 #include <stdio.h>


02 #define ON 1


03 #define OFF 0


04 #define HIT 1


05 #define CMAX 16


06 #define BLKSZ 24


07 #define MGNCNT 200


08 #define DSPCNT 250


09 #define STOP 3000


10 typedef struct { int flg; int st; } mbox;


11 int rand16(void);


12 int sense( int*, int* );


13 void mogura( char*, int, int );
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14 main(void) {


15 int mflg = OFF, hitpt = O;


16 int hitck[BLKSZ][BLKSZ], gcnt, gx, gy, ix, iy;


17 mbox mg[CMAX][CMAX];


18 for ( ix = O; ix < CMAX; ix++ )


19 for ( iy = 0; iy < CMAX; iy++ ) {


20 mg[ix][iy].flg = OFF;


21 mg[ix][iy].st = 0;


22 }


23 for ( ix = O; ix < BLKSZ; ix++ )


24 for ( iy = 0; iy < BLKSZ; iy++ ) hitck[ix][iy] = HIT;


25 for ( gcnt = 0; gcnt < STOP; gcnt++ ) {


26 if ( gcnt % MGNCNT == 0 ) {


27 ix = rand16();


28 iy = rand16();


29 if ( mg[ix][iy].flg == OFF ) {


30 mg[ix][iy].flg = ON;


31 mg[ix][iy].st = gcnt;


32 mogura( "open", ix, iy );


33 }


34 }


35 mflg = sense( &gx, &gy );


36 if ( mflg == ON ) {


37 if ( mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].flg == ON &&


38 hitck[gx%BLKSZ][gy%BLKSZ] == HIT ) {


39 hitpt += 10;


40 mogura( "hit", gx/BLKSZ, gy/BLKSZ );


41 mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].flg = OFF;


42 mg[gx/BLKSZ][gy/BLKSZ].st = 0;


43 }


44 else hitpt--;


45 }


46 for ( ix = O; ix < CMAX; ix++ ) {


47 for ( iy = 0; iy < CMAX; iy++ )


48 if ( mg[ix][iy].flg == ON ) {


49 if ((gcnt - mg[ix][iy].st) > DSPCNT) {


50 mg[ix][iy].flg = OFF;


51 mg[ix][iy].st = 0;


52 mogura( "close", ix, iy );
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53 }


54 }


55 }


56 }


57 printf( "ゲーム終了\nあなたの得点は%dです\n",hitpt );


58 }


このプログラムでは，ゲーム終了までに図２のモグラが最大何回出現するか，解答群設問１


の中から選べ。


解答群


ア １２ イ １５ ウ １６ エ ２０


オ ２４ カ ２５ キ ３２


プログラムの内容に関する記述として，正しくないものを解答群の中から二つ選べ。設問２


解答群


ア 行番号７のMGNCNTを４００にすると得点が得やすくなる。


イ 行番号８のDSPCNTを４００にすると得点が得やすくなる。


ウ 図２のモグラの表示回数の増減によって，図２が表示されてから消えるまでの時間が変化


する。


エ モグラが表示された状態でプログラムが終了することがある。


オ モグラが表示されていないところをクリックすると得点に影響がある。


クリックによる得点だけでなく，見逃したモグラも数えることにした。そこで，初期設問３


値が０であるint 型変数scntを宣言部に追加し，行番号５７のprintfを次のように変更し


た。


printf( "ゲーム終了\nあなたの得点は%d，見逃しは%d匹です\n",hitpt,scnt );


関数mainへの変更として適切なものを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 行番号３３の直後にelse scnt++;を追加する。


イ 行番号３４の直後にelse scnt++;を追加する。


ウ 行番号４４をelse { hitpt- ;scnt++; }に置き換える。‐


エ 行番号４５の直後にelse scnt++;を追加する。


オ 行番号５２の直後にscnt++; を追加する。
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行番号６の直後に，次の#define の行を追加し，行番号２４の直後に次のfor 文によ設問４


る繰返し処理を追加した。その結果，升目内でのモグラのクリックを認識する領域が変化


した。変更後のクリック認識画素領域に近い図形を解答群の中から選べ。ここで，図中の


灰色の領域がクリックを認識する領域である。


#define TSZ BLKSZ/3


for ( ix=O; ix<TSZ; ix++ ) {


for ( iy=0; iy<TSZ-ix; iy++ ) {


hitck[ix ][iy ] = OFF;


hitck[ix ][BLKSZ-iy-1] = OFF;


hitck[BLKSZ-ix-1][iy ] = OFF;


hitck[BLKSZ-ix-1][BLKSZ-iy-1] = OFF;


}


}
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問110015問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～４に答えよ。


〔プログラムの説明〕


画面上の点Ｓの座標(sx,sy)と点Ｅの座標(ex,ey)を両端とする自由曲線を，微細な直線群で近


似して描く関数DrawCurveを作成した 自由曲線の形を決めるために 二つの制御点C1の座標(xl,。 ，


yl)とC2の座標(x2,y2)を引数で指定する。図のように与えられた４点で構成される折れ線を再帰


， 。的に分割していき 引数len(len > 2)によって定まる収束条件が成立した時点で直線を描画する


関数DrawCurve の原型(プロトタイプ)は，


void DrawCurve( int sx,int sy,int x1,int y1,int x2,int y2,int ex,int ey,int len );


であり，引数と点の座標の関係は，図のとおりである。


ここで，２点を結ぶ直線を描画するために次の二つの関数が用意されている。


void MoveTo( int sx,int sy );


機能：直線を描画する始点を座標(sx,sy)とする。


void LineTo( int ex,int ey );


機能：現在の始点から，座標(ex,ey)まで直線を描き，始点を座標(ex,ey)に更新する。


[プログラム]


void MoveTo( int sx,int sy ) ;


void LineTo( int ex,int ey ) ;


int CmpLine( int xs,int ys,int xe,int ye,int len ) ;
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void DrawCurve( int sx,int sy,int xl,int yl,int x2,int y2,int ex,int ey,int len )


{


int p1x, p1y, p2x, p2y, p3x, p3y ;


int p4x, p4y, p5x, p5y, p6x, p6y ;


if ( CmpLine( sx,sy,x1,y1,len ) &&


CmpLine( x1,y1,x2,y2,len ) &&


CmpLine( x2,y2,ex,ey,len ) ) {


MoveTo( sx,sy ) ; LineTo( x1,y1 ) ;


LineTo( x2,y2 ) ; LineTo( ex,ey ) ;


return ;


}


plx = ( sx + xl ) / 2 ; ply = ( sy + yl ) / 2 ;


p2x = ( xl + x2 ) / 2 ; p2y = ( yl + y2 ) / 2 ;


p3x = ( x2 + ex ) / 2 ; p3y = ( y2 + ey ) / 2 ;


p4x = ( plx + p2x ) / 2 ; p4y = ( ply + p2y ) / 2 ;


p5x = ( p2x + p3x ) / 2 ; p5y = ( p2y + p3y ) / 2 ;


p6x = ( p4x + p5x ) / 2 ; p6y = ( p4y + p5y ) / 2 ;


DrawCurve( sx, sy, plx, ply, p4x, p4y, p6x, p6y, len ) ;


DrawCurve( p6x, p6y, p5x, p5y, p3x, p3y, ex, ey, len ) ;


return ;


}


int CmpLine( int xs, int ys, int xe, int ye, int len )


{


int len1 = xe - xs ;


int len2 = ye - ys ;


if ( lenl < 0 ) lenl = -lenl ;


if ( len2 < 0 ) len2 = -len2 ;


if ( ( len1 < len ) && ( len2 < len ) )


return 1 ;


return 0 ;


}
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このプログラムでは，折れ線を二つに分割するため，三つの線分の中点の座標を求め設問１


て，さらにいくつかの線分の中点の座標を求める。新たな折れ線の四つの頂点を決定する


方法を説明した図はどれか，解答群の中から選べ。


再帰的な分割処理が終了する条件として，正しいものを解答群の中から選べ。設問２


解答群


ア 折れ線の三つの線分それぞれが，引数lenで与えられた長さより長くなった。


イ 折れ線の三つの線分それぞれが，引数lenで与えられた長さより短くなった。


ウ 折れ線の三つの線分それぞれが，引数lenを１辺とする正方形の中に含まれる長さになっ


た。


エ 折れ線の三つの線分のうち，どれか１本が，引数lenで与えられた長さより長くなった。


オ 折れ線の三つの線分のうち，どれか１本が，引数lenで与えられた長さより短くなった。


カ 折れ線の三つの線分のうち，どれか１本が，引数lenを１辺とする正方形の中に含まれる


長さになった。
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このプログラムの特性を説明する次の記述中の に入れる正しい答えを，解答設問３


群の中から選べ。


引数lenの値を８にして自由曲線を描画した場合，直線を描画する関数LineToの呼出し回数が


最も多かった曲線は ａ である。


同じ曲線を引数lenの値を１６にして描画した場合，引数lenの値が８のときと比較して，関数


LineToの呼出し回数は ｂ 。


ａに関する解答群


ｂに関する解答群


ア 多くなる イ 変わらない ウ 少なくなる
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次のプログラムの実行結果として正しい図を，解答群の中から選べ。設問４


int Lines ;


int cxl, cyl ;


int cx2, cy2 ;


for ( Lines = 0, cxl = 128, cyl = 160, cx2 = 256, cy2 = 160 ; Lines < 16 ;


Lines++, cxl += 16, cyl -= 16, cx2 -= 16, cy2 += 16 ) {


DrawCurve( 50, 160, cxl, cyl, cx2, cy2, 384, 160, 8 ) ;


}


解答群
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問110016問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～４に答えよ。


〔プログラムの説明〕


迷路を解くプログラムである。


(１) 図１に示したような縦８行横８列の升目上に表現された迷路図のデータが２次元配列Ｍに


格納されている。塗りつぶされている升が迷路の壁を示しており，白色の升が道を示してい


る。


(２) 入口の升には始点を示すコード(0xf0)が，出口の升には終点を示すコード(0xf1)が，道の


升には道を示すコード(0x00)が，壁の升には壁を示すコード(0xff)が格納されている。


(３) 迷路の外周となる升(Ｍの横座標又は縦座標が０又は７である升)は，始点と終点を除いて


すべて壁である。


(４) このプログラムで使用している大域変数の用途は，次のとおりである。


これらの大域変数に初期値を設定し、関数mazeを呼び出すことによって迷路を探索し、入口か


ら出口までの道筋を求める。


Ｍ[0][0] Ｍ[0][7]


Ｍ[7][0] Ｍ[7][7]


始点


終点
図１迷路の例
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［プログラム］


1 #define UP 0


2 #define RIGHT 1


3 #define DOWN 2


4 #define LEFT 3


5 #define ROAD 0x00 /* 道のコード */


6 #define WALL 0xff /* 壁のコード */


7 #define SMAX 8


8 #define ENTRANCE 0xf0 /* 始点のコード */


9 #define EXIT 0xf1 /* 終点のコード */


10


11 int rcheck(void);


12 int fcheck(void);


13 void go(void);


14 void maze(void);


15


16 int M[SMAX][SMAX],x,y,dir;


17


18 void maze()


19 {


20 while ( M[y][x] != EXIT ) {


21 if ( (rcheck() == ROAD ) ||


22 (rcheck() == EXIT ) ) {


23 dir = ( dir+1 ) % 4;


24 go();


25 }


26 else if ( (fcheck() == ROAD ) ||


27 (fcheck() == EXIT ) ) go();


28 else dir = ( dir+3 ) % 4;


29 }


30 return;


31 }


32


33 int rcheck()


34 {


35 if ( dir == UP ) return M[y][x+l];


36 else if ( dir == RIGHT ) return M[y+1][x];


37 else if ( dir == DOWN ) return M[y][x-1];


38 else return M[y-1][x];


39 }
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40


41 int fcheck( )


42 {


43 if ( dir == UP ) return M[y-1][x];


44 else if ( dir == RIGHT ) return M[y][x+1];


45 else if ( dir == DOWN ) return M[y+1][x];


46 else return M[y][x-1];


47 }


48


49 void go()


50 {


51 if ( dir == UP ) y--;


52 else if ( dir == RIGHT ) x++;


53 else if ( dir == DOWN ) y++;


54 else x--;


55 }


図２に示す迷路を，このプログラムによって解いた道筋として正しい答えを，解答群設問１


の中から選べ。図中の①～⑧は，升の位置を示している。ここで，関数mazeを呼び出すと


きの大域変数 x,y,dir の値は次のとおりとする。


x = 1


y = 0


dir = DOWN
Ｍ[0][0] Ｍ[0][7]


Ｍ[7][0] Ｍ[7][7]


始点


終点図２迷路の升の位置


①


②


③ ④


⑤


⑥


⑦


⑧







- 4 -


解答群


ア 始点→①→②→①→③→⑤→⑥→⑤→⑦→終点


イ 始点→①→②→①→③→④→③→⑤→⑥→⑤→⑦→⑧→⑦→終点


ウ 始点→①→③→⑤→⑦→終点


エ 始点→①→③→④→③→⑤→⑥→⑤→⑦→⑧→⑦→終点


図３に示す迷路の場合，探索の道筋に関する記述として正しい答えを，解答群の中か設問２


。 ， 。ら選べ ここで 関数mazeを呼び出すときの大域変数 x,y,dir の値は次のとおりとする


x = 1


y = O


dir = DOWN


解答群


ア 始点→①→④→③→②→①→④→③→②→…を無限に繰り返す。


イ 始点→①→②→③→④→①→②→③→④→…を無限に繰り返す。


ウ 始点→①→②→②→②→…を無限に繰り返す。


エ 始点→①→②→③→④→①→始点(プログラム終了)


オ 始点→①→②→③→④→①→①→①→…を無限に繰り返す。


Ｍ[0][0] Ｍ[0][7]


Ｍ[7][0] Ｍ[7][7]


始点


終点
図３閉じた迷路


①


② ③


④
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始点及び終点を含めて，通過した升の位置と進行方向を記録するために，プログラム設問３


中に次の文を追加することにした。文を追加する適切な位置を解答群の中から選べ。


なお，プログラムの先頭に#include<stdlo.h> があるものとする。


printf("dir=%d y=%d X=%d\n",dir,y,x);


解答群


ア 行番号２０の直後と行番号２９の直後


イ 行番号２３の直後と行番号２９の直後


ウ 行番号２８の直後と行番号２９の直後


迷路の解法として，関数rcheckの代わりに，次の関数lcheckを使用することにした。設問４


行番号１１，２１及び２２での関数rcheckをlcheckに置き換える。


その場合，プログラム中で更に変更すべき箇所として正しい答えを，解答群の中から選


べ。


int lcheck()


{


if ( dir == UP ) return M[y][x-1];


else if ( dir == RIGHT ) return M[y-1][x];


else if ( dir == DOWN ) return M[y][x+1];


else return M[y+1][x];


}


解答群


ア 行番号２１の解答群 == ROAD を == WALL に変更する。


イ 行番号２３の +1 を +3 に，行番号２８の +3 を +1 に変更する。


ウ 行番号３５及び行番号４３の UP をRIGHT に，行番号３６及び行番号４４の RIGHTをDOWN


に，行番号３７及び行番号４５の DOWN を LEFT に変更する。


エ 行番号５１から行番号５４までの間にある -- を ++ に，++ を -- に変更する。
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問110017問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


［プログラムの説明］


最近、電子メールの利用者が増えている。電子メールで実行形式(バイナリデータ)のファイル


を送る場合には、送信前にその内容をテキスト(テキストデータ)に変換し、受信後に復元すると


いう処理を行う。このプログラムは、テキストに変換されている実行形式のファイルの内容を、


元の実行形式ファイル(prghle)に復元するものである。


(１) テキストに変換された実行形式のファイルの内容は、テキスト形式ファイル(txt file)に


格納されている。テキスト形式ファイルの様式は、次のとおりである。


① 先頭行には、実行形式のファイルのサイズ(バイト数)が入っている。


② 2行目以降が変換された内容である。


③ テキスト行の最大文字数(LLENG)は、プログラム中で定義されている。


188


ghjUGTUbgvkljhgYFGHKPHFFhkhgyfdhgjlJBDFRUJLOJBfdtg5689h6rb7U


ghh67YGdtyuIjgfT9ikjghYghgfjhfcvnm.pigfj78jgTGIKjfhgKJgffHgh


fyJHjgv,f.vkhbbikol ....jgfgfuiIHfghkHBRFNLHGFBN578632370ohDF


hfgehlHNyJL


図１ テキスト形式ファイルの例


(２) テキスト形式ファイルで利用される文字は、プログラム中の変換文字列テーブル(chtbl)


に格納されている64種類である。


(３) 変換されたテキストからの復元処理は、次のように行う。
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① テキスト形式ファイルから、1行分のテキストデータを読み込む。


② 読み込んだテキストデータは 先頭から4文字単位に3バイトのバイナリデータに復元し(図、


２参照)、実行形式ファイルに出力する。


(ａ) 各文字について、変換文字列テーブル上の格納位置(0～63のオフセット)を調べ、オ


フセットの値をコードとする。


(ｂ) 各コードの下位6 ビットを連結し、1バイト(8 ビット)ごとに実行形式ファイルに出


力する。


プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問


aに関する解答群


ア psiz イ &psiz ウ /psiz エ *psiz


bに関する解答群


ア psiz < 0 イ psiz <= 0 ウ psiz == 0


エ psiz >= 0 オ psiz > 0


cに関する解答群


ア ++p イ p++ ウ --p エ p--


dに関する解答群


ア = イ &= ウ |= エ !=
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［プログラム］


#include <stdio.h>


#include <string.h>


#define LLENG 60


char chtbl[] = { "ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ"


"abcdefghijklmnopqrstuvwxyz"


"0123456789,." };


main()


{


FILE *ifp, *ofp;


long psiz;


int p, s;


char pch, tch, tbuf[LLENG+2];


ifp = fopen("txt_file","r");


ofp = fopen("prg_file","wb");


fscanf(ifp,"%ld\n", a );


while( b ) {


fgets(tbuf, sizeof(tbuf) , ifp);


p = O;


while(p < LLENG && b ) {


tch = strchr(chtbl, tbuf[ c ]) - chtbl;


pch = tch << 2;


for (s = 4; s < 9 && b ; s += 2) {


tch = strchr(chtbl, tbuf[ c ]) - chtbl;


pch d tch >> (8 - s);


fputc(pch, ofp);


psiz--;


pch = tch << s;


}


}


}


fclose(ifp);


fclose(ofp);


}
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問110018問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問１～４に答えよ。


［プログラムの説明］


圧電素子センサ(素子の起電力を用いた圧力検出器)の温度に対する出力値の変化を実験で調べ


たところ、表に示す結果が得られた。この表は、０℃のときの出力値を1.00としたときの比率を


表したものである。


表 温度とセンサ出力値比率の対応表


温度 センサ出力値比率


-40℃ 0.30


-20℃ 0.70


-10℃ 0.90


0℃ 1.00


10℃ 1.10


30℃ 1.60


50℃ 1.70


このデータをもとにして,-40℃～50℃の間の温度補正係数Ｋを１℃ごとに求めて印字するプロ


グラムを作成した。このプログラムの結果を用いて、温度に対応するＫの値を圧電素子センサの


出力値に乗算し、０℃のときの出力値に等しくなるように補正できる。


(１) 温度とセンサ出力値比率の表は、構造体配列Curve[] で記述する。


typedef struct {


int Temp; /* 温度 */


float Ratio; /* センサ出力値比率(実測値)*/


float step; /* 作業変数 */


} CURVE;


CURVE Curve[7];


(２) 構造体配列Curve[] を初期化する関数SetupCurve()と、温度補正係数Ｋを求める


関数GetKvalue() を用いる。


［プログラム］


#include <stdio.h〉


typedef struct {


int Temp ;/* 温度 */


float Ratio ;/* センサ出力値比率(実測値)*/


float Step ;/* 作業変数 */


} CURVE ;


void SetupCurve( CURVE *, int );


float GetKvalue( int, CURVE *, int );
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main()


{


int Temp ;


float k;


CURVE Curve[ 7 ] = {


{ -40, 0.30, 0.0 },{ -20, 0.70, 0.0 },{ -10, 0.90, 0.0 },


{ 0, 1.00, 0.0 },{ 10, 1.10, 0.0 },{ 30, 1.60, 0.0 },


{ 50, 1.70, 0.0 } };


SetupCurve( Curve, 7 );


for( Temp = -40 ; Temp <= 50 ; Temp++ ){


k = GetKvalue( Temp, Curve, 7 );


printf( "%d ℃のときの温度補正係数は %f です。\n", Temp, k );


}


}


void SetupCurve( CURVE *p, int Points )


{


int i;


for( i = 0; i < Points - 1; i++,p++ ){


p->Step = ((p+1)->Ratio - p->Ratio ) /((p+1)->Temp - p->Temp );


}


}


float GetKvalue( int Temp, CURVE *p, int Points )


{


int i, j, n;


i = 0 ; j = Points - 1;


if(( Temp < p->Temp ) || ( Temp > (p+j)->Temp ))


return 0.0 ; /* 温度が範囲外のときは 0.0 を返す */


while( 1 ){


n = (i + j) / 2;


if( Temp >= (p+n)->Temp ){


if( n >= Points - 1) break;


if( Temp < (p+n+1)->Temp ) break;


i = n+1;


} else j = n ;


}


p += n;


return l.0 / ( p->Ratio + p->Step * ( Temp - p->Temp ));


}
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関数SetupCurve()の処理内容として正しい記述を、解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 温度区間全体を２次曲線で補間するための多項式の係数を求めている。


イ 温度区間全体を３次曲線で補間するための多項式の係数を求めている。


ウ 温度区間ごとに、温度１℃当たりのセンサ出力値比率の差分を求めている。


エ 温度区間ごとに、センサ出力値比率0.1当たりの温度の差分を求めている。


オ 温度区間ごとに、直線の方程式の傾きと切片を求めている。


構造体配列Curve[] の要素を追加する場合、Curve[] が満たすべき必要条件として正設問２


しいものを、解答群の中から選べ。


解答群


ア 温度の昇順(低い温度から高い温度へ)に要素が並ぶこと。


イ 温度の上昇に従って、センサ出力値比率が大きくなること。


ウ 温度の上昇に従って、センサ出力値比率が上下しないこと。


エ センサ出力値比率が2.0を超えないこと。


オ 要素間の温度差が最低２℃以上離れていること。


、設問３ 関数GetKvalue()が構造体配列Curve[]の要素を探索する回数についての正しい記述を


解答群の中から選べ。


解答群


ア 計測温度の分布が一様ならば、要素数をＮとすると2 回程度である。N


イ 計測温度の分布が一様ならば、要素数をＮとすると2Ｎ回程度である。


ウ 計測温度の分布が一様ならば、要素数をＮとするとlog Ｎ回程度である。2


エ 高い温度の温度補正係数を求めるほうが探索回数が多くなる。


オ 毎回確率的に探索するので、要素数及び温度に無関係である。


温度補正係数Ｋを求めるアルゴリズムをプログラムから読み取り、温度が16℃のとき設問４


のＫの値を、解答群の中から選べ。


解答群


ア ０.１５ イ ０.８０ ウ １.１５


エ １.２５ オ １.３５
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問110019問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問１～３に答えよ。


［プログラムの説明］


階層構造をもつファイルシステムを操作するための関数recnam、recren及びrecgenである。


(１) ここで扱うファイルシステム及びその構造は次のとおりである(図１の構造例を参照)。


① ディレクトリとファイルで構成される。


② ディレクトリは、ディレクトリ又はファイルを下位の構成要素としてもつことができる。


例えば 図1の矢印の元(以後 上位と呼ぶ)のディレクトリは 矢印の先(以後 直下と呼ぶ)、 、 、 、


のディレクトリ又はファイルを含んでいる。


③ ディレクトリ及びファイルの名前は、８文字以内の英数字列であり、ファイルシステム全


体で一意とする。


④ 最上位のディレクトリをルートディレクトリと呼び、名前をrootとする。


(２) これらの関数は、ファイル管理表(構造体配列lsttbl)を用いて、ディレクトリ及びファイ


ルの操作を行う。


(３) ファイル管理表のレコード様式は、図２に示すとおりであり、一つのディレクトリ又はフ


ァイルに対して、一つのレコードを割り当てる。


種別 ポインタ１ ポインタ２ ポインタ３ 名前


図２ ファイル管理表のレコード様式


、 、 、① 種別は そのレコードをディレクトリに割り当てたとき１ ファイルに割り当てたとき２


未使用のとき０とする。


② ポインタ１は、上位のディレクトリへのポイン夕であり、上位のディレクトリがない場合


には、値NULLが格納されている。


③ ポイン夕２は、レコードの種別がディレクトリの場合にはそのディレクトリの直下にある


最初に登録されたディレクトリ又はファイルへのポインタである。そのディレクトリが直下
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にディレクトリ又はファイルを含まない場合には、値NULLが格納されている。レコードの種


別がファイルの場合にも、値NULLが格納されている。


④ ポイン夕３は、同じディレクトリに含まれるディレクトリ及びファイルを登録順につない


でいるポインタである。最後に登録されたレコードには、値NULLが格納されている。


⑤ 名前は、ディレクトリ名又はファイル名である。


⑥ ディレクトリ及びファイルの総数は１２８個以下とする。


図１を例にとると、ファイル管理表は図３のようになる。


ファイル管理表が図３の状態で、次の関数呼出しを行った場合、行番号14の関数strcm設問１


pは何回呼ばれるか、正しい値を解答群の中から選べ。


recren("dir2","dir3" );


解答群


ア ７ イ ８ ウ １０ エ １１ オ １４ カ １６


プログラム中の関数の機能として適切なものを,解答群の中から選べ。設問２


(a) 関数 recnam (b) 関数 recren (c) 関数 recgen


解答群


ア 種別をキーとするディレクトリ又はファイルの検索


イ 名前をキーとするディレクトリ又はファイルの検索


ウ ディレクトリ又はファイルの削除


エ ディレクトリ又はファイルの生成


オ ディレクトリ又はファイルの種別変更


カ ディレクトリ又はファイルの名前変更


キ ディレクトリ又はファイルの複写
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ファイル管理表(lsttbl)のメンバ(dtype,eptr1,eptr2及びeptr3)に関する記述として設問３


正しいものを、解答群の中から二つ選べ。


解答群


ア eptrlには、上位ディレクトリの情報をもつレコードの配列要素番号(lsttblの先頭レコー


ドを0とする)を格納している。


イ 行番号42でeptr3を参照している。これは同一ディレクトリを上位とするディレクトリ及


びファイルのポインタをさかのぼって検索し、先頭のディレクトリ又はファイルを検出する


ためである。


ウ ディレクトリの直下に一つのディレクトリ(d1とする)だけがあり、しかもディレクトリdl


の直下には何もない場合、ディレクトリdlに割り当てられたレコード内のeptr2とeptr3の値


はともにNULLである。


エ ファイルにはディレクトリ又はファイルを含まないので、ファイルを削除する場合には、


削除対象レコードのdtypeを0に設定するだけで十分である。


オ 未使用レコードを除いて、eptr1の値がNULLとなるのは、ルートディレクトリの場合だけ


である。


［プログラム］


01 #include <stdio.h>


02 #include <string.h>


03 #define DMAX 128


04 struct DIRLST { int dtype; struct DIRLST *eptrl, *eptr2, *eptr3; char name[9]; };


05 struct DIRLST *recnam( char* );


06 struct DIRLST *recren( char*, char* );


07 struct DIRLST *recgen( int, char*, char* );


08 static struct DIRLST lsttbl[DMAX];


09 struct DIRLST *recnam( char *name )


10 {


11 int i;


12 for( i = 0; i < DMAX; i++ )


13 if ( lsttbl[i].dtype != 0 )


14 if ( strcmp( lsttbl[i].name, name ) == 0 ) return &lsttbl[i];


15 return NULL;


16 }
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17 struct DIRLST *recren( char *name1, char *name2 )


18 {


19 struct DIRLST *cp;


20 cp = recnam( name1 );


21 if ( cp == NULL ) return NULL;


22 if ( recnam( name2 ) != NULL ) return NULL;


23 strcpy( cp->name, name2 );


24 return cp;


25 }


26 struct DIRLST *recgen( int dtype, char *name1, char *name2 )


27 {


28 struct DIRLST *cp;


29 int i;


30 cp = recnam( name2 );


31 if ( cp == NULL ) return NULL;


32 if (( cp->dtype == 2 ) || (recnam(name1) != NULL )) return NULL;


33 for ( i = 0; i < DMAX; i++ ) {


34 if ( lsttbl[i].dtype == 0 ) {


35 lsttbl[i].dtype = dtype;


36 lsttbl[i].eptrl = cp;


37 lsttbl[i].eptr2 = lsttbl[i].eptr3 = NULL;


38 strcpy( lsttbl[i].name, name1 );


39 if ( cp->eptr2 == NULL ) cp->eptr2 = &lsttbl[i];


40 else {


41 cp = cp->eptr2;


42 while( cp->eptr3 != NULL ) cp = cp->eptr3;


43 cp->eptr3 = &lsttbl[i];


44 }


45 return cp;


46 }


47 }


48 return NULL;


49 }
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問110020問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


［プログラムの説明］


画像デ一タの画素値の下位ビットが変化しても、人間の視覚では差異を感知しにくい。これを


利用して、カラー画像データの中に文字列を埋め込むことを考える(データ隠ぺいと呼ばれてい


る)。


(１) この処理のために、次の二つの関数を作成した。


① void WriteHiddenText( unsigned char *ptr );


《機能》 画像データに文字列を埋め込む。


《引数》 ptr 埋め込みたい文字列へのポイン夕


② int ReadHiddenText( unsigned char *ptr );


《機能》 画像データから文字列を復元する。


《引数》 ptr 取り出した文字列を格納する領域へのポインタ


《返却値》取り出した文字列の長さ(バイト数)。ナル文字を含める。


(２) カラー画像の大きさは、次のグローバル変数に設定されている。


int Width; /* 画像データの横方向の画素数 */


int Height; /* 画像データの縦方向の画素数 */


(３) 各画素値は24ビットで、図中に示すような構成になっている。


(４) 画素値を扱う次の二つの関数が用意されている。


① unsigned long GetPixel( int x,int y );


《機能》 画像データから画素値を取り出す。
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《引数》 x 取り出したい画素の横方向の座標値


y 取り出したい画素の縦方向の座標値


《返却値》下位24ビットに画素値が入る(上位ビットは0)。


② void SetPixel( int x,int y,unsigned long color );


《機能》 画像データに画素値を設定する。


《引数》 x 設定したい画素の横方向の座標値


y 設定したい画素の縦方向の座標値


color 下位24ビットに設定する画素値(上位ビットは無視)


(５) 文字列と画像データとの対応は、図に示すとおりである。埋込みの場合は、文字列の先頭


から2ビットずつ取り出し、画素の横方向に順に埋め込む。文字列の末尾のナル文字も埋め


込む。


(６) 画素値の青の輝度値の下位2ビットを、文字列格納のために利用する。


(７) 文字列の長さは、末尾のナル文字も含め最大1,024バイトとする。


(８) 画像は、文字列全体を格納するのに十分な画素数をもつ。


〔プログラム〕


#include くstring.h>


unsigned long GetPixel( int x,int y );


void SetPixel( int x,int y,unsigned long color );


#define MAXTEXT 1024


extern int Width;


extern int Height;


void WriteHiddenText( unsigned char *Ptr ) /* 文字列の埋め込み */


{


unsigned char Bit2 ;


unsigned long Color ;


int x , y , Cnt , Index = 0 ;


Cnt = a ;


for( y = 0 ; y < Height ; y++ ) {


for( x = 0 ; x < Width ; x++ ) {


Color = GetPixel( x , y ) ;


Color &= 0xfffffc ;


Bit2 = *Ptr ;


Bit2 >>= ( 6 - Index * 2 );


Bit2 &= 0x3 ;


Color |= Bit2 ;


SetPixel( x , y , Color );
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Index++ ;


if ( Index > 3 ) {


Ptr++ ; Index = 0 ;


}


Cnt-- ;


if ( Cnt <= 0 ) break ;


}


if ( Cnt <= 0 ) break ;


}


}


int ReadHiddenText( unsigned char *Ptr ) /* 文字列の復元 */


{


unsigned char Bit2 ;


unsigned long Color ;


int x , y , Cnt = 1, Index = 0 ;


*Ptr = '\0' ;


for( y = 0 ; y < Height ; y++ ) {


for( x = 0 ; x < Width ; x++ ) {


Color = GetPixel( x , y );


Bit2 = ( unsigned char )Color ;


Bit2 &= 0x3 ;


b ;


c ;


if (( Index == 3 ) && ( *Ptr == '\0' ))


return Cnt ;


Index++ ;


if ( Index > 3 ) {


Ptr++ ; d ; Index = 0 ; Cnt++ ;


if ( Cnt > MAXTEXT ) {


*( Ptr - 1 ) = '\0' ;


return MAXTEXT ;


}


}


}


}


return Cnt ;


}
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プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア strlen( Ptr )


イ str1en( Ptr ) + 1


ウ ( strlen( Ptr ) + 1 ) * 2


エ ( strlen( Ptr ) + 1 ) * 4


オ ( strlen( Ptr ) + 1 ) * 8


ｂに関する解答群


ア Bit2 <<= Index


イ Bit2 >>= IndeX


ウ Bit2 <<= ( 6 - Index * 2 )


エ Bit2 >>= ( 6 - Index * 2 )


オ Bit2 <<= ( Index * 2 )


カ Bit2 >>= ( Index * 2 )


ｃ、ｄに関する解答群


ア *( Ptr + 1 ) = '\0' イ *( Ptr + 1 ) = oxff


ウ *( Ptr - 1 ) = '\0' エ *( Ptr - 1 ) = oxff


オ *Ptr = '\0' カ *Ptr = oxff


キ *Ptr |= Bit2 ク *Ptr &= Bit2


ケ *Ptr *= Bit2 コ *Ptr /= Bit2
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問110021問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


［プログラムの説明］


試験の実施結果が格納されている集計ファイル(test-f.dat)がある。集計ファイルの例を図１


に示す。これを読み込み、正答数の集計を行い、結果を出力するプログラムである。


10000 11111111100011111011011100011111100000000000011101


10001 10111011000001001011101111111100001011100000111001


10002 00101000101110100001101110011111111000100011111101


20003 10111100000100100100011111010000001011100111100110


20004 11111100101011100001011110000001110011111111101001


… …


図１ 集計ファイルの例


(１) 問題は、全部で50問ある。


(２) 受験者数は、9999人以下である。


(３) 集計ファイルは、テキストファイルである。


(４) 集計ファイルの各行は、各受験者の個人データを表す。個人データは、5けたの受験番号


と試験結果が一つ以上の連続した空白文字で区切られている。試験結果は、問題番号順に結


果が並んだ50文字の文字列で “１” は正解を “0”は誤りを表す。、 、


(５) 集計結果としては、受験者数、平均正答率(%)、最高正答数、最低正答数、各問題ごとの


正答者数、正答率(%)を出力する。出力例を図２に示す。


試験集計レポート 図２ 集計結果の出力例


受験者数：1382 平均正答率：75.20 %


最高正答数：48 最低正答数：5


問題[ 1]正答者数：1240 正答率：89.72 %


問題[ 2]正答者数： 138 正答率： 9.98 %


問題[ 3]正答者数： 985 正答率：71.27 %


…


問題[48]正答者数： 548 正答率：39.65 %


問題[49]正答者数：1167 正答率：84.44 %


問題[50]正答者数： 835 正答率：61.30 %
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［プログラム］


#include <stdio.h>


#inc1ude <stdlib.h>


#define QNUM 50


main()


{


FILE *fp;


char cbuf[QNUM + 1];


int total = 0, maxp = 0, minp = QNUM, cpnt, p, good[QNUM];


long tpnt = 0, no;


double avep, tavep;


for(p = 0; p < QNUM; p++)


a = 0;


fp = fopen( "test-f.dat","r" );


while(fscanf(fp,"%ld%s", b ) != EOF){


total++;


c ;


for(p = 0; p < QNUM; p++)


if( d ){


cpnt++;


good[p]++;


}


if(cpnt > maxp)


maxp = cpnt;


if(cpnt < minp)


minp = cpnt;


tpnt += cpnt;


}


fclose(fp);


avep =(double)tpnt / QNUM * 100.0 / total;


printf(" 試験集計レポート\n\n"


"受験者数：%4d 平均正答率：%6.2f %%\n"


"最高正答数：%2d 最低正答数：%2d\n\n",total, avep, maxp, minp);


for(p = 0; p < QNUM; p++){


tavep = e / total;
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printf("問題[%2d] 正答者数：%4d 正答率：%6.2f %%\n",p + 1, good[p], tavep);


}


}


設問 プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


aに関する解答群


ア good[p] イ good[++p] ウ good[p++] エ good[p + 1]


bに関する解答群


ア no, cbuf イ &no, cbuf ウ no, &cbuf


エ *no, cbuf オ no, *cbuf


cに関する解答群


ア total = 0 イ maxp = 0 ウ minp = 0


エ cpnt = 0 オ no = 0


dに関する解答群


ア cbuf[p] == 0 イ cbuf[p] == '0' ウ cbuf[p] == "0"


エ cbuf[p] == 1 オ cbuf[p] == '1' カ cbuf[p] == "1"


eに関する解答群


ア (double)good[p] イ (double)good[p] * QNUM


ウ good[p] * 100.0 エ (doubie)good[p] / QNUM


オ good[p] / 100.0
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問110022問題
次のＣプログラムの説明およびプログラムを読んで、設問１～４に答えよ。


［プログラムの説明］


チェーン店舗が１９で、各店舗の営業時間が午前１０時から午後７時までのスーパーマーケッ


トにおけるＰＯＳデータ集計プログラムである。集計対象年と商品コードを指定して、商品の時


間帯別の売上状況を集計し印字する。


各店舗のＰＯＳデータは、図１に示したレコード様式によるＰＯＳデータファイル(pos.f)に


格納されている。ＰＯＳデータレコードは図１の七つの項目からなり、各項目間は１個の空白文


字で区切られている。レコードの終端には“\n”が付いている。


各項目はすべて固定長であり、販売年月日と販売時刻とその他以外の項目は、１０進数字列で


構成されている。


販売年月日は西暦(YYYY)、月(MM)、日(DD)による“YYYY-MM-DD”の１０桁であり、販売時刻は


時(HH)、分(MM)による“HH:MM”の５桁である。


なお、図１に示した桁数は、項目間の区切り文字を含んでいない。


図１ ＰＯＳデータレコードの例


商品 単価 販売 販売 販売 店 その他(顧客コード、


コード 個数 年月日 時刻 コード レジ担当コードなど)


８桁 ６桁 ４桁 10桁 ５桁 ４桁 14桁


例えば、１９９５年１月１０日の午後２時には、店コードが“0011”の店舗で、商品コードが


“01010101”のコーラ(１本２５０円)が６本売れた場合は、ＰＯＳデータレコードは図２のよう


になる。


図２ ＰＯＳデータレコードの例


商品 単価 販売 販売 販売 店 その他


コード 個数 年月日 時刻 コード


01010101 000250 0006 1995-01-10 14:00 0011 0003-0013-0000\n


ＰＯＳデータ集計結果の印字例は、図３のようになる。
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図３ 集計結果の印字例


［プログラム］


#include <stdio.h>


#include <string.h>


#define TMAX 19 ………………………………………①


#define HMAX 20 ………………………………………②


#define OP_TM 10 ………………………………………③


#define CL_TM 19 ………………………………………④


main()


{


char shina[8],scode[9],dummy[16];


int kosu, yyyy, mm, dd, ji, fun, stcd, nen;


static long gaku, kstack[TMAX][HMAX];


FILE *fp;


int wi, wj, wk;


printf( "*** POSデータ 売上状況集計プログラム ***\n\n" );


printf( " 商品コードと対象年を入力してください。\n\n" );


printf( "商品コード(8けた)=" );


scanf( "%8c", scode);
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scode[8] = '\0';


printf( "年(4けた) =" );


scanf( "%04d",&nen );


for( wi = 0; wi < TMAX; wi++ )


for( wj = 0; wj < HMAX; wj++ ) kstack[wi][wj] = 0;


fp = fopen( "pos.f","r");


while( fscanf( fp,"%8c %06ld %04d %04d-%02d-%02d %02d:%02d %04d %15c",


shina,&gaku,&kosu,&yyyy,&mm,&dd,&ji,&fun,&stcd,dummy ) != EOF ){


if (( nen == yyyy ) && ( strncmp(shina,scode,8) == 0 ))


kstack[stcd][ji] += gaku * kosu;


}


fclose( fp );


printf( "*** 商品の時間帯別売上状況 ***\n );


printf( "商品コード = %s 集計対象年 = %4d\n", scode, nen );


printf( "時間帯 売上額 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000\n" );


printf( "------:-------:----+----+----+----+----+----+----+----+----+\n" );


for( wi = 0; wi < TMAX; wi++ ){


printf( "\n 店コード= %04d\n", wi );


for( wj = OP_TM; wj < CL_TM; wj++){


printf( "%02d時台: %06ld:",wj, kstack[wi][wj]/1000 );


for( wk = (int)(kstack[wi][wj]/200000L); wk > 0; wk-- )


printf( "*" ); …………………………………………⑤


printf( "\n" );


｝


｝


｝
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設問１ このプログラムで扱っている店コードに関して、正しい答えを解答群の中から選べ。


解答群


ア このプログラムだけでは店コードの具体的な値を断定することができない。


イ 将来のための予備コード0019を含めて、0000から0019までの20種類である。


ウ 店コードは0000から0018までの19種類である。


エ 店コードは0001から0019までの19種類である。


設問２ プログラムの中の⑤の行では、売上額の推移を視覚的に示すために文字"＊"による横棒


グラフ表示を行っている。


ある時間帯の売上額が1,248,500円の場合、棒グラフとして印字される文字の個数とし


て適切な値を解答群の中から選べ。


解答群


ア ５ イ ６ ウ ７ エ 11 オ 12


設問３ このプログラムでは、処理上で幾つかの前提条件を設けている。条件又は制約として適


切でないものを、解答群の中から選べ。


解答群


ア ＰＯＳデータレコードの各項目は、論理的に正しい値が入っているとする。


イ 指定された年及び商品コードに合致するＰＯＳデータレコードが、少なくとも１個以上存


在する。


ウ 販売時刻が営業終了時刻のＰＯＳデータは集計印字の対象外とする。


エ 売上額の表示単位は千円に固定し、金額の千円未満は切り捨てる。


設問４ 営業終了時刻が午後１０時に延長されることになった。集計表示時間帯を拡張するため


に、①から④のいずれの#define行を変更すればよいか。正しい答えを解答群の中から選


べ。


解答群


ア ① イ ② ウ ③ エ ④


オ ①と② カ ①と③ キ ①と④ ク ②と③


ケ ②と④ コ ③と④
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問110023問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問１、２に答えよ。


［プログラムの説明］


。 、湯沸かしポットの湯温変化のシミュレーションを行うプログラムである このプログラムでは


保温温度の基準値(KEEPTEMP の値)をもとにシミユレートし、秒単位で湯温を計算して、経過時


間、湯温及び湯量を印字する。


プログラムの前提条件は、次のとおりである。


(１) ポットが置かれている室内の温度は、常に20℃(一定)とする。


(２) ポット内の最初の湯温及びポットへ追加する場合の湯温は、20～100℃の範囲にあるもの


とする。


(３) ポット内の湯温は、時間の経過と共に自然に下がっていくが、20℃よりも下がることはな


い。


(４) ポット内の湯温は、100℃(沸騰温度)を超えることはない。


(５) プログラムに対する操作指示(強制的な湯沸かし、湯の取出し、湯の注入、シミュレーシ


ョンの終了)は、ファイルinput.datから読み込む。このファイル中には、シミュレーション


を終了するための操作指示が必ず含まれているものとし、操作指示の記述は誤りがないもの


とする。また、同一時刻の操作指示は一つに限る。


(６) プログラム中のFUTTENは沸騰温度(℃)を、CAPACITYはポットの容量(ml)を示している。


(７) プログラム中で使用している関数の仕様は、次のとおりである。


① 湯沸かし関数 temp_up


《形式》 double temp_up( int vol,double curtemp );


《機能》 ポット内の湯沸かし機能をシミュレートする。


ポット内の湯量と湯温をもとにして、1秒後の湯温の値を返す。


《引数》 int vol ポット内の現在の湯量(ml)


double curtemp ポット内の現在の湯温(℃)


《返却値》1秒後の湯温(℃)。100℃を超えることはない。湯量が0mlのときにはcurtempの値


を返す。


② 湯温の自然低下シミユレート関数 temp_down


《形式》 double temp-down( int vol, double curtemp );


《機能》 ポット内で湯温が自然に低下する過程をシミュレートする。


ポット内の湯量と湯温をもとにして、1秒後の湯温の値を返す。


《引数》 int vol ポット内の現在の湯量(ml)


double curtemp ポット内の現在の湯温(℃)


《返却値》1秒後の湯温(℃)。20℃よりも下がることはない。湯量が0mlのときには


curtempの値を返す。
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［プログラム］


#include <stdio.h>


#include <stdlib.h>


#define KEEPTEMP 95.0


#define FUTTEN 1OO.0


#define CAPACITY 2000


#define errexit(pl) {printf("指示誤りのため処理を中止します。\n"); exit(pl);}


double temp_up( int,double );


double temp_down( int,double );


main()


{


int dest,opecd,status = 0;


double wtrtemp;


long evtime = 0: /* 操作指示を実行する時刻 */


long curtime = α /* 現在の時刻 */


double curtemp = 90.0; /* 現在の湯温 */


int vol= 2000; /* 現在の湯量 */


FILE *fp;


printf( "\n 温度変化状況\n\n 経過時間 湯量 温度\n" );


fp = fopen( "input.dat", "r" );


fscanf( fp, "%d %ld", &opecd, &evtime );


if( evtime < curtime ) errexit(1);


while(1) {


if( evtime == curtime ) {


switch( opecd ){


case 1:


fscanf( fp, "%d", &dest );


vol -= dest;


if ( vol < 0 ) vol = 0;


break;


case 2:


status = 1;


break;


case 3:


fscanf( fp, "%lf", &wtrtemp );


curtemp = ( curtemp * (double)vol


+ wtrtemp * (double)(CAPACITY - vol))


/ (double)CAPACITY;


vol = CAPACITY;
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break;


case 4:


fclose(fp);


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


exit(0);


default:


errexit(l);


}


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


fscanf( fp, "%d %ld", &opecd, &evtime );


if( evtime <= curtime ) errexit(l);


}


else


printf( "%51d %4d %6.2f\n", curtime, vol, curtemp );


if( curtemp < KEEPTEMP ) status = 1;


else if( curtemp == FUTTEN ) status = 0;


if( status == 1 ) curtemp = temp_up( vol, curtemp );


else curtemp = temp_down( vol, curtemp );


curtime++;


}


}


設問１ ポットへ最初に入れたときの湯温が90℃で湯量が2000mlの場合、その後のポット内の湯


温変化として最も適切なものを、解答群の中から選べ。


なお、プログラムに対する操作指示はシミュレーションの終了指示だけとする。解答群


のグラフは、プログラムが出力する経過時間と湯温の値を可視化したものである。
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設問２ 次の記述中の に入れる正しし答えを、解答群の中から選べ。


(１) プログラムに対する操作指示として、次の４行からなるデ一夕をファイルinput.datから


与えたとする。


(行番号)


1 1 300 150


2 a


3 2 660


4 b


行番号1の数値の組"1 300 150"では、時刻300秒に150mlの湯をポットから取り出す操作を


指示している。次に、行番号2の数値の組" a "では、時刻600秒に25℃の湯をポット


いっぱいに注入する操作を指示している。そして、行番号3の数値の組“ 2 660 "では、時


刻660秒に強制的な湯沸かしを開始する操作を指示している。最後に、行番号4の数値の組


" b "では、時刻900秒にシミュレーションを終了する操作を指示している。


(２) プログラム中のKEEPTEMPの値を95.0から20.0に、curtempの初期値を90.0から20.0に変え


て、ファイルinput.datから数値の組" 4 60 "を与えたとする。このとき関数temp_downは


c 回、関数temp_upは d 回読まれる。


ａに関する解答群


ア 3 600 25 イ 3 600 25 150 ウ 3 600 25 2000


エ 3 600 150 25 オ 3 600 2000 25


ｂに関する解答群


ア 1 900 100 イ 2 900 ウ 3 900 30 エ 4 900


ｃ、ｄに関する解答群


ア 0 イ 1 ウ 58 エ 59 オ 60 カ 61
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問110024問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで,設問に答えよ。


［プログラムの説明］


インターネットのWWW(World Wide Web)サーバへのアクセス履歴を集計し印字するプログラム


である。WWW サーバへのアクセス履歴は、図１に示す様式のレコードで記録されている。


8けた 4けた 可変長


年月日 △ 時刻 △ アクセス先 (△:空白文字)


図１ アクセス履歴レコード様式


年月日は WWW サーバヘアクセスした日付であり、8 けたの数字列“YYYYMMDD”(“YYYY”は4


けたの数字列で西暦年を “MM”は2けたの数字列で月を “DD”は2けたの数字列で日を示す)で、 、


記録されている。


時刻は WWW サーバヘアクセスを開始した時刻であり、4 けたの数字列“hhmm”(“hh”は2け


たの数字列で24時間表現による時を “mm”は2けたの数字列で分を示す)で記録されている。、


アクセス先は、URL(Uniform Resource Locator) と呼ばれる表記法による可変長文字列(ただ


し、文字列の長さは最大で64文字)の形式で記録されている。


年月日と時刻の間及び時刻とアクセス先の間は、1個の空白文字で区切られており、アクセス


履歴レコードの終端には改行文字が付いている。


例えば、1996年2月14日の15時24分に、URLがhttp://www.kantyo.go.jp/index.htmlである WWW


サーバにアクセスした場合のアクセス履歴レコードは、図２のとおりである。


19960214△1524△http://www.kantyo.go.jp/index.html


図２ アクセス履歴レコードの例


ファイルwww.log には、１個以上のアクセス履歴が含まれている。各レコードはアクセス先の


文字列の昇順に整列されている。なお、アクセス先の個数は128以下とする。


www.log の例を図３に示す。


19960405 1215 http://www.daigaku.ac.jp/bungaku.html 図３ www.logの内容例


19960520 1425 http://www.daigaku.ac.jp/keizai.html


19960603 0930 http://www.kaisya.co.jp/home/eigyo.html 同一のアクセス先


19960603 1320 http://www.kaisya.co.jp/home/eigyo.html


19960522 1315 http://www.kaisya.co.jp/home/zinzi.html


l9960214 1524 httP://www.kantyo.go.jP/index.html 同一のアクセス先


1996O405 1O45 http://www.kantyo.go.jp/index.html


…
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プログラムは、www.log からアクセス履歴レコードを読み込み、図4 に示すアクセス回数表及


びアクセス時間帯表を印字する。


アクセス回数表には、アクセス先をアクセス回数の多い順に最大5個表示する。アクセス回数


が等しい場合には、アクセス先の文字列の昇順に表示する。


アクセス時間帯表には、1日を1時間単位に24の時間帯に分けて、その時間帯をアクセス比率の


大きい順に最大5個表示する。アクセス比率は、各時間帯ごとのアクセス回数と総アクセス回数


との比率(百分率)である。アクセス比率が等しい場合には、時間帯の昇順に表示する。


プログラム中で、テーブルの整列に使用している関数sort_addr及びsort_jiの仕様は、次のと


おりである。


《形式》


void sort_addr( ADOR *base,int nmemb );


void sort_ji( JI *base,int nmemb );


《機能》


いずれの関数も、最初の要素がbaseで示される nmemb個の要素からなる構造体配列を整列す


る。


関数sort_addrは、ADDR型の構造体を要素とする配列を、アクセス回数を示すメンバcntの値


の降順に整列する。ただし、cntの値が等しい場合は、メンバurlpで示されるアクセス先の文


字列の昇順に整列する。


関数sort_jiは、JI型の構造体を要素とする配列を、アクセス回数を示すメンバcntの値の降


順に整列する。ただし、cntの値が等しい場合は、時間帯を示すメンバhourの値の昇順に整列


する。


*** 7クセス回数表 ***


順位 アクセス回数 アクセス先


1 218回 http://www.kantyo.go.jp/index.htm1


2 126回 http://www.kaisya.co.jp/home/zinzi.htm1


3 68回 http://www.daigaku_l.ac.jp/home.htm1


4 50回 http://www.daigaku_3.ac.jp/home.htm1


5 43回 http://www.abc_net.or.jp/index.html


*** 7クセス時間帯表 ***


順位 時間帯 アクセス比率


1 12時台 45%


2 8時台 20%


3 18時台 10%


4 15時台 5%


5 9時台 2%


図４ アクセス回数表及びアクセス時間帯表の印字例
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［プログラム］


#include <stdio.h>


#include <string.h>


#define ADSIZE 66


#define LOGMAX 128


typedef struct { int cnt; char *urlp; } ADDR;


typedef struct { int cnt; int hour; } JI;


typedef struct { long yymmdd; int hhmm; char arec[ADSIZE]; } LOG;


void sort_addr( ADDR*, int );


void sort_ji( JI*, int );


ADDR loginf[LOGMAX];


char logbuf[LOGMAX * ADSIZE];


JI ji_t[24];


main()


{


LOG ibuf;


char *cp, sbuf[ADSIZE];


FILE *wfp;


int rcnt=0, idx= a , i;


for ( i=0; i<24; i++ ) {


ji_t[i].cnt = 0;


ji_t[i].hour = i;


}


wfp = fopen( "www.log", "r" );


sbuf[0] = '\0';


cp = logbuf;


while ( fscanf( wfp, "%ld %d %s\n",


&ibuf.yymmdd, &ibuf.hhmm, ibuf.arec ) != EOF ) {


rcnt++;


ji_t[ ibuf.hhmm / b ].cnt++;


if ( strcmp( sbuf, ibuf.arec ) == 0 )


loginf[idx-1].cnt++;


else {


loginf[idx].urlp = cp;


loginf[idx].cnt = 1;


strcpy( loginf[idx].urlp, ibuf.arec );


cp += (strlen( c ) + 1 );


strcpy( sbuf, ibuf.arec );
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idx++;


}


}


fclose( wfp );


sort_addr( loginf,idx );


printf( " ＊＊＊ アクセス回数表 ＊＊＊\n");


printf( " 順位 アクセス回数 アクセス先\n" );


for( i = 0; i < 5; i++,idx-- ){


if( idx == 0 ) break;


printf( " %d %6d回 %s\n",i + 1,loginf[i].cnt, d );


}


sort_ji( ji_t,24 );


printf( "\n ＊＊＊ アクセス時間帯表 ＊＊＊\n" );


printf( " 順位 時間帯 アクセス比率\n" );


for( i = 0; i < 5; i++ ){


if( ji_t[i].cnt == 0 ) break;


printf( " %d %2d時台 %3ld%%\n",


i + 1,ji_t[i].hour,ji_t[i].cnt * 100L/ e );


}


}
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設問 プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア -1 イ 0 ウ 1 エ LOGMAX


ｂに関する解答群


ア 60 イ 100 ウ ADSIZE エ LOGMAX オ rcnt


ｃに関する解答群


ア ibuf イ ibuf.arec ウ logbuf


エ loginf[idx] オ sbuf


ｄに関する解答群


ア logbuf[i] イ logbuf[idx] ウ loginf[i].urlp


エ loginf[idx].urlp


ｅに関する解答群


ア (idx + 1) イ (rcnt + 1) ウ idx


エ LOGMAX オ rcnt
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問110025問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


水平方向に５１２画素，垂直方向に５１２画素からなるビットマップ画面がある。水平方向を


Ⅹ座標，垂直方向をＹ座標とする。座標の割当てを図に示す。


。 ， （ ， ）， （ ，このビットマップ画面に三角形を描画する 三角形は ３頂点Ｐ ｘ１ ｙｌ Ｐ ｘ２ｌ ２


ｙ２ ，Ｐ （ｘ３，ｙ３）によって与えられる。三角形の各辺，及び辺で囲まれた閉領域内の） ３


画素をすべて点灯する再帰的な関数DrawTrgの処理手順を，次に示す。


（１）与えられた３頂点が隣接しているかどうかを検査する。


（２）隣接しているときは，３頂点の画素を点灯して処理を終了する。


（３）隣接していないときは、三平方の定理を用いて，各辺の長さの２乗値を求める。


（４）最も長い辺を選び，この辺の中点Ｃの座標（ｘｃ，ｙｃ）を求める。この中点によって


二つの三角形に分割する。例えば，図のように辺Ｐ Ｐ が最長である場合には，三角形２ ３


Ｐ ＣＰ と三角形Ｐ ＣＰ に分割する。１ ２ １ ３


（５）分割したそれぞれの三角形に，再帰的にこの関数DrawTrgを適用する。


画素を点灯するために，次の関数が用意されている。


void gSetPixel(int sx.int sy);


機能：座標(sx,sy)の画素を点灯する。
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［プログラム］


void gSetPixel( int, int );


double GetMax( double, double, double );


double GetMin( double, double, double );


double GetMax( double a, double b, double c )


{


if ( ( a >= b ) && ( a >= c ) ) return a;


if ( b >= c ) return b;


return c;


}


double GetMin( double a, double b, double c )


{


if ( ( a <= b ) && ( a <= c ) ) return a;


if ( b <= c ) return b;


return c;


}


void DrawTrg( double x1, doub1e y1, double x2, double y2, double x3, double y3 )


{


double Len1, Len2, Len3;


double dx, dy;


dx = GetMax( x1, x2, x3 ) - GetMin( x1, x2, x3 );


dy = a - GetMin( y1, y2, y3 );


if ( ( dx <= 1.0 ) && ( dy <= 1.0 ) ) {


gSetPixel( (int)x1, (int)y1 );


gSetPixel( (int)x2, (int)y2 );


gSetPixel( (int)x3, (int)y3 );


return;


}


Lenl = ( x2 - x1 ) * ( x2 - x1 ) + ( y2 - y1 ) * ( y2 - y1 );


Len2 = ( x3 - x2 ) * ( x3 - x2 ) + ( y3 - y2 ) * ( y3 - y2 );


Len3 = ( x1 - x3 ) * ( x1 - x3 ) + ( y1 - y3 ) * ( y1 - y3 );


if ( ｂ ） {


DrawTrg( x1, y1, (x1 + x2)/2, (y1 + y2)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x3, y3, (x1 + x2)/2, (y1 + y2)/2, x2, y2 );


}
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else if ( Len2 >= Len3 ) {


ｃ


}


else {


DrawTrg( x1, y1, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x2, y2 );


DrawTrg( x2, y2, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x3, y3 );


}


}


設問 プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア GetMax( x1, x2, x3 ) イ GetMin( x1, x2, x3 )


ウ GetMax( x1, y1, y2 ) エ GetMax( y1, x1, x2 )


オ GetMax( y1, y2, y3 ) カ GetMin( y1, y2, y3 )


ｂに関する解答群


ア Len1 <= Len2


イ Len1 <= Len3


ウ Len2 <= Len3


エ ( Len1 >= Len2 ) && ( Len1 >= Len3 )


オ ( Len1 <= Len2 ) && ( Len1 <= Len3 )


ｃに関する解答群


ア DrawTrg( x1, y1, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x2, y2, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x1, y1 );


イ DrawTrg( x1, y1, (x2 + x3)/2, (y2 + y3)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x2, y2, (x2 + x3)/2, (y2 + y3)/2, x1, y1 );


ウ DrawTrg( x2, y2, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x3, y3, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x1, y1 );


エ DrawTrg( x2, y2, (x2 - x3)/2, (y2 + y3)/2, x3, y3 );


DrawTrg( x3, y3, (x2 - x3)/2, (y2 + y3)/2, x1, y1 );


オ DrawTrg( x3, y3, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x1, y1 );


DrawTrg( x3, y3, (x1 + x3)/2, (y1 + y3)/2, x2, y2 );
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問110026問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ｡


〔プログラムの説明〕


マクロ機能をもつあるプログラム言語で書かれたプログラムが、元ファイルsource_fileに格


納されている。


このsource_file中のマクロ名を展開し、展開ファイルdest_fileを生成する｡


(１) 元ファイルには マクロ定義とマクロ名を使用するプログラムのコードが格納されている｡、


(２) 展開ファイルには、マクロ名を展開したプログラムのコードを出力する。ただし、元ファ


イルのマクロ定義は、出力しない｡


(３) マクロ定義は、次の形式とする｡


$STRDEF マクロ名 展開コード


$STRDEFは、必ず１けた目から始まり, $STRDEFとマクロ名の間、及びマクロ名と展開コー


ドの間は、一つの空白文字で区切られる｡


(４) 一つのマクロ名に対するマクロ定義は、１回だけ行うことができる｡


(５) 元ファイル中で、マクロ定義以降のコードに対して、区切り文字で区切られたマクロ名の


部分を展開コードに置換する。ただし、マクロ定義の行は、置換の対象とはしない｡


(６) 区切り文字は、次の①～③であり、文字型の配列delmcharに格納されている｡


① 空白文字


② 図形文字 !"#%&'()*+.-./:;<=>?[\]^_{|}~


③ 改行文字


char delmchar[] =" !\"#%&'()*+.-./:;<=>?[\\]^_{|}~\n";


注 delmcharの先頭の要素には、空白文字が格納されている｡


(７) マクロ名及び展開コードは，区切り文字を含まない。


(８) 元ファイル中に現れるマクロ定義の個数は，２０までとする。


(９) マクロ名及び展開コードは，３１文字までとする。


(10) 展開の前も後も，各行は改行文字で終わり，文字数は２５５文字までとする。


(11) プログラム中で使用している関数strchrの仕様は，次のとおりである。


char *strchr(const char *s,int c)


（ 。） 。機能 ：ｓで指定される文字列の中のｃ char型に変換する の最初の出現を捜す


文字列の終端を示すナル文字は，文字列の一部とみなす。


返却値：捜し出した文字へのポインタを返す。文字列の中に，その文字が現れない場


合，空ポインタ(NULL)を返す。
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(12) このプログラムの実行例は，次のとおりである。


元ファイル 展開ファイル


$STRDEF $$TITLE HELLO


$STRDEF $$SIGN BILLY MSG START


$STRDEF $$LENG 8 OUT HELLO,6


IN BUF,8


MSG START OUT BUF,8


OUT $$TITLE,6 OUT BILLY,6


IN BUF,$$LENG EXIT


OUT BUF.$$LENG HELLO DC 'Hello!'


OUT $$SIGN,6 BILLY DC 'Billy'


EXIT BUF DS 8


$$TITLE DC 'Hello!' END


$$SIGN DC 'Billy'


BUF DS $$LENG


END


[プログラム]


#include <stdio.h>


#include <string.h>


#define MCRDEF 20


#define STRLNG 32


#define LINLNG 256


int divide_line( ) ;


char linbuf[LINLNG],token[LINLNG] [LINLNG], delm[LINLNG];


char label[] = "$STRDEF";


char delmchar[] = " !\"#%&'()*+,-./:;<=>?[\\]*_{|}~\n";


main(){


FILE *sfp, *dfp;


int mcrcnt = 0, tokcnt, flg, idx1, idx2;


char orig[MCRDEF] [STRLNG],expand[MCRDEF] [STRLNG];


sfp = fopen("source_file", "r");


dfp = fopen("dest_file", "w");
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while(fgets(linbuf, LINLNG, sfp) != NULL) {


tokcnt = divide_line( );


if(strcmp(token[0], label) == 0) {


strcpy(orig[mcrcnt],token[1]);


strcpy(expand[mcrcnt],token[2]);


ａ ;


}else{


for(idxl = 0; idx1 < ｂ ; idx1++) {


flg = 0;


for(idx2 = 0; idx2 < mcrcnt; idx2++)


if(strcmp(token[idx1], orig[idx2]) == 0) {


flg = 1;


break;


}


if( ｃ )


fprintf(dfp, "%s%c", token[idx1], delm[idx1]);


else


fprintf(dfp, "%s%c", expand[idx2], delm[idx1]);


}


}


}


fclose(sfp) ;


fclose(dfp) ;


}


int divide_line( ) {


int tokcnt = 0, lidx = 0, tidx;


do{


for(tidx = 0; strchr(delmchar, linbuf[lidx] ) == NULL; lidx++, tidx++)


token[tokcnt] [tidx] = linbuf[lidx] ;


token[tokcnt][tidx] = ｄ ;


delm[tokcnt] = ｅ ;


ｆ ;


tokcnt++;


} while(linbuf[lidx - １] ！= '\n');


return tokcnt;


}
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設問 プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア idx1 = 0 イ idx1++ ウ idx2 = O


エ idx2++ オ mcrcnt = 0 カ mcrcnt++


キ tokcnt = 0 ク tokcnt++


ｂに関する解答群


ア idx2 イ idx2++ ウ mcrcnt


エ merent++ オ tokcnt カ tokcnt++


ｃに関する解答群


ア flg = 0 イ flg == 0 ウ flg = 1


エ flg == 1 オ idx2 = 0 カ idx2 > 0


キ idx2 < mcrcnt ク idx2 = mcrcnt


ｄ、ｅに関する解答群


ア '\0' イ '\n' ウ delm[lidx]


エ delm[tidx] オ linbuf[lidx] カ linbuf[tidx]


キ token[lidx] ク token[tidx]


ｆに関する解答群


ア lidx = 0 イ lidx++ ウ tidx = O


エ tidx++ オ tokcnt = 0 カ tokcnt++
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問110027問題
次のＣプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


， 。(１) 自然数num(num≧２)を素因数に分解し 結果を次の例のように印字するプログラムである


例１．自然数１２を入力した場合


数値(２以上の自然数)を入力してください。 ：１２


１２＝２×２×３


例２．自然数３を入力した場合


数値(２以上の自然数)を入力してください。 ；３


３＝素数


(２) 素因数分解及び素数の判定手順は，次のとおりである。


① 変数factorの値を２から始めて１ずつ増やしながら，numをfactorで割った結果が


factor以上である間，②を実行する。


② nunがfactorで割り切れる場合，次の処理をnumがfactorで割り切れなくなるまで繰り返


す。


(ａ) factorの値を素因数として抽出する。


(ｂ) numをfactorで割った商を新たなnumとする。


③ 最終的に割り切るfactorがなかった場合には， numは素数であると判定する。


(３) このプログラムでは，(２)の手順①での繰返し処理の回数を減らすために，まず最初に自


然数numが２の倍数であるかどうかを判定する。 nunが２の倍数の場合には，(２)の手順②


によって，最初に２の因子をすべて抽出する。続いて，変数factorの値を， ３から始めて


２ずつ増やしながら， numをfactorで割った結果がfactor以上である間，素因数の抽出を繰


り返す。


設問 プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


ａ、ｃに関する解答群


ア factor-- イ factor += 2 ウ num /= factor


エ num %= factor オ prime = FALSE カ prune = TRUE


ｂに関する解答群


ア num / factor >= factor イ num % factor !＝ 0


ウ prime == FALSE エ prime == TRUE


ｄに関する解答群


ア factor イ num / factor


ウ num % factor エ num


オ prime
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[プログラム]


(行番号)


1 #include <stdio.h>


2 #define TRUE 1


3 #define FALSE 0


4 main()


5 {


6 int num, prime = TRUE, factor = 2;


7 printf( "数値 (２以上の自然数) を入力してください。: " );


8 scanf( "%d", &num );


9 printf( "%d =", num );


10 if ( num != factor )


ll while ( num % factor == 0 ) { /* 数値が２の倍数? */


12 if ( prime == FALSE ) printf( " ×" );


13 printf( " %d", factor );


14 ａ ;


15 prime = FALSE;


16 }


17 factor++;


18 while ( ｂ ) {


19 while ( num % factor == 0 ) {


20 if ( prime == FALSE ) printf( " ×" );


21 printf( " %d", factor );


22 ａ ;


23 prime = FALSE;


24 }


25 ｃ ;


26 }


27 if ( prime == TRUE ) printf( " 素数\n" );


28 else if ( num > 1 ) printf( " × %d\n", ｄ );


29 else printf( "\n" );


30 }





